
電子処方箋とは、電子的に処方箋の運用を行
う仕組みであるほか、電子処方箋によって複数
の医療機関や薬局で直近に処方・調剤された情
報の参照、それらを活用した重複投薬等チェック
などを行えるようになります（図1）※1、2。
　電子処方箋により、これまで紙でやりとりして
いた処方箋をオンラインで連携する仕組みが構築
されます。電子処方箋を使用するには、システム
上でオンライン資格確認がなされています。使用
するにはオンライン資格が必要です。
　電子化によって医療機関と薬局患者との間で
の情報共有やコミュニケーションが促進されるこ
とにより、より良い医療の提供が行えるようにな
り、患者さんに関するこれまでの処方情報や錠

剤情報がデータとして蓄積され、来院時にマイナ
ンバーカードで患者本人の同意を得るとそれらの
情報を参照できるようになります。また、この情
報を活用し重複投薬等チェックの結果確認が行
えるようになります。より正確な情報を基に診察
を行えるようになります。
　電子処方箋は医療機関と薬局の円滑な連携に
もつながります。医療機関から薬局へ電子化さ
れた処方箋の内容がスムーズに連携されると共
に、システム化によって医療機関と薬局の間で
処方医と調剤結果についても管理サービス経由
で共有する事ができ、医師と薬剤師のスムーズ
な連携が期待できます※3。
　正式運用に先立って2022（令和4）年10月
31日から全国4地域の38施設（医療機関7施
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設／薬局31施設）で電子処方箋モデル事業およ
び電子処方箋の運用が開始されました（図2）※4。
電子処方箋の正式運用開始日は2023（令和
5）年1月26日（木）でした※5。

開始以来、電子処方箋管理サービスは社会
保険診療報酬支払基金が行っていましたが※6、
2023（令和5）年1月からは国民健康保険中央
会が加わりました※7、8。

現在、システムの導入に当たっては補助金の
適用も予定されています。まだ電子カルテシステ
ムを利用しておらず、レセプトコンピューターに
て処方箋発行を行っている医療機関に対しても
電子処方箋の導入が可能になるよう準備が進め
られています。
電子処方箋を導入するにはオンライン資格確

認を導入していることが前提となります。勤務医
師のオンライン資格確認取得が必要となります。
また補助金は、2025（令和7）年3月31日

までに電子処方箋管理サービスの導入を完了し
た上で、2025（令和7）年9月30日までに申
請を行う必要があると記載されています（図3）。
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電子処方箋の導入率（月次推移）は2024（令
和6）年7月28日時点で13%と報告されてい
ます（図 4）※9。また、電子処方箋対応の医療機
関を見てみますと、近畿地方（大阪府・京都府・
兵庫県・奈良県・和歌山県・滋賀県・三重県）
では総計623医療機関が電子処方箋に対応し
ています（表1）※9。さらに大学病院では杏林大
学医学部付属杉並病院、国立大学法人三重大学
医学部附属病院、国立大学法人富山大学附属病
院、秋田大学医学部附属病院の4病院が電子処
方箋に対応しています※9。

電子処方箋のしくみで必要となるICカードであ
るHPKI（Healthcare Public Key Infrastructure
：保健医療福祉分野公開鍵基盤）カードについて
解説します。
まずは処方箋の署名について、医師法施行規

則や薬剤師法・薬剤師法施行規則でどのように
定められているかを確認しましょう。
医師法施行規則第21条では、患者に交付す

る処方箋には記名押印または署名が必要となる
旨が記載されています。また、薬剤師法第26
条および薬剤師法施行規則第15条では、医師
の処方箋にもとづき調剤した際には、その処方
箋に調剤済みの旨を記載し、記名押印または署
名が必要との記載があります。
電子処方箋の場合、医師が電子処方箋管理サー
ビスに処方箋を登録することが、従来の紙処方
箋の交付にあたると考えられます。また薬剤師
は、医師・歯科医師によって電子処方箋管理
サービスに登録された電子処方箋にもとづき調
剤を行ったあと、処方箋を調剤済みとして登録
します。ここで医師・歯科医師および薬剤師は
「記名押印または署名」を行う必要があります。
電子処方箋の場合、ICカード（HPKIカード含
む）を使って資格認証と電子署名を行うことで、
この要件に対応する必要があるのです。
すなわち、電子処方箋にはこのICカード

（HPKIカード含む）による医師、歯科医師、薬
剤師の署名が必要です。
HPKIは電子署名や電子認証を行う基盤であ

り、医療現場における公的資格の確認機能を
持っています。基盤の設置要件は厚生労働省に
より策定されており、要件を満たした認証局が
HPKI資格認証に使用するカードであるHPKI
カードを発行することができます（図5）※4。
　現時点では、HPKIカードを発行する認証局

1. 電子処方箋の概要

は全3センターで、HPKIカードには日本医師会
（図6）※10、日本薬剤師会（図7）※11、医療情報
システム開発センター（Medical Information 
System Development Center：MEDIS）
（図8）※12発行の3種類があります。なお歯科
医師はMEDISに発行申請を行います※13。

日本医師会が発行する資格証には既にHPKI
電子証明機能が搭載されています※10、28。
また現在は電子処方箋で利用するICカードに

は物理的HPKIカード以外に物理的HPKI情報
と紐付けされたマイナンバーカード、スマートフォ
ン上のソフトウェア的HPKIカードがあります。

　河野太郎デジタル相は2023（令和5）年12
月26日の閣議後の記者会見で、医師がマイナ
ンバーカードを活用して電子処方箋に電子署名
ができるようにする手続きを12月27日から開
始すると発表しました。これまで必要だった専
用カード「HPKIカード」の代わりにマイナンバー
カードで電子処方箋に電子署名ができるように
なりました。

マイナンバーカードを使って電子処方箋に電子
署名をするには、マイナポータルでの手続きが必
要で、医師については2023（令和5）年12月
27日から可能となりました※14、15。

結果を先に記載しますと、医師会会員も非会
員もHPKI取得料金がズバリ安いのは医師会経
由です。

図1：電子処方箋とは※2
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｢ 電子処方箋発行資格（HPKI）
の取得…結局どれがお得？」

　電子署名の方法は、

のいずれかを選択できます。
全てHPKIの取得は必要です。
AとBとはHPKIの発行申請が必要です。
さらにAとB-1とは物理的HPKIカード発行が
必要です。B-2は物理的カードが不要なソフト
ウェア的HPKIカードが発行されます。
Cはマイナポータルから利用申請が必要で、

物理的HPKIカード発行はされず、マイナンバー
カードが物理的HPKIカードの役目をはたします
（表3）※17。

電子署名方式について記載いたします。電子
処方箋の仕組みにおいては、医師・歯科医師が
電子処方箋を発行する際、および、薬剤師が電
子処方箋を調剤済とする際に、電子署名を付す
こととなります。
その際の署名方式としては、大きく分けて以下

の2種類があります。
①ローカル署名：HPKIカードに格納される電子
証明書を用いて署名する方法
②リモート署名：クラウドのシステム上で管理さ
れている電子証明書（HPKIセカンド電子証明書）
※①ローカル署名では、常にHPKIカードが手
元にあることが必要となる一方、②リモート署
名では、原則として、1日1回、（ⅰ）HPKI
カード、（ⅱ）マイナンバーカード、（ⅲ）スマー
トフォンのいずれかで本人認証を行うことで電
子署名が可能です（図10）※18。

日本医師会、日本薬剤師会、医療情報システ
ム開発センター（MEDIS）は、厚生労働省が施策
として普及を進めているHPKI認証局を運営し
ています。
各HPKI認証局は、電子的な身分証明書であ

る「HPKI電子証明書」を発行し、そのHPKI電
子証明書を格納したICカード（以下、HPKIカー
ド）を、それぞれ『医師資格証』、『薬剤師資格証』、
『HPKI資格証』という名称で提供しています。
これらのHPKIカードを用いることで、医師や

薬剤師等の医療分野国家資格を電子的に証明で
きる「HPKI電子署名」を行うことができます。し
かし、カードという物理媒体を用いることから、
HPKI電子署名を実施しようとする全ての端末
（電子カルテ等）にカードリーダーが必要なことや
破損・紛失時に業務が滞ることなどが指摘され
ていました。
これらの指摘に対して、HPKI認証局の運営

団体として検討を重ねた結果、HPKI電子証明
書をHPKIカードだけでなく、セキュアなクラ
ウド上にも格納することで、HPKIカードを用
いなくてもHPKI電子署名を行うことができる
「HPKI電子証明書管理サービス」を3団体共同
で開発し、2022（令和4）年12月から運用を

開始することとしました※19。
セカンド電子証明書は、HPKIカード発行対象

者に対して追加で発行される2番目の電子証明
書です。これを、「HPKI電子証明書管理サービ
ス」のクラウドサーバ上に格納し、事前に利用者
が登録を行った生体認証機能付きスマートフォン
等（モバイルデバイス）やマイナンバーカードで認
証を行うことにより、手元に医師・歯科医師・
薬剤師資格証がなくてもHPKI電子署名を行う
ことが可能となります（図11）※20。
このクラウド（cloud）とは英語で「雲」を表す

単語のことですが、IT業界においてはインター

ネット経由で利用するアプリケーション（または
サービス）」を指す言葉です。「クラウドサービス」
や「クラウドコンピューティング」と呼ばれることも
あります。クラウドの大きな特徴として、インター
ネット環境があれば「いつでもどこでも利用でき
る」ということ、その利便性から個人や企業を問
わず幅広く使用されています。世界的な動画共
有サービスとして馴染み深い「YouTube」や、文
書や写真などのデータをオンライン上で管理でき
る「Microsoft OneDrive」など、著名なクラウ
ドサービスも少なくありません※21。

　2024（令和6）年6月時点では、世界的な半
導体不足により、HPKIカードの在庫が不足して
いる関係で、物理的HPKIカードを用いたロー
カル署名方式（図10①）、と物理的HPKIカード
を用いたリモート署名方式（図10②（ⅰ））では、
HPKIカードの方式をすぐに利用できない場合
があります。このため、HPKIカードを物理的に
保有せずとも、マイナンバーカードやスマートフォ
ンを用いて、すぐに電子署名を行うことができ
るリモート署名方式が推奨されています。
日本医師会認証局において、2024（令和6）年

8月18日時点では、カードレス先行発行（最初に
マイナンバーカード、スマートフォンが使える状態
となり、HPKI物理カードが後追いで発行される
形式）となっていますので注意が必要です※ 22。

ここでは日本医師会認証局への申請を例とし
て説明します。
詳細はホームページ 1.医師資格証の申

請にあたって│医師資格証（HPKIカード）新
規お申込み│日本医師会電子認証センター
（https://www.jmaca.med.or.jp/application/）

を参照してください。
　概略を記載します。

そして、揃った申請書類を送付します。
日医会員は発行費用無料ですが、日医非会員

は発行費用を支払います。
医師資格証（HPKI）が発行されます。日医非

会員は入金確認後に発行開始となります。
医師資格証発行完了通知（ハガキ）が連絡先住

所に到着します。

12-A：医師資格証（HPKI）を
 既に所持している場合

申請手順を示します。
HPKIセカンド電子証明書申請サービス｜日本医
師会電子認証センター（https://webapply.jmaca.
med.or.jp/Jma2ndApply/G100_Accept/Accept
.aspx）にアクセスします。
「既に医師資格証をお持ちですか？」と尋ねて
きているので「はい」をクリックします。
HPKIセカンド電子証明書発行申請のログイン

認証に画面が変わります。
　医師資格証（HPKI）券面に印字されている「医
籍登録番号」と「カードID」を入力し、「認証」ボ
タンを押します（図12）※23。
ここから先は、個人情報保護のため、正確な

URLが記載できませんでしたので、URLはログ
イン認証に続く画面であるので、ログイン認証と
同じとして記載いたします。また掲載画面は著
者の申請時の記録で記載いたします。
認証が成功しますと「利用規約等の確認と同

意」の画面になります。
同意するなら「上記、『CPS』及び『利用規約』に
同意します。」をクリックします（図13）※23。
次に申請者情報入力の画面になりますので、

必要事項を入力します（図14、図15）※23。
主な入力箇所は上記です。
これで後は、本人限定受取郵便（特例型）で

QRコードが印刷された「HPKIセカンド電子証
明書初期登録QR（通知カード）」が郵送されま
す。「到着通知書」が先に届き、必要な物を用意
します。配達で受け取る場合は①氏名、住所お
よび生年月日の記載がある本人確認書類（運転
免許証、マイナンバーカード等）、②印鑑（サイン
でもOK）が必要で、郵便局で受け取る場合はさ
らに到着通知書が必要です※24。郵便局担当者
は、本人確認書類を複写するか、証明資料の種
類と記号番号を控えます（図16）※25。
このようにしてHPKIセカンド電子証明書初期

登録QR（通知カード）（図17）※26が届きます。

12-B：HPKIをまだ持っていない場合
新規に医師資格証（HPKI）を申請すれば、同時
にセカンド電子証明書も発行されますので、医
師資格証の新規発行申請をします※23。特に半
導体不足のためセカンド電子証明書が先行して
届く場合もあります。

HPKIセカンド電子証明書と「デジタル医師資格
証」アプリ（図18）を使用したスマートフォンへ紐
づけについて説明します※27。
【用意するもの】
①生体認証（指紋認証、顔認証）が登録済みのス
マートフォンまたはタブレット　※iPadは除く

　・iPhone…iOSバージョン14以上
　・Android端末…OSバージョン7以上
②HPKIセカンド電子証明書「初期登録用QR
コード」医師資格証と一緒に発行・交付され
たQRコードの印刷されている紙のカードです
（図17）。

❶「デジタル医師資格証」のアプリをインストール
してください。アプリのiOS版のQRコードを
図19にAndroid用を図20に示します。ま
たアプリのアイコンを図21に示します※27。

❷「デジタル医師資格証」のアプリをタップして開
きます。最初に利用規約（図22）が表示され
ますので、お読みの上【同意する】をタップして
ください※27。

❸【初回登録の方はこちら】をタップしてください
（図23）※27。
※すでにセカンド電子証明書を登録している場
合は、【ログイン】をタップして生体認証にてロ
グインしてください。

❹カメラが起動しますので、初期登録用QRコー
ドを読み取ってください（図24）※27。
※QRコードの読み取りがうまくいかない、ま
たは読み取りを行っても画面に何も表示されな
い場合は、お手数ですが以下のマニュアルに記
載の登録手順で初期登録をお試しください。
https://www.jmaca.med.or.jp/service/
data/HPKI2nd_Browser.pdf

❺スマートフォンに、パスワード入力画面が表示
されるので、パスワードを入力し、【OK】をタッ
プします（図25）※27。初期登録用のパスワー
ドは、生年月日（西暦）8桁です。
※パスワードは入力を5回間違えると登録が
できなくなります。

❻正しいパスワードが入力されると、ログイン画
面が表示されます。
Username欄に、紙カード「初期登録用QR
コード」に記載された「本人ID」が自動で入力
されますので、正しいことを確認して【ログイ
ン】ボタンをタップします（図26）※27。

❼本人IDが正しく認証されたら、登録開始画面
（図27）が表示されるので、【登録】ボタンを
タップします※27。

❽スマートフォンによる生体認証の画面が表示さ
れ生体認証が実施されます。
※画面や生体認証の方法はスマートフォンに
よって異なります。右の画面はiPhoneによ
る指紋認証の場合の例です（図28）※27。

❾生体認証登録が完了したら、「ラベル登録画
面」（図29）が表示されます※27。作成した鍵
情報をスマートフォン側で識別するためのラベ
ル情報を設定する画面ですが、値はシステム
で自動設定されるため、特に何も入力せず、
【OK】をタップします※27。

スマートフォン側の処理が完了し、完了画面が
表示されます。

　詳細は「HPKIセカンド電子証明書」のご案内
（https://www.jmaca.med.or.jp/service
/data/HPKI2nd.pdf）を参照してください。

大阪医科大学医師会会報 第55号（2021（令
和3）年3月）においても、HPKIに関して、ホー
ムページの広場36：「医師免許証と健康保険証
のICカード化」※28で述べましたが、その当時は
今日ほども具体的なものではありませんでした。
この約3年でHPKIは電子処方箋の運用に関し
て重要な位置づけを持つようになっています。

このHPKI取得ですが、料金体系が複雑です。
電子認証局は日本医師会電子認証センターと医
療情報システム開発センター HPKI認証局の2
か所あり、フローチャート（図9）にしました。
また参考まで大阪医科薬科大学医師会の医師

会費一覧（表2）※16を転載いたしましたので、ご
確認ください。
　HPKI取得希望の方は、このフローチャートで
料金を確認してみてください。

「医療情報システムの安全管理に関するガイド
ライン」に則った形で医師・歯科医師が電子的
に署名を行う必要がありますが、現時点では、
HPKIの仕組みを用いた署名方式がそれに準拠
します。

3

１．電子処方箋とは

電子処方箋とは、電子的に処方箋の運用を行う仕組みであるほか、複数の医療機関や薬局
で直近に処方・調剤された情報の参照、それらを活用した重複投薬等チェックなどを行えるよう
になります。

病院・診療所 薬局

薬剤師

支払基金・国保中央会

③処方箋の登録 ⑧調剤内容の登録

電子処方箋管理サービス

マイナポータルや
電子版お薬手帳アプリ

患者

マイナンバー
カード

①本人確認/同意

健康保険証
患者 患者

マイナンバー
カード

⑤本人確認/同意

健康保険証

オンライン資格確認等システム

④情報の閲覧

※ ※

②処方・調剤された情報や
重複投薬等チェック結果の参照

⑥処方箋の取得
⑦処方・調剤された情報や
重複投薬等チェック結果の参照

医師・歯科医師

※電子署名の方法は、HPKIの仕組みを用いた方式に限られませんが、現時点では本方式のみご利用いただけます。

結論としましては、医師会員も非会員もHPKI
取得料金がズバリ安いのは医師会経由です。
（図30）
　今回はHPKIについて記載いたしました。



電子処方箋とは、電子的に処方箋の運用を行
う仕組みであるほか、電子処方箋によって複数
の医療機関や薬局で直近に処方・調剤された情
報の参照、それらを活用した重複投薬等チェック
などを行えるようになります（図1）※1、2。
電子処方箋により、これまで紙でやりとりして

いた処方箋をオンラインで連携する仕組みが構築
されます。電子処方箋を使用するには、システム
上でオンライン資格確認がなされています。使用
するにはオンライン資格が必要です。
電子化によって医療機関と薬局患者との間で

の情報共有やコミュニケーションが促進されるこ
とにより、より良い医療の提供が行えるようにな
り、患者さんに関するこれまでの処方情報や錠

剤情報がデータとして蓄積され、来院時にマイナ
ンバーカードで患者本人の同意を得るとそれらの
情報を参照できるようになります。また、この情
報を活用し重複投薬等チェックの結果確認が行
えるようになります。より正確な情報を基に診察
を行えるようになります。
電子処方箋は医療機関と薬局の円滑な連携に

もつながります。医療機関から薬局へ電子化さ
れた処方箋の内容がスムーズに連携されると共
に、システム化によって医療機関と薬局の間で
処方医と調剤結果についても管理サービス経由
で共有する事ができ、医師と薬剤師のスムーズ
な連携が期待できます※3。
正式運用に先立って2022（令和4）年10月

31日から全国4地域の38施設（医療機関7施

ホームページの広場

設／薬局31施設）で電子処方箋モデル事業およ
び電子処方箋の運用が開始されました（図2）※4。
電子処方箋の正式運用開始日は2023（令和
5）年1月26日（木）でした※5。

　開始以来、電子処方箋管理サービスは社会
保険診療報酬支払基金が行っていましたが※6、
2023（令和5）年1月からは国民健康保険中央
会が加わりました※7、8。

現在、システムの導入に当たっては補助金の
適用も予定されています。まだ電子カルテシステ
ムを利用しておらず、レセプトコンピューターに
て処方箋発行を行っている医療機関に対しても
電子処方箋の導入が可能になるよう準備が進め
られています。
　電子処方箋を導入するにはオンライン資格確
認を導入していることが前提となります。勤務医
師のオンライン資格確認取得が必要となります。
　また補助金は、2025（令和7）年3月31日
までに電子処方箋管理サービスの導入を完了し
た上で、2025（令和7）年9月30日までに申
請を行う必要があると記載されています（図3）。

電子処方箋の導入率（月次推移）は2024（令
和6）年7月28日時点で13%と報告されてい
ます（図 4）※9。また、電子処方箋対応の医療機
関を見てみますと、近畿地方（大阪府・京都府・
兵庫県・奈良県・和歌山県・滋賀県・三重県）
では総計623医療機関が電子処方箋に対応し
ています（表1）※9。さらに大学病院では杏林大
学医学部付属杉並病院、国立大学法人三重大学
医学部附属病院、国立大学法人富山大学附属病
院、秋田大学医学部附属病院の4病院が電子処
方箋に対応しています※9。

電子処方箋のしくみで必要となるICカードであ
るHPKI（Healthcare Public Key Infrastructure
：保健医療福祉分野公開鍵基盤）カードについて
解説します。
まずは処方箋の署名について、医師法施行規

則や薬剤師法・薬剤師法施行規則でどのように
定められているかを確認しましょう。
医師法施行規則第21条では、患者に交付す

る処方箋には記名押印または署名が必要となる
旨が記載されています。また、薬剤師法第26
条および薬剤師法施行規則第15条では、医師
の処方箋にもとづき調剤した際には、その処方
箋に調剤済みの旨を記載し、記名押印または署
名が必要との記載があります。
電子処方箋の場合、医師が電子処方箋管理サー
ビスに処方箋を登録することが、従来の紙処方
箋の交付にあたると考えられます。また薬剤師
は、医師・歯科医師によって電子処方箋管理
サービスに登録された電子処方箋にもとづき調
剤を行ったあと、処方箋を調剤済みとして登録
します。ここで医師・歯科医師および薬剤師は
「記名押印または署名」を行う必要があります。
電子処方箋の場合、ICカード（HPKIカード含
む）を使って資格認証と電子署名を行うことで、
この要件に対応する必要があるのです。
すなわち、電子処方箋にはこのICカード

（HPKIカード含む）による医師、歯科医師、薬
剤師の署名が必要です。
HPKIは電子署名や電子認証を行う基盤であ

り、医療現場における公的資格の確認機能を
持っています。基盤の設置要件は厚生労働省に
より策定されており、要件を満たした認証局が
HPKI資格認証に使用するカードであるHPKI
カードを発行することができます（図5）※4。
　現時点では、HPKIカードを発行する認証局

2. 電子処方箋の今後のスケジュール

第43回 「電子処方箋発行資格（HPKI）の取得…結局どれがお得？」

は全3センターで、HPKIカードには日本医師会
（図6）※10、日本薬剤師会（図7）※11、医療情報
システム開発センター（Medical Information 
System Development Center：MEDIS）
（図8）※12発行の3種類があります。なお歯科
医師はMEDISに発行申請を行います※13。

日本医師会が発行する資格証には既にHPKI
電子証明機能が搭載されています※10、28。
また現在は電子処方箋で利用するICカードに

は物理的HPKIカード以外に物理的HPKI情報
と紐付けされたマイナンバーカード、スマートフォ
ン上のソフトウェア的HPKIカードがあります。

　河野太郎デジタル相は2023（令和5）年12
月26日の閣議後の記者会見で、医師がマイナ
ンバーカードを活用して電子処方箋に電子署名
ができるようにする手続きを12月27日から開
始すると発表しました。これまで必要だった専
用カード「HPKIカード」の代わりにマイナンバー
カードで電子処方箋に電子署名ができるように
なりました。

マイナンバーカードを使って電子処方箋に電子
署名をするには、マイナポータルでの手続きが必
要で、医師については2023（令和5）年12月
27日から可能となりました※14、15。

結果を先に記載しますと、医師会会員も非会
員もHPKI取得料金がズバリ安いのは医師会経
由です。
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　電子署名の方法は、

のいずれかを選択できます。
全てHPKIの取得は必要です。
AとBとはHPKIの発行申請が必要です。
さらにAとB-1とは物理的HPKIカード発行が
必要です。B-2は物理的カードが不要なソフト
ウェア的HPKIカードが発行されます。
Cはマイナポータルから利用申請が必要で、

物理的HPKIカード発行はされず、マイナンバー
カードが物理的HPKIカードの役目をはたします
（表3）※17。

電子署名方式について記載いたします。電子
処方箋の仕組みにおいては、医師・歯科医師が
電子処方箋を発行する際、および、薬剤師が電
子処方箋を調剤済とする際に、電子署名を付す
こととなります。
その際の署名方式としては、大きく分けて以下

の2種類があります。
①ローカル署名：HPKIカードに格納される電子
証明書を用いて署名する方法
②リモート署名：クラウドのシステム上で管理さ
れている電子証明書（HPKIセカンド電子証明書）
※①ローカル署名では、常にHPKIカードが手
元にあることが必要となる一方、②リモート署
名では、原則として、1日1回、（ⅰ）HPKI
カード、（ⅱ）マイナンバーカード、（ⅲ）スマー
トフォンのいずれかで本人認証を行うことで電
子署名が可能です（図10）※18。

日本医師会、日本薬剤師会、医療情報システ
ム開発センター（MEDIS）は、厚生労働省が施策
として普及を進めているHPKI認証局を運営し
ています。
各HPKI認証局は、電子的な身分証明書であ

る「HPKI電子証明書」を発行し、そのHPKI電
子証明書を格納したICカード（以下、HPKIカー
ド）を、それぞれ『医師資格証』、『薬剤師資格証』、
『HPKI資格証』という名称で提供しています。
これらのHPKIカードを用いることで、医師や

薬剤師等の医療分野国家資格を電子的に証明で
きる「HPKI電子署名」を行うことができます。し
かし、カードという物理媒体を用いることから、
HPKI電子署名を実施しようとする全ての端末
（電子カルテ等）にカードリーダーが必要なことや
破損・紛失時に業務が滞ることなどが指摘され
ていました。
これらの指摘に対して、HPKI認証局の運営

団体として検討を重ねた結果、HPKI電子証明
書をHPKIカードだけでなく、セキュアなクラ
ウド上にも格納することで、HPKIカードを用
いなくてもHPKI電子署名を行うことができる
「HPKI電子証明書管理サービス」を3団体共同
で開発し、2022（令和4）年12月から運用を

開始することとしました※19。
セカンド電子証明書は、HPKIカード発行対象

者に対して追加で発行される2番目の電子証明
書です。これを、「HPKI電子証明書管理サービ
ス」のクラウドサーバ上に格納し、事前に利用者
が登録を行った生体認証機能付きスマートフォン
等（モバイルデバイス）やマイナンバーカードで認
証を行うことにより、手元に医師・歯科医師・
薬剤師資格証がなくてもHPKI電子署名を行う
ことが可能となります（図11）※20。
このクラウド（cloud）とは英語で「雲」を表す

単語のことですが、IT業界においてはインター

ネット経由で利用するアプリケーション（または
サービス）」を指す言葉です。「クラウドサービス」
や「クラウドコンピューティング」と呼ばれることも
あります。クラウドの大きな特徴として、インター
ネット環境があれば「いつでもどこでも利用でき
る」ということ、その利便性から個人や企業を問
わず幅広く使用されています。世界的な動画共
有サービスとして馴染み深い「YouTube」や、文
書や写真などのデータをオンライン上で管理でき
る「Microsoft OneDrive」など、著名なクラウ
ドサービスも少なくありません※21。

　2024（令和6）年6月時点では、世界的な半
導体不足により、HPKIカードの在庫が不足して
いる関係で、物理的HPKIカードを用いたロー
カル署名方式（図10①）、と物理的HPKIカード
を用いたリモート署名方式（図10②（ⅰ））では、
HPKIカードの方式をすぐに利用できない場合
があります。このため、HPKIカードを物理的に
保有せずとも、マイナンバーカードやスマートフォ
ンを用いて、すぐに電子署名を行うことができ
るリモート署名方式が推奨されています。
日本医師会認証局において、2024（令和6）年

8月18日時点では、カードレス先行発行（最初に
マイナンバーカード、スマートフォンが使える状態
となり、HPKI物理カードが後追いで発行される
形式）となっていますので注意が必要です※ 22。

ここでは日本医師会認証局への申請を例とし
て説明します。
詳細はホームページ 1.医師資格証の申

請にあたって│医師資格証（HPKIカード）新
規お申込み│日本医師会電子認証センター
（https://www.jmaca.med.or.jp/application/）

を参照してください。
　概略を記載します。

そして、揃った申請書類を送付します。
日医会員は発行費用無料ですが、日医非会員

は発行費用を支払います。
医師資格証（HPKI）が発行されます。日医非

会員は入金確認後に発行開始となります。
医師資格証発行完了通知（ハガキ）が連絡先住

所に到着します。

12-A：医師資格証（HPKI）を
 既に所持している場合

申請手順を示します。
HPKIセカンド電子証明書申請サービス｜日本医
師会電子認証センター（https://webapply.jmaca.
med.or.jp/Jma2ndApply/G100_Accept/Accept
.aspx）にアクセスします。
「既に医師資格証をお持ちですか？」と尋ねて
きているので「はい」をクリックします。
HPKIセカンド電子証明書発行申請のログイン

認証に画面が変わります。
　医師資格証（HPKI）券面に印字されている「医
籍登録番号」と「カードID」を入力し、「認証」ボ
タンを押します（図12）※23。
ここから先は、個人情報保護のため、正確な

URLが記載できませんでしたので、URLはログ
イン認証に続く画面であるので、ログイン認証と
同じとして記載いたします。また掲載画面は著
者の申請時の記録で記載いたします。
認証が成功しますと「利用規約等の確認と同

意」の画面になります。
同意するなら「上記、『CPS』及び『利用規約』に
同意します。」をクリックします（図13）※23。
次に申請者情報入力の画面になりますので、

必要事項を入力します（図14、図15）※23。
主な入力箇所は上記です。
これで後は、本人限定受取郵便（特例型）で

QRコードが印刷された「HPKIセカンド電子証
明書初期登録QR（通知カード）」が郵送されま
す。「到着通知書」が先に届き、必要な物を用意
します。配達で受け取る場合は①氏名、住所お
よび生年月日の記載がある本人確認書類（運転
免許証、マイナンバーカード等）、②印鑑（サイン
でもOK）が必要で、郵便局で受け取る場合はさ
らに到着通知書が必要です※24。郵便局担当者
は、本人確認書類を複写するか、証明資料の種
類と記号番号を控えます（図16）※25。
このようにしてHPKIセカンド電子証明書初期

登録QR（通知カード）（図17）※26が届きます。

12-B：HPKIをまだ持っていない場合
新規に医師資格証（HPKI）を申請すれば、同時
にセカンド電子証明書も発行されますので、医
師資格証の新規発行申請をします※23。特に半
導体不足のためセカンド電子証明書が先行して
届く場合もあります。

HPKIセカンド電子証明書と「デジタル医師資格
証」アプリ（図18）を使用したスマートフォンへ紐
づけについて説明します※27。
【用意するもの】
①生体認証（指紋認証、顔認証）が登録済みのス
マートフォンまたはタブレット　※iPadは除く

　・iPhone…iOSバージョン14以上
　・Android端末…OSバージョン7以上
②HPKIセカンド電子証明書「初期登録用QR
コード」医師資格証と一緒に発行・交付され
たQRコードの印刷されている紙のカードです
（図17）。

❶「デジタル医師資格証」のアプリをインストール
してください。アプリのiOS版のQRコードを
図19にAndroid用を図20に示します。ま
たアプリのアイコンを図21に示します※27。

❷「デジタル医師資格証」のアプリをタップして開
きます。最初に利用規約（図22）が表示され
ますので、お読みの上【同意する】をタップして
ください※27。

❸【初回登録の方はこちら】をタップしてください
（図23）※27。
※すでにセカンド電子証明書を登録している場
合は、【ログイン】をタップして生体認証にてロ
グインしてください。

❹カメラが起動しますので、初期登録用QRコー
ドを読み取ってください（図24）※27。
※QRコードの読み取りがうまくいかない、ま
たは読み取りを行っても画面に何も表示されな
い場合は、お手数ですが以下のマニュアルに記
載の登録手順で初期登録をお試しください。
https://www.jmaca.med.or.jp/service/
data/HPKI2nd_Browser.pdf

❺スマートフォンに、パスワード入力画面が表示
されるので、パスワードを入力し、【OK】をタッ
プします（図25）※27。初期登録用のパスワー
ドは、生年月日（西暦）8桁です。
※パスワードは入力を5回間違えると登録が
できなくなります。

❻正しいパスワードが入力されると、ログイン画
面が表示されます。
Username欄に、紙カード「初期登録用QR
コード」に記載された「本人ID」が自動で入力
されますので、正しいことを確認して【ログイ
ン】ボタンをタップします（図26）※27。

❼本人IDが正しく認証されたら、登録開始画面
（図27）が表示されるので、【登録】ボタンを
タップします※27。

❽スマートフォンによる生体認証の画面が表示さ
れ生体認証が実施されます。
※画面や生体認証の方法はスマートフォンに
よって異なります。右の画面はiPhoneによ
る指紋認証の場合の例です（図28）※27。

❾生体認証登録が完了したら、「ラベル登録画
面」（図29）が表示されます※27。作成した鍵
情報をスマートフォン側で識別するためのラベ
ル情報を設定する画面ですが、値はシステム
で自動設定されるため、特に何も入力せず、
【OK】をタップします※27。

スマートフォン側の処理が完了し、完了画面が
表示されます。

　詳細は「HPKIセカンド電子証明書」のご案内
（https://www.jmaca.med.or.jp/service
/data/HPKI2nd.pdf）を参照してください。

大阪医科大学医師会会報 第55号（2021（令
和3）年3月）においても、HPKIに関して、ホー
ムページの広場36：「医師免許証と健康保険証
のICカード化」※28で述べましたが、その当時は
今日ほども具体的なものではありませんでした。
この約3年でHPKIは電子処方箋の運用に関し
て重要な位置づけを持つようになっています。

このHPKI取得ですが、料金体系が複雑です。
電子認証局は日本医師会電子認証センターと医
療情報システム開発センター HPKI認証局の2
か所あり、フローチャート（図9）にしました。
また参考まで大阪医科薬科大学医師会の医師

会費一覧（表2）※16を転載いたしましたので、ご
確認ください。
　HPKI取得希望の方は、このフローチャートで
料金を確認してみてください。

「医療情報システムの安全管理に関するガイド
ライン」に則った形で医師・歯科医師が電子的
に署名を行う必要がありますが、現時点では、
HPKIの仕組みを用いた署名方式がそれに準拠
します。

図3：利用開始に向けたスケジュール※2

図2： 電子処方箋モデル事業 及び 電子処方箋の運用
開始について※4

全国4地域のモデル事業
引用4を改変

5

年 令和4年度 令和5年度 令和7年度

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 9 10 11

電子処方箋は（※１） 、令和５年1月より運用を開始し、同年12月に追加機能（リフィル処方
箋、口頭同意による重複投薬等チェック結果の閲覧、マイナンバーカードを活用した電子署名
等）も運用を開始しました。
HPKIの仕組みを活用した電子署名の準備作業の内容については、「電子処方箋導入に向け
た準備作業の手引き」にてご案内しております。

電子処方箋による運用

★電子処方箋による運用開始

システムベンダによる準備作業
（パッケージソフトの改修等）

3．利用開始に向けたスケジュール

▼電子処方箋利用申請受付

医療機関・薬局における手続き
(ベンダとの調整・契約、

電子処方箋の利用申請等)

※1 電子処方箋は、オンライン資格確認の仕組みを活用します。オンライン資格確認の利用開始に必要な作業については、『オンライン資格確認の導入に向けた準備作業の手引き』をご覧ください。
※2 補助金は、令和7年3月31日までに電子処方箋管理サービスの導入を完了した上で、令和7年9月30日までに申請を行ってください。

★追加機能の
運用開始

追加機能に係るシステムベンダ
による準備作業

（パッケージソフトの改修等）
追加機能の運用

▼電子処方箋
補助金申請期
限※2

結論としましては、医師会員も非会員もHPKI
取得料金がズバリ安いのは医師会経由です。
（図30）
　今回はHPKIについて記載いたしました。



電子処方箋とは、電子的に処方箋の運用を行
う仕組みであるほか、電子処方箋によって複数
の医療機関や薬局で直近に処方・調剤された情
報の参照、それらを活用した重複投薬等チェック
などを行えるようになります（図1）※1、2。
電子処方箋により、これまで紙でやりとりして

いた処方箋をオンラインで連携する仕組みが構築
されます。電子処方箋を使用するには、システム
上でオンライン資格確認がなされています。使用
するにはオンライン資格が必要です。
電子化によって医療機関と薬局患者との間で

の情報共有やコミュニケーションが促進されるこ
とにより、より良い医療の提供が行えるようにな
り、患者さんに関するこれまでの処方情報や錠

剤情報がデータとして蓄積され、来院時にマイナ
ンバーカードで患者本人の同意を得るとそれらの
情報を参照できるようになります。また、この情
報を活用し重複投薬等チェックの結果確認が行
えるようになります。より正確な情報を基に診察
を行えるようになります。
電子処方箋は医療機関と薬局の円滑な連携に

もつながります。医療機関から薬局へ電子化さ
れた処方箋の内容がスムーズに連携されると共
に、システム化によって医療機関と薬局の間で
処方医と調剤結果についても管理サービス経由
で共有する事ができ、医師と薬剤師のスムーズ
な連携が期待できます※3。
正式運用に先立って2022（令和4）年10月

31日から全国4地域の38施設（医療機関7施

設／薬局31施設）で電子処方箋モデル事業およ
び電子処方箋の運用が開始されました（図2）※4。
電子処方箋の正式運用開始日は2023（令和
5）年1月26日（木）でした※5。

開始以来、電子処方箋管理サービスは社会
保険診療報酬支払基金が行っていましたが※6、
2023（令和5）年1月からは国民健康保険中央
会が加わりました※7、8。

現在、システムの導入に当たっては補助金の
適用も予定されています。まだ電子カルテシステ
ムを利用しておらず、レセプトコンピューターに
て処方箋発行を行っている医療機関に対しても
電子処方箋の導入が可能になるよう準備が進め
られています。
電子処方箋を導入するにはオンライン資格確

認を導入していることが前提となります。勤務医
師のオンライン資格確認取得が必要となります。
また補助金は、2025（令和7）年3月31日

までに電子処方箋管理サービスの導入を完了し
た上で、2025（令和7）年9月30日までに申
請を行う必要があると記載されています（図3）。

ホームページの広場

　電子処方箋の導入率（月次推移）は2024（令
和6）年7月28日時点で13%と報告されてい
ます（図 4）※9。また、電子処方箋対応の医療機
関を見てみますと、近畿地方（大阪府・京都府・
兵庫県・奈良県・和歌山県・滋賀県・三重県）
では総計623医療機関が電子処方箋に対応し
ています（表1）※9。さらに大学病院では杏林大
学医学部付属杉並病院、国立大学法人三重大学
医学部附属病院、国立大学法人富山大学附属病
院、秋田大学医学部附属病院の4病院が電子処
方箋に対応しています※9。

　電子処方箋のしくみで必要となるICカードであ
るHPKI（Healthcare Public Key Infrastructure
：保健医療福祉分野公開鍵基盤）カードについて
解説します。
　まずは処方箋の署名について、医師法施行規
則や薬剤師法・薬剤師法施行規則でどのように
定められているかを確認しましょう。
　医師法施行規則第21条では、患者に交付す
る処方箋には記名押印または署名が必要となる
旨が記載されています。また、薬剤師法第26
条および薬剤師法施行規則第15条では、医師
の処方箋にもとづき調剤した際には、その処方
箋に調剤済みの旨を記載し、記名押印または署
名が必要との記載があります。
電子処方箋の場合、医師が電子処方箋管理サー
ビスに処方箋を登録することが、従来の紙処方
箋の交付にあたると考えられます。また薬剤師
は、医師・歯科医師によって電子処方箋管理
サービスに登録された電子処方箋にもとづき調
剤を行ったあと、処方箋を調剤済みとして登録
します。ここで医師・歯科医師および薬剤師は
「記名押印または署名」を行う必要があります。
電子処方箋の場合、ICカード（HPKIカード含
む）を使って資格認証と電子署名を行うことで、
この要件に対応する必要があるのです。
　すなわち、電子処方箋にはこのICカード
（HPKIカード含む）による医師、歯科医師、薬
剤師の署名が必要です。
　HPKIは電子署名や電子認証を行う基盤であ
り、医療現場における公的資格の確認機能を
持っています。基盤の設置要件は厚生労働省に
より策定されており、要件を満たした認証局が
HPKI資格認証に使用するカードであるHPKI
カードを発行することができます（図5）※4。
　現時点では、HPKIカードを発行する認証局

3. 電子処方箋の対応状態 4. 電子処方箋に必要なHPKI
（Healthcare Public Key Infrastructure：
保健医療福祉分野（の）公開鍵基盤）
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は全3センターで、HPKIカードには日本医師会
（図6）※10、日本薬剤師会（図7）※11、医療情報
システム開発センター（Medical Information 
System Development Center：MEDIS）
（図8）※12発行の3種類があります。なお歯科
医師はMEDISに発行申請を行います※13。

日本医師会が発行する資格証には既にHPKI
電子証明機能が搭載されています※10、28。
また現在は電子処方箋で利用するICカードに

は物理的HPKIカード以外に物理的HPKI情報
と紐付けされたマイナンバーカード、スマートフォ
ン上のソフトウェア的HPKIカードがあります。

　河野太郎デジタル相は2023（令和5）年12
月26日の閣議後の記者会見で、医師がマイナ
ンバーカードを活用して電子処方箋に電子署名
ができるようにする手続きを12月27日から開
始すると発表しました。これまで必要だった専
用カード「HPKIカード」の代わりにマイナンバー
カードで電子処方箋に電子署名ができるように
なりました。

マイナンバーカードを使って電子処方箋に電子
署名をするには、マイナポータルでの手続きが必
要で、医師については2023（令和5）年12月
27日から可能となりました※14、15。

結果を先に記載しますと、医師会会員も非会
員もHPKI取得料金がズバリ安いのは医師会経
由です。

　電子署名の方法は、

のいずれかを選択できます。
全てHPKIの取得は必要です。
AとBとはHPKIの発行申請が必要です。
さらにAとB-1とは物理的HPKIカード発行が
必要です。B-2は物理的カードが不要なソフト
ウェア的HPKIカードが発行されます。
Cはマイナポータルから利用申請が必要で、

物理的HPKIカード発行はされず、マイナンバー
カードが物理的HPKIカードの役目をはたします
（表3）※17。

電子署名方式について記載いたします。電子
処方箋の仕組みにおいては、医師・歯科医師が
電子処方箋を発行する際、および、薬剤師が電
子処方箋を調剤済とする際に、電子署名を付す
こととなります。
その際の署名方式としては、大きく分けて以下

の2種類があります。
①ローカル署名：HPKIカードに格納される電子
証明書を用いて署名する方法
②リモート署名：クラウドのシステム上で管理さ
れている電子証明書（HPKIセカンド電子証明書）
※①ローカル署名では、常にHPKIカードが手
元にあることが必要となる一方、②リモート署
名では、原則として、1日1回、（ⅰ）HPKI
カード、（ⅱ）マイナンバーカード、（ⅲ）スマー
トフォンのいずれかで本人認証を行うことで電
子署名が可能です（図10）※18。

日本医師会、日本薬剤師会、医療情報システ
ム開発センター（MEDIS）は、厚生労働省が施策
として普及を進めているHPKI認証局を運営し
ています。
各HPKI認証局は、電子的な身分証明書であ

る「HPKI電子証明書」を発行し、そのHPKI電
子証明書を格納したICカード（以下、HPKIカー
ド）を、それぞれ『医師資格証』、『薬剤師資格証』、
『HPKI資格証』という名称で提供しています。
これらのHPKIカードを用いることで、医師や

薬剤師等の医療分野国家資格を電子的に証明で
きる「HPKI電子署名」を行うことができます。し
かし、カードという物理媒体を用いることから、
HPKI電子署名を実施しようとする全ての端末
（電子カルテ等）にカードリーダーが必要なことや
破損・紛失時に業務が滞ることなどが指摘され
ていました。
これらの指摘に対して、HPKI認証局の運営

団体として検討を重ねた結果、HPKI電子証明
書をHPKIカードだけでなく、セキュアなクラ
ウド上にも格納することで、HPKIカードを用
いなくてもHPKI電子署名を行うことができる
「HPKI電子証明書管理サービス」を3団体共同
で開発し、2022（令和4）年12月から運用を

開始することとしました※19。
セカンド電子証明書は、HPKIカード発行対象

者に対して追加で発行される2番目の電子証明
書です。これを、「HPKI電子証明書管理サービ
ス」のクラウドサーバ上に格納し、事前に利用者
が登録を行った生体認証機能付きスマートフォン
等（モバイルデバイス）やマイナンバーカードで認
証を行うことにより、手元に医師・歯科医師・
薬剤師資格証がなくてもHPKI電子署名を行う
ことが可能となります（図11）※20。
このクラウド（cloud）とは英語で「雲」を表す

単語のことですが、IT業界においてはインター

ネット経由で利用するアプリケーション（または
サービス）」を指す言葉です。「クラウドサービス」
や「クラウドコンピューティング」と呼ばれることも
あります。クラウドの大きな特徴として、インター
ネット環境があれば「いつでもどこでも利用でき
る」ということ、その利便性から個人や企業を問
わず幅広く使用されています。世界的な動画共
有サービスとして馴染み深い「YouTube」や、文
書や写真などのデータをオンライン上で管理でき
る「Microsoft OneDrive」など、著名なクラウ
ドサービスも少なくありません※21。

　2024（令和6）年6月時点では、世界的な半
導体不足により、HPKIカードの在庫が不足して
いる関係で、物理的HPKIカードを用いたロー
カル署名方式（図10①）、と物理的HPKIカード
を用いたリモート署名方式（図10②（ⅰ））では、
HPKIカードの方式をすぐに利用できない場合
があります。このため、HPKIカードを物理的に
保有せずとも、マイナンバーカードやスマートフォ
ンを用いて、すぐに電子署名を行うことができ
るリモート署名方式が推奨されています。
日本医師会認証局において、2024（令和6）年

8月18日時点では、カードレス先行発行（最初に
マイナンバーカード、スマートフォンが使える状態
となり、HPKI物理カードが後追いで発行される
形式）となっていますので注意が必要です※ 22。

ここでは日本医師会認証局への申請を例とし
て説明します。
詳細はホームページ 1.医師資格証の申

請にあたって│医師資格証（HPKIカード）新
規お申込み│日本医師会電子認証センター
（https://www.jmaca.med.or.jp/application/）

を参照してください。
　概略を記載します。

そして、揃った申請書類を送付します。
日医会員は発行費用無料ですが、日医非会員

は発行費用を支払います。
医師資格証（HPKI）が発行されます。日医非

会員は入金確認後に発行開始となります。
医師資格証発行完了通知（ハガキ）が連絡先住

所に到着します。

12-A：医師資格証（HPKI）を
 既に所持している場合

申請手順を示します。
HPKIセカンド電子証明書申請サービス｜日本医
師会電子認証センター（https://webapply.jmaca.
med.or.jp/Jma2ndApply/G100_Accept/Accept
.aspx）にアクセスします。
「既に医師資格証をお持ちですか？」と尋ねて
きているので「はい」をクリックします。
HPKIセカンド電子証明書発行申請のログイン

認証に画面が変わります。
　医師資格証（HPKI）券面に印字されている「医
籍登録番号」と「カードID」を入力し、「認証」ボ
タンを押します（図12）※23。
ここから先は、個人情報保護のため、正確な

URLが記載できませんでしたので、URLはログ
イン認証に続く画面であるので、ログイン認証と
同じとして記載いたします。また掲載画面は著
者の申請時の記録で記載いたします。
認証が成功しますと「利用規約等の確認と同

意」の画面になります。
同意するなら「上記、『CPS』及び『利用規約』に
同意します。」をクリックします（図13）※23。
次に申請者情報入力の画面になりますので、

必要事項を入力します（図14、図15）※23。
主な入力箇所は上記です。
これで後は、本人限定受取郵便（特例型）で

QRコードが印刷された「HPKIセカンド電子証
明書初期登録QR（通知カード）」が郵送されま
す。「到着通知書」が先に届き、必要な物を用意
します。配達で受け取る場合は①氏名、住所お
よび生年月日の記載がある本人確認書類（運転
免許証、マイナンバーカード等）、②印鑑（サイン
でもOK）が必要で、郵便局で受け取る場合はさ
らに到着通知書が必要です※24。郵便局担当者
は、本人確認書類を複写するか、証明資料の種
類と記号番号を控えます（図16）※25。
このようにしてHPKIセカンド電子証明書初期

登録QR（通知カード）（図17）※26が届きます。

12-B：HPKIをまだ持っていない場合
新規に医師資格証（HPKI）を申請すれば、同時
にセカンド電子証明書も発行されますので、医
師資格証の新規発行申請をします※23。特に半
導体不足のためセカンド電子証明書が先行して
届く場合もあります。

HPKIセカンド電子証明書と「デジタル医師資格
証」アプリ（図18）を使用したスマートフォンへ紐
づけについて説明します※27。
【用意するもの】
①生体認証（指紋認証、顔認証）が登録済みのス
マートフォンまたはタブレット　※iPadは除く

　・iPhone…iOSバージョン14以上
　・Android端末…OSバージョン7以上
②HPKIセカンド電子証明書「初期登録用QR
コード」医師資格証と一緒に発行・交付され
たQRコードの印刷されている紙のカードです
（図17）。

❶「デジタル医師資格証」のアプリをインストール
してください。アプリのiOS版のQRコードを
図19にAndroid用を図20に示します。ま
たアプリのアイコンを図21に示します※27。

❷「デジタル医師資格証」のアプリをタップして開
きます。最初に利用規約（図22）が表示され
ますので、お読みの上【同意する】をタップして
ください※27。

❸【初回登録の方はこちら】をタップしてください
（図23）※27。
※すでにセカンド電子証明書を登録している場
合は、【ログイン】をタップして生体認証にてロ
グインしてください。

❹カメラが起動しますので、初期登録用QRコー
ドを読み取ってください（図24）※27。
※QRコードの読み取りがうまくいかない、ま
たは読み取りを行っても画面に何も表示されな
い場合は、お手数ですが以下のマニュアルに記
載の登録手順で初期登録をお試しください。
https://www.jmaca.med.or.jp/service/
data/HPKI2nd_Browser.pdf

❺スマートフォンに、パスワード入力画面が表示
されるので、パスワードを入力し、【OK】をタッ
プします（図25）※27。初期登録用のパスワー
ドは、生年月日（西暦）8桁です。
※パスワードは入力を5回間違えると登録が
できなくなります。

❻正しいパスワードが入力されると、ログイン画
面が表示されます。
Username欄に、紙カード「初期登録用QR
コード」に記載された「本人ID」が自動で入力
されますので、正しいことを確認して【ログイ
ン】ボタンをタップします（図26）※27。

❼本人IDが正しく認証されたら、登録開始画面
（図27）が表示されるので、【登録】ボタンを
タップします※27。

❽スマートフォンによる生体認証の画面が表示さ
れ生体認証が実施されます。
※画面や生体認証の方法はスマートフォンに
よって異なります。右の画面はiPhoneによ
る指紋認証の場合の例です（図28）※27。

❾生体認証登録が完了したら、「ラベル登録画
面」（図29）が表示されます※27。作成した鍵
情報をスマートフォン側で識別するためのラベ
ル情報を設定する画面ですが、値はシステム
で自動設定されるため、特に何も入力せず、
【OK】をタップします※27。

スマートフォン側の処理が完了し、完了画面が
表示されます。

　詳細は「HPKIセカンド電子証明書」のご案内
（https://www.jmaca.med.or.jp/service
/data/HPKI2nd.pdf）を参照してください。

大阪医科大学医師会会報 第55号（2021（令
和3）年3月）においても、HPKIに関して、ホー
ムページの広場36：「医師免許証と健康保険証
のICカード化」※28で述べましたが、その当時は
今日ほども具体的なものではありませんでした。
この約3年でHPKIは電子処方箋の運用に関し
て重要な位置づけを持つようになっています。

このHPKI取得ですが、料金体系が複雑です。
電子認証局は日本医師会電子認証センターと医
療情報システム開発センター HPKI認証局の2
か所あり、フローチャート（図9）にしました。
また参考まで大阪医科薬科大学医師会の医師

会費一覧（表2）※16を転載いたしましたので、ご
確認ください。
　HPKI取得希望の方は、このフローチャートで
料金を確認してみてください。

「医療情報システムの安全管理に関するガイド
ライン」に則った形で医師・歯科医師が電子的
に署名を行う必要がありますが、現時点では、
HPKIの仕組みを用いた署名方式がそれに準拠
します。

大阪府 9 234 243
京都府 2 63 65
滋賀県 0 34 34
兵庫県 4 172 176
奈良県 0 28 28

 和歌山県 0 21 21
三重県 5 51 56
総 計 20 603 623

府 県 病院 診療所 総 計

第43回 「電子処方箋発行資格（HPKI）の取得…結局どれがお得？」

図4： 電子処方箋の導入率（月次推移）※9
2024年7月28日時点の数値

表1： 近畿地方の電子処方箋対応医療機関※9

2024年7月28日時点の数値

結論としましては、医師会員も非会員もHPKI
取得料金がズバリ安いのは医師会経由です。
（図30）
　今回はHPKIについて記載いたしました。



電子処方箋とは、電子的に処方箋の運用を行
う仕組みであるほか、電子処方箋によって複数
の医療機関や薬局で直近に処方・調剤された情
報の参照、それらを活用した重複投薬等チェック
などを行えるようになります（図1）※1、2。
電子処方箋により、これまで紙でやりとりして

いた処方箋をオンラインで連携する仕組みが構築
されます。電子処方箋を使用するには、システム
上でオンライン資格確認がなされています。使用
するにはオンライン資格が必要です。
電子化によって医療機関と薬局患者との間で

の情報共有やコミュニケーションが促進されるこ
とにより、より良い医療の提供が行えるようにな
り、患者さんに関するこれまでの処方情報や錠

剤情報がデータとして蓄積され、来院時にマイナ
ンバーカードで患者本人の同意を得るとそれらの
情報を参照できるようになります。また、この情
報を活用し重複投薬等チェックの結果確認が行
えるようになります。より正確な情報を基に診察
を行えるようになります。
電子処方箋は医療機関と薬局の円滑な連携に

もつながります。医療機関から薬局へ電子化さ
れた処方箋の内容がスムーズに連携されると共
に、システム化によって医療機関と薬局の間で
処方医と調剤結果についても管理サービス経由
で共有する事ができ、医師と薬剤師のスムーズ
な連携が期待できます※3。
正式運用に先立って2022（令和4）年10月

31日から全国4地域の38施設（医療機関7施

設／薬局31施設）で電子処方箋モデル事業およ
び電子処方箋の運用が開始されました（図2）※4。
電子処方箋の正式運用開始日は2023（令和
5）年1月26日（木）でした※5。

開始以来、電子処方箋管理サービスは社会
保険診療報酬支払基金が行っていましたが※6、
2023（令和5）年1月からは国民健康保険中央
会が加わりました※7、8。

現在、システムの導入に当たっては補助金の
適用も予定されています。まだ電子カルテシステ
ムを利用しておらず、レセプトコンピューターに
て処方箋発行を行っている医療機関に対しても
電子処方箋の導入が可能になるよう準備が進め
られています。
電子処方箋を導入するにはオンライン資格確

認を導入していることが前提となります。勤務医
師のオンライン資格確認取得が必要となります。
また補助金は、2025（令和7）年3月31日

までに電子処方箋管理サービスの導入を完了し
た上で、2025（令和7）年9月30日までに申
請を行う必要があると記載されています（図3）。

電子処方箋の導入率（月次推移）は2024（令
和6）年7月28日時点で13%と報告されてい
ます（図 4）※9。また、電子処方箋対応の医療機
関を見てみますと、近畿地方（大阪府・京都府・
兵庫県・奈良県・和歌山県・滋賀県・三重県）
では総計623医療機関が電子処方箋に対応し
ています（表1）※9。さらに大学病院では杏林大
学医学部付属杉並病院、国立大学法人三重大学
医学部附属病院、国立大学法人富山大学附属病
院、秋田大学医学部附属病院の4病院が電子処
方箋に対応しています※9。

ホームページの広場

電子処方箋のしくみで必要となるICカードであ
るHPKI（Healthcare Public Key Infrastructure
：保健医療福祉分野公開鍵基盤）カードについて
解説します。
まずは処方箋の署名について、医師法施行規

則や薬剤師法・薬剤師法施行規則でどのように
定められているかを確認しましょう。
医師法施行規則第21条では、患者に交付す

る処方箋には記名押印または署名が必要となる
旨が記載されています。また、薬剤師法第26
条および薬剤師法施行規則第15条では、医師
の処方箋にもとづき調剤した際には、その処方
箋に調剤済みの旨を記載し、記名押印または署
名が必要との記載があります。
電子処方箋の場合、医師が電子処方箋管理サー
ビスに処方箋を登録することが、従来の紙処方
箋の交付にあたると考えられます。また薬剤師
は、医師・歯科医師によって電子処方箋管理
サービスに登録された電子処方箋にもとづき調
剤を行ったあと、処方箋を調剤済みとして登録
します。ここで医師・歯科医師および薬剤師は
「記名押印または署名」を行う必要があります。
電子処方箋の場合、ICカード（HPKIカード含
む）を使って資格認証と電子署名を行うことで、
この要件に対応する必要があるのです。
すなわち、電子処方箋にはこのICカード

（HPKIカード含む）による医師、歯科医師、薬
剤師の署名が必要です。
HPKIは電子署名や電子認証を行う基盤であ

り、医療現場における公的資格の確認機能を
持っています。基盤の設置要件は厚生労働省に
より策定されており、要件を満たした認証局が
HPKI資格認証に使用するカードであるHPKI
カードを発行することができます（図5）※4。
　現時点では、HPKIカードを発行する認証局

は全3センターで、HPKIカードには日本医師会
（図6）※10、日本薬剤師会（図7）※11、医療情報
システム開発センター（Medical Information 
System Development Center：MEDIS）
（図8）※12発行の3種類があります。なお歯科
医師はMEDISに発行申請を行います※13。

　日本医師会が発行する資格証には既にHPKI
電子証明機能が搭載されています※10、28。
　また現在は電子処方箋で利用するICカードに
は物理的HPKIカード以外に物理的HPKI情報
と紐付けされたマイナンバーカード、スマートフォ
ン上のソフトウェア的HPKIカードがあります。

　河野太郎デジタル相は2023（令和5）年12
月26日の閣議後の記者会見で、医師がマイナ
ンバーカードを活用して電子処方箋に電子署名
ができるようにする手続きを12月27日から開
始すると発表しました。これまで必要だった専
用カード「HPKIカード」の代わりにマイナンバー
カードで電子処方箋に電子署名ができるように
なりました。

マイナンバーカードを使って電子処方箋に電子
署名をするには、マイナポータルでの手続きが必
要で、医師については2023（令和5）年12月
27日から可能となりました※14、15。

結果を先に記載しますと、医師会会員も非会
員もHPKI取得料金がズバリ安いのは医師会経
由です。
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　電子署名の方法は、

のいずれかを選択できます。
全てHPKIの取得は必要です。
AとBとはHPKIの発行申請が必要です。
さらにAとB-1とは物理的HPKIカード発行が
必要です。B-2は物理的カードが不要なソフト
ウェア的HPKIカードが発行されます。
Cはマイナポータルから利用申請が必要で、

物理的HPKIカード発行はされず、マイナンバー
カードが物理的HPKIカードの役目をはたします
（表3）※17。

電子署名方式について記載いたします。電子
処方箋の仕組みにおいては、医師・歯科医師が
電子処方箋を発行する際、および、薬剤師が電
子処方箋を調剤済とする際に、電子署名を付す
こととなります。
その際の署名方式としては、大きく分けて以下

の2種類があります。
①ローカル署名：HPKIカードに格納される電子
証明書を用いて署名する方法
②リモート署名：クラウドのシステム上で管理さ
れている電子証明書（HPKIセカンド電子証明書）
※①ローカル署名では、常にHPKIカードが手
元にあることが必要となる一方、②リモート署
名では、原則として、1日1回、（ⅰ）HPKI
カード、（ⅱ）マイナンバーカード、（ⅲ）スマー
トフォンのいずれかで本人認証を行うことで電
子署名が可能です（図10）※18。

日本医師会、日本薬剤師会、医療情報システ
ム開発センター（MEDIS）は、厚生労働省が施策
として普及を進めているHPKI認証局を運営し
ています。
各HPKI認証局は、電子的な身分証明書であ

る「HPKI電子証明書」を発行し、そのHPKI電
子証明書を格納したICカード（以下、HPKIカー
ド）を、それぞれ『医師資格証』、『薬剤師資格証』、
『HPKI資格証』という名称で提供しています。
これらのHPKIカードを用いることで、医師や

薬剤師等の医療分野国家資格を電子的に証明で
きる「HPKI電子署名」を行うことができます。し
かし、カードという物理媒体を用いることから、
HPKI電子署名を実施しようとする全ての端末
（電子カルテ等）にカードリーダーが必要なことや
破損・紛失時に業務が滞ることなどが指摘され
ていました。
これらの指摘に対して、HPKI認証局の運営

団体として検討を重ねた結果、HPKI電子証明
書をHPKIカードだけでなく、セキュアなクラ
ウド上にも格納することで、HPKIカードを用
いなくてもHPKI電子署名を行うことができる
「HPKI電子証明書管理サービス」を3団体共同
で開発し、2022（令和4）年12月から運用を

開始することとしました※19。
セカンド電子証明書は、HPKIカード発行対象

者に対して追加で発行される2番目の電子証明
書です。これを、「HPKI電子証明書管理サービ
ス」のクラウドサーバ上に格納し、事前に利用者
が登録を行った生体認証機能付きスマートフォン
等（モバイルデバイス）やマイナンバーカードで認
証を行うことにより、手元に医師・歯科医師・
薬剤師資格証がなくてもHPKI電子署名を行う
ことが可能となります（図11）※20。
このクラウド（cloud）とは英語で「雲」を表す

単語のことですが、IT業界においてはインター

ネット経由で利用するアプリケーション（または
サービス）」を指す言葉です。「クラウドサービス」
や「クラウドコンピューティング」と呼ばれることも
あります。クラウドの大きな特徴として、インター
ネット環境があれば「いつでもどこでも利用でき
る」ということ、その利便性から個人や企業を問
わず幅広く使用されています。世界的な動画共
有サービスとして馴染み深い「YouTube」や、文
書や写真などのデータをオンライン上で管理でき
る「Microsoft OneDrive」など、著名なクラウ
ドサービスも少なくありません※21。

　2024（令和6）年6月時点では、世界的な半
導体不足により、HPKIカードの在庫が不足して
いる関係で、物理的HPKIカードを用いたロー
カル署名方式（図10①）、と物理的HPKIカード
を用いたリモート署名方式（図10②（ⅰ））では、
HPKIカードの方式をすぐに利用できない場合
があります。このため、HPKIカードを物理的に
保有せずとも、マイナンバーカードやスマートフォ
ンを用いて、すぐに電子署名を行うことができ
るリモート署名方式が推奨されています。
日本医師会認証局において、2024（令和6）年

8月18日時点では、カードレス先行発行（最初に
マイナンバーカード、スマートフォンが使える状態
となり、HPKI物理カードが後追いで発行される
形式）となっていますので注意が必要です※ 22。

ここでは日本医師会認証局への申請を例とし
て説明します。
詳細はホームページ 1.医師資格証の申

請にあたって│医師資格証（HPKIカード）新
規お申込み│日本医師会電子認証センター
（https://www.jmaca.med.or.jp/application/）

を参照してください。
　概略を記載します。

そして、揃った申請書類を送付します。
日医会員は発行費用無料ですが、日医非会員

は発行費用を支払います。
医師資格証（HPKI）が発行されます。日医非

会員は入金確認後に発行開始となります。
医師資格証発行完了通知（ハガキ）が連絡先住

所に到着します。

12-A：医師資格証（HPKI）を
 既に所持している場合

申請手順を示します。
HPKIセカンド電子証明書申請サービス｜日本医
師会電子認証センター（https://webapply.jmaca.
med.or.jp/Jma2ndApply/G100_Accept/Accept
.aspx）にアクセスします。
「既に医師資格証をお持ちですか？」と尋ねて
きているので「はい」をクリックします。
HPKIセカンド電子証明書発行申請のログイン

認証に画面が変わります。
　医師資格証（HPKI）券面に印字されている「医
籍登録番号」と「カードID」を入力し、「認証」ボ
タンを押します（図12）※23。
ここから先は、個人情報保護のため、正確な

URLが記載できませんでしたので、URLはログ
イン認証に続く画面であるので、ログイン認証と
同じとして記載いたします。また掲載画面は著
者の申請時の記録で記載いたします。
認証が成功しますと「利用規約等の確認と同

意」の画面になります。
同意するなら「上記、『CPS』及び『利用規約』に
同意します。」をクリックします（図13）※23。
次に申請者情報入力の画面になりますので、

必要事項を入力します（図14、図15）※23。
主な入力箇所は上記です。
これで後は、本人限定受取郵便（特例型）で

QRコードが印刷された「HPKIセカンド電子証
明書初期登録QR（通知カード）」が郵送されま
す。「到着通知書」が先に届き、必要な物を用意
します。配達で受け取る場合は①氏名、住所お
よび生年月日の記載がある本人確認書類（運転
免許証、マイナンバーカード等）、②印鑑（サイン
でもOK）が必要で、郵便局で受け取る場合はさ
らに到着通知書が必要です※24。郵便局担当者
は、本人確認書類を複写するか、証明資料の種
類と記号番号を控えます（図16）※25。
このようにしてHPKIセカンド電子証明書初期

登録QR（通知カード）（図17）※26が届きます。

12-B：HPKIをまだ持っていない場合
新規に医師資格証（HPKI）を申請すれば、同時
にセカンド電子証明書も発行されますので、医
師資格証の新規発行申請をします※23。特に半
導体不足のためセカンド電子証明書が先行して
届く場合もあります。

HPKIセカンド電子証明書と「デジタル医師資格
証」アプリ（図18）を使用したスマートフォンへ紐
づけについて説明します※27。
【用意するもの】
①生体認証（指紋認証、顔認証）が登録済みのス
マートフォンまたはタブレット　※iPadは除く

　・iPhone…iOSバージョン14以上
　・Android端末…OSバージョン7以上
②HPKIセカンド電子証明書「初期登録用QR
コード」医師資格証と一緒に発行・交付され
たQRコードの印刷されている紙のカードです
（図17）。

❶「デジタル医師資格証」のアプリをインストール
してください。アプリのiOS版のQRコードを
図19にAndroid用を図20に示します。ま
たアプリのアイコンを図21に示します※27。

❷「デジタル医師資格証」のアプリをタップして開
きます。最初に利用規約（図22）が表示され
ますので、お読みの上【同意する】をタップして
ください※27。

❸【初回登録の方はこちら】をタップしてください
（図23）※27。
※すでにセカンド電子証明書を登録している場
合は、【ログイン】をタップして生体認証にてロ
グインしてください。

❹カメラが起動しますので、初期登録用QRコー
ドを読み取ってください（図24）※27。
※QRコードの読み取りがうまくいかない、ま
たは読み取りを行っても画面に何も表示されな
い場合は、お手数ですが以下のマニュアルに記
載の登録手順で初期登録をお試しください。
https://www.jmaca.med.or.jp/service/
data/HPKI2nd_Browser.pdf

❺スマートフォンに、パスワード入力画面が表示
されるので、パスワードを入力し、【OK】をタッ
プします（図25）※27。初期登録用のパスワー
ドは、生年月日（西暦）8桁です。
※パスワードは入力を5回間違えると登録が
できなくなります。

❻正しいパスワードが入力されると、ログイン画
面が表示されます。
Username欄に、紙カード「初期登録用QR
コード」に記載された「本人ID」が自動で入力
されますので、正しいことを確認して【ログイ
ン】ボタンをタップします（図26）※27。

❼本人IDが正しく認証されたら、登録開始画面
（図27）が表示されるので、【登録】ボタンを
タップします※27。

❽スマートフォンによる生体認証の画面が表示さ
れ生体認証が実施されます。
※画面や生体認証の方法はスマートフォンに
よって異なります。右の画面はiPhoneによ
る指紋認証の場合の例です（図28）※27。

❾生体認証登録が完了したら、「ラベル登録画
面」（図29）が表示されます※27。作成した鍵
情報をスマートフォン側で識別するためのラベ
ル情報を設定する画面ですが、値はシステム
で自動設定されるため、特に何も入力せず、
【OK】をタップします※27。

スマートフォン側の処理が完了し、完了画面が
表示されます。

　詳細は「HPKIセカンド電子証明書」のご案内
（https://www.jmaca.med.or.jp/service
/data/HPKI2nd.pdf）を参照してください。

大阪医科大学医師会会報 第55号（2021（令
和3）年3月）においても、HPKIに関して、ホー
ムページの広場36：「医師免許証と健康保険証
のICカード化」※28で述べましたが、その当時は
今日ほども具体的なものではありませんでした。
この約3年でHPKIは電子処方箋の運用に関し
て重要な位置づけを持つようになっています。

このHPKI取得ですが、料金体系が複雑です。
電子認証局は日本医師会電子認証センターと医
療情報システム開発センター HPKI認証局の2
か所あり、フローチャート（図9）にしました。
また参考まで大阪医科薬科大学医師会の医師

会費一覧（表2）※16を転載いたしましたので、ご
確認ください。
　HPKI取得希望の方は、このフローチャートで
料金を確認してみてください。

「医療情報システムの安全管理に関するガイド
ライン」に則った形で医師・歯科医師が電子的
に署名を行う必要がありますが、現時点では、
HPKIの仕組みを用いた署名方式がそれに準拠
します。

第43回 「電子処方箋発行資格（HPKI）の取得…結局どれがお得？」

図6： 日本医師会発行 医師資格証 HPKI※10
①医師資格証（名称）
②氏名/生年月日
③日医会員ID/医籍登録番号
日医非会員の方は「非会員」と印字されます。

④医師資格証の有効期限
※医師資格証の有効期間は5年間です

⑤HPKIロゴ
2017年1月発行分より印刷されます。

 ⑥医師資格証所持者の写真
発行申請書に貼付した写真が印刷されます。

⑦カードID
　医師資格証ごとに、一意のIDが付与されます。
⑧医師資格証の発行日
申請日とは異なります。

図7： 日本薬剤師会発行 HPKI※11

図8： 医療情報システム開発センター
（Medical Information System Development
Center：MEDIS）発行 HPKI※12

図5：HPKIの仕組み※4

結論としましては、医師会員も非会員もHPKI
取得料金がズバリ安いのは医師会経由です。
（図30）
　今回はHPKIについて記載いたしました。



電子処方箋とは、電子的に処方箋の運用を行
う仕組みであるほか、電子処方箋によって複数
の医療機関や薬局で直近に処方・調剤された情
報の参照、それらを活用した重複投薬等チェック
などを行えるようになります（図1）※1、2。
電子処方箋により、これまで紙でやりとりして

いた処方箋をオンラインで連携する仕組みが構築
されます。電子処方箋を使用するには、システム
上でオンライン資格確認がなされています。使用
するにはオンライン資格が必要です。
電子化によって医療機関と薬局患者との間で

の情報共有やコミュニケーションが促進されるこ
とにより、より良い医療の提供が行えるようにな
り、患者さんに関するこれまでの処方情報や錠

剤情報がデータとして蓄積され、来院時にマイナ
ンバーカードで患者本人の同意を得るとそれらの
情報を参照できるようになります。また、この情
報を活用し重複投薬等チェックの結果確認が行
えるようになります。より正確な情報を基に診察
を行えるようになります。
電子処方箋は医療機関と薬局の円滑な連携に

もつながります。医療機関から薬局へ電子化さ
れた処方箋の内容がスムーズに連携されると共
に、システム化によって医療機関と薬局の間で
処方医と調剤結果についても管理サービス経由
で共有する事ができ、医師と薬剤師のスムーズ
な連携が期待できます※3。
正式運用に先立って2022（令和4）年10月

31日から全国4地域の38施設（医療機関7施

設／薬局31施設）で電子処方箋モデル事業およ
び電子処方箋の運用が開始されました（図2）※4。
電子処方箋の正式運用開始日は2023（令和
5）年1月26日（木）でした※5。

開始以来、電子処方箋管理サービスは社会
保険診療報酬支払基金が行っていましたが※6、
2023（令和5）年1月からは国民健康保険中央
会が加わりました※7、8。

現在、システムの導入に当たっては補助金の
適用も予定されています。まだ電子カルテシステ
ムを利用しておらず、レセプトコンピューターに
て処方箋発行を行っている医療機関に対しても
電子処方箋の導入が可能になるよう準備が進め
られています。
電子処方箋を導入するにはオンライン資格確

認を導入していることが前提となります。勤務医
師のオンライン資格確認取得が必要となります。
また補助金は、2025（令和7）年3月31日

までに電子処方箋管理サービスの導入を完了し
た上で、2025（令和7）年9月30日までに申
請を行う必要があると記載されています（図3）。

電子処方箋の導入率（月次推移）は2024（令
和6）年7月28日時点で13%と報告されてい
ます（図 4）※9。また、電子処方箋対応の医療機
関を見てみますと、近畿地方（大阪府・京都府・
兵庫県・奈良県・和歌山県・滋賀県・三重県）
では総計623医療機関が電子処方箋に対応し
ています（表1）※9。さらに大学病院では杏林大
学医学部付属杉並病院、国立大学法人三重大学
医学部附属病院、国立大学法人富山大学附属病
院、秋田大学医学部附属病院の4病院が電子処
方箋に対応しています※9。

電子処方箋のしくみで必要となるICカードであ
るHPKI（Healthcare Public Key Infrastructure
：保健医療福祉分野公開鍵基盤）カードについて
解説します。
まずは処方箋の署名について、医師法施行規

則や薬剤師法・薬剤師法施行規則でどのように
定められているかを確認しましょう。
医師法施行規則第21条では、患者に交付す

る処方箋には記名押印または署名が必要となる
旨が記載されています。また、薬剤師法第26
条および薬剤師法施行規則第15条では、医師
の処方箋にもとづき調剤した際には、その処方
箋に調剤済みの旨を記載し、記名押印または署
名が必要との記載があります。
電子処方箋の場合、医師が電子処方箋管理サー
ビスに処方箋を登録することが、従来の紙処方
箋の交付にあたると考えられます。また薬剤師
は、医師・歯科医師によって電子処方箋管理
サービスに登録された電子処方箋にもとづき調
剤を行ったあと、処方箋を調剤済みとして登録
します。ここで医師・歯科医師および薬剤師は
「記名押印または署名」を行う必要があります。
電子処方箋の場合、ICカード（HPKIカード含
む）を使って資格認証と電子署名を行うことで、
この要件に対応する必要があるのです。
すなわち、電子処方箋にはこのICカード

（HPKIカード含む）による医師、歯科医師、薬
剤師の署名が必要です。
HPKIは電子署名や電子認証を行う基盤であ

り、医療現場における公的資格の確認機能を
持っています。基盤の設置要件は厚生労働省に
より策定されており、要件を満たした認証局が
HPKI資格認証に使用するカードであるHPKI
カードを発行することができます（図5）※4。
　現時点では、HPKIカードを発行する認証局

5. HPKIとマイナンバーカードとの関係

は全3センターで、HPKIカードには日本医師会
（図6）※10、日本薬剤師会（図7）※11、医療情報
システム開発センター（Medical Information 
System Development Center：MEDIS）
（図8）※12発行の3種類があります。なお歯科
医師はMEDISに発行申請を行います※13。

ホームページの広場

日本医師会が発行する資格証には既にHPKI
電子証明機能が搭載されています※10、28。
また現在は電子処方箋で利用するICカードに

は物理的HPKIカード以外に物理的HPKI情報
と紐付けされたマイナンバーカード、スマートフォ
ン上のソフトウェア的HPKIカードがあります。

河野太郎デジタル相は2023（令和5）年12
月26日の閣議後の記者会見で、医師がマイナ
ンバーカードを活用して電子処方箋に電子署名
ができるようにする手続きを12月27日から開
始すると発表しました。これまで必要だった専
用カード「HPKIカード」の代わりにマイナンバー
カードで電子処方箋に電子署名ができるように
なりました。

　マイナンバーカードを使って電子処方箋に電子
署名をするには、マイナポータルでの手続きが必
要で、医師については2023（令和5）年12月
27日から可能となりました※14、15。

結果を先に記載しますと、医師会会員も非会
員もHPKI取得料金がズバリ安いのは医師会経
由です。

図9：HPKI発行料金フローチャート
ただし初期研修医が医賠責保険に加入する場合は別途保険料（表2）が生じる。
また大阪医科薬科大学医師会の医師会費の減免制度は表2を参照してください。
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　電子署名の方法は、

のいずれかを選択できます。
全てHPKIの取得は必要です。
AとBとはHPKIの発行申請が必要です。
さらにAとB-1とは物理的HPKIカード発行が
必要です。B-2は物理的カードが不要なソフト
ウェア的HPKIカードが発行されます。
Cはマイナポータルから利用申請が必要で、

物理的HPKIカード発行はされず、マイナンバー
カードが物理的HPKIカードの役目をはたします
（表3）※17。

電子署名方式について記載いたします。電子
処方箋の仕組みにおいては、医師・歯科医師が
電子処方箋を発行する際、および、薬剤師が電
子処方箋を調剤済とする際に、電子署名を付す
こととなります。
その際の署名方式としては、大きく分けて以下

の2種類があります。
①ローカル署名：HPKIカードに格納される電子
証明書を用いて署名する方法
②リモート署名：クラウドのシステム上で管理さ
れている電子証明書（HPKIセカンド電子証明書）
※①ローカル署名では、常にHPKIカードが手
元にあることが必要となる一方、②リモート署
名では、原則として、1日1回、（ⅰ）HPKI
カード、（ⅱ）マイナンバーカード、（ⅲ）スマー
トフォンのいずれかで本人認証を行うことで電
子署名が可能です（図10）※18。

日本医師会、日本薬剤師会、医療情報システ
ム開発センター（MEDIS）は、厚生労働省が施策
として普及を進めているHPKI認証局を運営し
ています。
各HPKI認証局は、電子的な身分証明書であ

る「HPKI電子証明書」を発行し、そのHPKI電
子証明書を格納したICカード（以下、HPKIカー
ド）を、それぞれ『医師資格証』、『薬剤師資格証』、
『HPKI資格証』という名称で提供しています。
これらのHPKIカードを用いることで、医師や

薬剤師等の医療分野国家資格を電子的に証明で
きる「HPKI電子署名」を行うことができます。し
かし、カードという物理媒体を用いることから、
HPKI電子署名を実施しようとする全ての端末
（電子カルテ等）にカードリーダーが必要なことや
破損・紛失時に業務が滞ることなどが指摘され
ていました。
これらの指摘に対して、HPKI認証局の運営

団体として検討を重ねた結果、HPKI電子証明
書をHPKIカードだけでなく、セキュアなクラ
ウド上にも格納することで、HPKIカードを用
いなくてもHPKI電子署名を行うことができる
「HPKI電子証明書管理サービス」を3団体共同
で開発し、2022（令和4）年12月から運用を

開始することとしました※19。
セカンド電子証明書は、HPKIカード発行対象

者に対して追加で発行される2番目の電子証明
書です。これを、「HPKI電子証明書管理サービ
ス」のクラウドサーバ上に格納し、事前に利用者
が登録を行った生体認証機能付きスマートフォン
等（モバイルデバイス）やマイナンバーカードで認
証を行うことにより、手元に医師・歯科医師・
薬剤師資格証がなくてもHPKI電子署名を行う
ことが可能となります（図11）※20。
このクラウド（cloud）とは英語で「雲」を表す

単語のことですが、IT業界においてはインター

ネット経由で利用するアプリケーション（または
サービス）」を指す言葉です。「クラウドサービス」
や「クラウドコンピューティング」と呼ばれることも
あります。クラウドの大きな特徴として、インター
ネット環境があれば「いつでもどこでも利用でき
る」ということ、その利便性から個人や企業を問
わず幅広く使用されています。世界的な動画共
有サービスとして馴染み深い「YouTube」や、文
書や写真などのデータをオンライン上で管理でき
る「Microsoft OneDrive」など、著名なクラウ
ドサービスも少なくありません※21。

　2024（令和6）年6月時点では、世界的な半
導体不足により、HPKIカードの在庫が不足して
いる関係で、物理的HPKIカードを用いたロー
カル署名方式（図10①）、と物理的HPKIカード
を用いたリモート署名方式（図10②（ⅰ））では、
HPKIカードの方式をすぐに利用できない場合
があります。このため、HPKIカードを物理的に
保有せずとも、マイナンバーカードやスマートフォ
ンを用いて、すぐに電子署名を行うことができ
るリモート署名方式が推奨されています。
日本医師会認証局において、2024（令和6）年

8月18日時点では、カードレス先行発行（最初に
マイナンバーカード、スマートフォンが使える状態
となり、HPKI物理カードが後追いで発行される
形式）となっていますので注意が必要です※ 22。

ここでは日本医師会認証局への申請を例とし
て説明します。
詳細はホームページ 1.医師資格証の申

請にあたって│医師資格証（HPKIカード）新
規お申込み│日本医師会電子認証センター
（https://www.jmaca.med.or.jp/application/）

を参照してください。
　概略を記載します。

そして、揃った申請書類を送付します。
日医会員は発行費用無料ですが、日医非会員

は発行費用を支払います。
医師資格証（HPKI）が発行されます。日医非

会員は入金確認後に発行開始となります。
医師資格証発行完了通知（ハガキ）が連絡先住

所に到着します。

12-A：医師資格証（HPKI）を
 既に所持している場合

申請手順を示します。
HPKIセカンド電子証明書申請サービス｜日本医
師会電子認証センター（https://webapply.jmaca.
med.or.jp/Jma2ndApply/G100_Accept/Accept
.aspx）にアクセスします。
「既に医師資格証をお持ちですか？」と尋ねて
きているので「はい」をクリックします。
HPKIセカンド電子証明書発行申請のログイン

認証に画面が変わります。
　医師資格証（HPKI）券面に印字されている「医
籍登録番号」と「カードID」を入力し、「認証」ボ
タンを押します（図12）※23。
ここから先は、個人情報保護のため、正確な

URLが記載できませんでしたので、URLはログ
イン認証に続く画面であるので、ログイン認証と
同じとして記載いたします。また掲載画面は著
者の申請時の記録で記載いたします。
認証が成功しますと「利用規約等の確認と同

意」の画面になります。
同意するなら「上記、『CPS』及び『利用規約』に
同意します。」をクリックします（図13）※23。
次に申請者情報入力の画面になりますので、

必要事項を入力します（図14、図15）※23。
主な入力箇所は上記です。
これで後は、本人限定受取郵便（特例型）で

QRコードが印刷された「HPKIセカンド電子証
明書初期登録QR（通知カード）」が郵送されま
す。「到着通知書」が先に届き、必要な物を用意
します。配達で受け取る場合は①氏名、住所お
よび生年月日の記載がある本人確認書類（運転
免許証、マイナンバーカード等）、②印鑑（サイン
でもOK）が必要で、郵便局で受け取る場合はさ
らに到着通知書が必要です※24。郵便局担当者
は、本人確認書類を複写するか、証明資料の種
類と記号番号を控えます（図16）※25。
このようにしてHPKIセカンド電子証明書初期

登録QR（通知カード）（図17）※26が届きます。

12-B：HPKIをまだ持っていない場合
新規に医師資格証（HPKI）を申請すれば、同時
にセカンド電子証明書も発行されますので、医
師資格証の新規発行申請をします※23。特に半
導体不足のためセカンド電子証明書が先行して
届く場合もあります。

HPKIセカンド電子証明書と「デジタル医師資格
証」アプリ（図18）を使用したスマートフォンへ紐
づけについて説明します※27。
【用意するもの】
①生体認証（指紋認証、顔認証）が登録済みのス
マートフォンまたはタブレット　※iPadは除く

　・iPhone…iOSバージョン14以上
　・Android端末…OSバージョン7以上
②HPKIセカンド電子証明書「初期登録用QR
コード」医師資格証と一緒に発行・交付され
たQRコードの印刷されている紙のカードです
（図17）。

❶「デジタル医師資格証」のアプリをインストール
してください。アプリのiOS版のQRコードを
図19にAndroid用を図20に示します。ま
たアプリのアイコンを図21に示します※27。

❷「デジタル医師資格証」のアプリをタップして開
きます。最初に利用規約（図22）が表示され
ますので、お読みの上【同意する】をタップして
ください※27。

❸【初回登録の方はこちら】をタップしてください
（図23）※27。
※すでにセカンド電子証明書を登録している場
合は、【ログイン】をタップして生体認証にてロ
グインしてください。

❹カメラが起動しますので、初期登録用QRコー
ドを読み取ってください（図24）※27。
※QRコードの読み取りがうまくいかない、ま
たは読み取りを行っても画面に何も表示されな
い場合は、お手数ですが以下のマニュアルに記
載の登録手順で初期登録をお試しください。
https://www.jmaca.med.or.jp/service/
data/HPKI2nd_Browser.pdf

❺スマートフォンに、パスワード入力画面が表示
されるので、パスワードを入力し、【OK】をタッ
プします（図25）※27。初期登録用のパスワー
ドは、生年月日（西暦）8桁です。
※パスワードは入力を5回間違えると登録が
できなくなります。

❻正しいパスワードが入力されると、ログイン画
面が表示されます。
Username欄に、紙カード「初期登録用QR
コード」に記載された「本人ID」が自動で入力
されますので、正しいことを確認して【ログイ
ン】ボタンをタップします（図26）※27。

❼本人IDが正しく認証されたら、登録開始画面
（図27）が表示されるので、【登録】ボタンを
タップします※27。

❽スマートフォンによる生体認証の画面が表示さ
れ生体認証が実施されます。
※画面や生体認証の方法はスマートフォンに
よって異なります。右の画面はiPhoneによ
る指紋認証の場合の例です（図28）※27。

❾生体認証登録が完了したら、「ラベル登録画
面」（図29）が表示されます※27。作成した鍵
情報をスマートフォン側で識別するためのラベ
ル情報を設定する画面ですが、値はシステム
で自動設定されるため、特に何も入力せず、
【OK】をタップします※27。

スマートフォン側の処理が完了し、完了画面が
表示されます。

　詳細は「HPKIセカンド電子証明書」のご案内
（https://www.jmaca.med.or.jp/service
/data/HPKI2nd.pdf）を参照してください。

大阪医科大学医師会会報 第55号（2021（令
和3）年3月）においても、HPKIに関して、ホー
ムページの広場36：「医師免許証と健康保険証
のICカード化」※28で述べましたが、その当時は
今日ほども具体的なものではありませんでした。
この約3年でHPKIは電子処方箋の運用に関し
て重要な位置づけを持つようになっています。

このHPKI取得ですが、料金体系が複雑です。
電子認証局は日本医師会電子認証センターと医
療情報システム開発センター HPKI認証局の2
か所あり、フローチャート（図9）にしました。
また参考まで大阪医科薬科大学医師会の医師

会費一覧（表2）※16を転載いたしましたので、ご
確認ください。
　HPKI取得希望の方は、このフローチャートで
料金を確認してみてください。

「医療情報システムの安全管理に関するガイド
ライン」に則った形で医師・歯科医師が電子的
に署名を行う必要がありますが、現時点では、
HPKIの仕組みを用いた署名方式がそれに準拠
します。

第43回 「電子処方箋発行資格（HPKI）の取得…結局どれがお得？」

6. HPKI ズバリ安いのは医師会経由
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結論としましては、医師会員も非会員もHPKI
取得料金がズバリ安いのは医師会経由です。
（図30）
　今回はHPKIについて記載いたしました。



電子処方箋とは、電子的に処方箋の運用を行
う仕組みであるほか、電子処方箋によって複数
の医療機関や薬局で直近に処方・調剤された情
報の参照、それらを活用した重複投薬等チェック
などを行えるようになります（図1）※1、2。
電子処方箋により、これまで紙でやりとりして

いた処方箋をオンラインで連携する仕組みが構築
されます。電子処方箋を使用するには、システム
上でオンライン資格確認がなされています。使用
するにはオンライン資格が必要です。
電子化によって医療機関と薬局患者との間で

の情報共有やコミュニケーションが促進されるこ
とにより、より良い医療の提供が行えるようにな
り、患者さんに関するこれまでの処方情報や錠

剤情報がデータとして蓄積され、来院時にマイナ
ンバーカードで患者本人の同意を得るとそれらの
情報を参照できるようになります。また、この情
報を活用し重複投薬等チェックの結果確認が行
えるようになります。より正確な情報を基に診察
を行えるようになります。
電子処方箋は医療機関と薬局の円滑な連携に

もつながります。医療機関から薬局へ電子化さ
れた処方箋の内容がスムーズに連携されると共
に、システム化によって医療機関と薬局の間で
処方医と調剤結果についても管理サービス経由
で共有する事ができ、医師と薬剤師のスムーズ
な連携が期待できます※3。
正式運用に先立って2022（令和4）年10月

31日から全国4地域の38施設（医療機関7施

設／薬局31施設）で電子処方箋モデル事業およ
び電子処方箋の運用が開始されました（図2）※4。
電子処方箋の正式運用開始日は2023（令和
5）年1月26日（木）でした※5。

開始以来、電子処方箋管理サービスは社会
保険診療報酬支払基金が行っていましたが※6、
2023（令和5）年1月からは国民健康保険中央
会が加わりました※7、8。

現在、システムの導入に当たっては補助金の
適用も予定されています。まだ電子カルテシステ
ムを利用しておらず、レセプトコンピューターに
て処方箋発行を行っている医療機関に対しても
電子処方箋の導入が可能になるよう準備が進め
られています。
電子処方箋を導入するにはオンライン資格確

認を導入していることが前提となります。勤務医
師のオンライン資格確認取得が必要となります。
また補助金は、2025（令和7）年3月31日

までに電子処方箋管理サービスの導入を完了し
た上で、2025（令和7）年9月30日までに申
請を行う必要があると記載されています（図3）。

電子処方箋の導入率（月次推移）は2024（令
和6）年7月28日時点で13%と報告されてい
ます（図 4）※9。また、電子処方箋対応の医療機
関を見てみますと、近畿地方（大阪府・京都府・
兵庫県・奈良県・和歌山県・滋賀県・三重県）
では総計623医療機関が電子処方箋に対応し
ています（表1）※9。さらに大学病院では杏林大
学医学部付属杉並病院、国立大学法人三重大学
医学部附属病院、国立大学法人富山大学附属病
院、秋田大学医学部附属病院の4病院が電子処
方箋に対応しています※9。

電子処方箋のしくみで必要となるICカードであ
るHPKI（Healthcare Public Key Infrastructure
：保健医療福祉分野公開鍵基盤）カードについて
解説します。
まずは処方箋の署名について、医師法施行規

則や薬剤師法・薬剤師法施行規則でどのように
定められているかを確認しましょう。
医師法施行規則第21条では、患者に交付す

る処方箋には記名押印または署名が必要となる
旨が記載されています。また、薬剤師法第26
条および薬剤師法施行規則第15条では、医師
の処方箋にもとづき調剤した際には、その処方
箋に調剤済みの旨を記載し、記名押印または署
名が必要との記載があります。
電子処方箋の場合、医師が電子処方箋管理サー
ビスに処方箋を登録することが、従来の紙処方
箋の交付にあたると考えられます。また薬剤師
は、医師・歯科医師によって電子処方箋管理
サービスに登録された電子処方箋にもとづき調
剤を行ったあと、処方箋を調剤済みとして登録
します。ここで医師・歯科医師および薬剤師は
「記名押印または署名」を行う必要があります。
電子処方箋の場合、ICカード（HPKIカード含
む）を使って資格認証と電子署名を行うことで、
この要件に対応する必要があるのです。
すなわち、電子処方箋にはこのICカード

（HPKIカード含む）による医師、歯科医師、薬
剤師の署名が必要です。
HPKIは電子署名や電子認証を行う基盤であ

り、医療現場における公的資格の確認機能を
持っています。基盤の設置要件は厚生労働省に
より策定されており、要件を満たした認証局が
HPKI資格認証に使用するカードであるHPKI
カードを発行することができます（図5）※4。
　現時点では、HPKIカードを発行する認証局

は全3センターで、HPKIカードには日本医師会
（図6）※10、日本薬剤師会（図7）※11、医療情報
システム開発センター（Medical Information 
System Development Center：MEDIS）
（図8）※12発行の3種類があります。なお歯科
医師はMEDISに発行申請を行います※13。

日本医師会が発行する資格証には既にHPKI
電子証明機能が搭載されています※10、28。
また現在は電子処方箋で利用するICカードに

は物理的HPKIカード以外に物理的HPKI情報
と紐付けされたマイナンバーカード、スマートフォ
ン上のソフトウェア的HPKIカードがあります。

　河野太郎デジタル相は2023（令和5）年12
月26日の閣議後の記者会見で、医師がマイナ
ンバーカードを活用して電子処方箋に電子署名
ができるようにする手続きを12月27日から開
始すると発表しました。これまで必要だった専
用カード「HPKIカード」の代わりにマイナンバー
カードで電子処方箋に電子署名ができるように
なりました。

マイナンバーカードを使って電子処方箋に電子
署名をするには、マイナポータルでの手続きが必
要で、医師については2023（令和5）年12月
27日から可能となりました※14、15。

結果を先に記載しますと、医師会会員も非会
員もHPKI取得料金がズバリ安いのは医師会経
由です。

表2：大阪医科薬科大学医師会医師会費一覧※16
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　電子署名の方法は、

のいずれかを選択できます。
全てHPKIの取得は必要です。
AとBとはHPKIの発行申請が必要です。
さらにAとB-1とは物理的HPKIカード発行が
必要です。B-2は物理的カードが不要なソフト
ウェア的HPKIカードが発行されます。
Cはマイナポータルから利用申請が必要で、

物理的HPKIカード発行はされず、マイナンバー
カードが物理的HPKIカードの役目をはたします
（表3）※17。

電子署名方式について記載いたします。電子
処方箋の仕組みにおいては、医師・歯科医師が
電子処方箋を発行する際、および、薬剤師が電
子処方箋を調剤済とする際に、電子署名を付す
こととなります。
その際の署名方式としては、大きく分けて以下

の2種類があります。
①ローカル署名：HPKIカードに格納される電子
証明書を用いて署名する方法
②リモート署名：クラウドのシステム上で管理さ
れている電子証明書（HPKIセカンド電子証明書）
※①ローカル署名では、常にHPKIカードが手
元にあることが必要となる一方、②リモート署
名では、原則として、1日1回、（ⅰ）HPKI
カード、（ⅱ）マイナンバーカード、（ⅲ）スマー
トフォンのいずれかで本人認証を行うことで電
子署名が可能です（図10）※18。

日本医師会、日本薬剤師会、医療情報システ
ム開発センター（MEDIS）は、厚生労働省が施策
として普及を進めているHPKI認証局を運営し
ています。
各HPKI認証局は、電子的な身分証明書であ

る「HPKI電子証明書」を発行し、そのHPKI電
子証明書を格納したICカード（以下、HPKIカー
ド）を、それぞれ『医師資格証』、『薬剤師資格証』、
『HPKI資格証』という名称で提供しています。
これらのHPKIカードを用いることで、医師や

薬剤師等の医療分野国家資格を電子的に証明で
きる「HPKI電子署名」を行うことができます。し
かし、カードという物理媒体を用いることから、
HPKI電子署名を実施しようとする全ての端末
（電子カルテ等）にカードリーダーが必要なことや
破損・紛失時に業務が滞ることなどが指摘され
ていました。
これらの指摘に対して、HPKI認証局の運営

団体として検討を重ねた結果、HPKI電子証明
書をHPKIカードだけでなく、セキュアなクラ
ウド上にも格納することで、HPKIカードを用
いなくてもHPKI電子署名を行うことができる
「HPKI電子証明書管理サービス」を3団体共同
で開発し、2022（令和4）年12月から運用を

開始することとしました※19。
セカンド電子証明書は、HPKIカード発行対象

者に対して追加で発行される2番目の電子証明
書です。これを、「HPKI電子証明書管理サービ
ス」のクラウドサーバ上に格納し、事前に利用者
が登録を行った生体認証機能付きスマートフォン
等（モバイルデバイス）やマイナンバーカードで認
証を行うことにより、手元に医師・歯科医師・
薬剤師資格証がなくてもHPKI電子署名を行う
ことが可能となります（図11）※20。
このクラウド（cloud）とは英語で「雲」を表す

単語のことですが、IT業界においてはインター

ネット経由で利用するアプリケーション（または
サービス）」を指す言葉です。「クラウドサービス」
や「クラウドコンピューティング」と呼ばれることも
あります。クラウドの大きな特徴として、インター
ネット環境があれば「いつでもどこでも利用でき
る」ということ、その利便性から個人や企業を問
わず幅広く使用されています。世界的な動画共
有サービスとして馴染み深い「YouTube」や、文
書や写真などのデータをオンライン上で管理でき
る「Microsoft OneDrive」など、著名なクラウ
ドサービスも少なくありません※21。

　2024（令和6）年6月時点では、世界的な半
導体不足により、HPKIカードの在庫が不足して
いる関係で、物理的HPKIカードを用いたロー
カル署名方式（図10①）、と物理的HPKIカード
を用いたリモート署名方式（図10②（ⅰ））では、
HPKIカードの方式をすぐに利用できない場合
があります。このため、HPKIカードを物理的に
保有せずとも、マイナンバーカードやスマートフォ
ンを用いて、すぐに電子署名を行うことができ
るリモート署名方式が推奨されています。
日本医師会認証局において、2024（令和6）年

8月18日時点では、カードレス先行発行（最初に
マイナンバーカード、スマートフォンが使える状態
となり、HPKI物理カードが後追いで発行される
形式）となっていますので注意が必要です※ 22。

ここでは日本医師会認証局への申請を例とし
て説明します。
詳細はホームページ 1.医師資格証の申

請にあたって│医師資格証（HPKIカード）新
規お申込み│日本医師会電子認証センター
（https://www.jmaca.med.or.jp/application/）

を参照してください。
　概略を記載します。

そして、揃った申請書類を送付します。
日医会員は発行費用無料ですが、日医非会員

は発行費用を支払います。
医師資格証（HPKI）が発行されます。日医非

会員は入金確認後に発行開始となります。
医師資格証発行完了通知（ハガキ）が連絡先住

所に到着します。

12-A：医師資格証（HPKI）を
 既に所持している場合

申請手順を示します。
HPKIセカンド電子証明書申請サービス｜日本医
師会電子認証センター（https://webapply.jmaca.
med.or.jp/Jma2ndApply/G100_Accept/Accept
.aspx）にアクセスします。
「既に医師資格証をお持ちですか？」と尋ねて
きているので「はい」をクリックします。
HPKIセカンド電子証明書発行申請のログイン

認証に画面が変わります。
　医師資格証（HPKI）券面に印字されている「医
籍登録番号」と「カードID」を入力し、「認証」ボ
タンを押します（図12）※23。
ここから先は、個人情報保護のため、正確な

URLが記載できませんでしたので、URLはログ
イン認証に続く画面であるので、ログイン認証と
同じとして記載いたします。また掲載画面は著
者の申請時の記録で記載いたします。
認証が成功しますと「利用規約等の確認と同

意」の画面になります。
同意するなら「上記、『CPS』及び『利用規約』に
同意します。」をクリックします（図13）※23。
次に申請者情報入力の画面になりますので、

必要事項を入力します（図14、図15）※23。
主な入力箇所は上記です。
これで後は、本人限定受取郵便（特例型）で

QRコードが印刷された「HPKIセカンド電子証
明書初期登録QR（通知カード）」が郵送されま
す。「到着通知書」が先に届き、必要な物を用意
します。配達で受け取る場合は①氏名、住所お
よび生年月日の記載がある本人確認書類（運転
免許証、マイナンバーカード等）、②印鑑（サイン
でもOK）が必要で、郵便局で受け取る場合はさ
らに到着通知書が必要です※24。郵便局担当者
は、本人確認書類を複写するか、証明資料の種
類と記号番号を控えます（図16）※25。
このようにしてHPKIセカンド電子証明書初期

登録QR（通知カード）（図17）※26が届きます。

12-B：HPKIをまだ持っていない場合
新規に医師資格証（HPKI）を申請すれば、同時
にセカンド電子証明書も発行されますので、医
師資格証の新規発行申請をします※23。特に半
導体不足のためセカンド電子証明書が先行して
届く場合もあります。

HPKIセカンド電子証明書と「デジタル医師資格
証」アプリ（図18）を使用したスマートフォンへ紐
づけについて説明します※27。
【用意するもの】
①生体認証（指紋認証、顔認証）が登録済みのス
マートフォンまたはタブレット　※iPadは除く

　・iPhone…iOSバージョン14以上
　・Android端末…OSバージョン7以上
②HPKIセカンド電子証明書「初期登録用QR
コード」医師資格証と一緒に発行・交付され
たQRコードの印刷されている紙のカードです
（図17）。

❶「デジタル医師資格証」のアプリをインストール
してください。アプリのiOS版のQRコードを
図19にAndroid用を図20に示します。ま
たアプリのアイコンを図21に示します※27。

❷「デジタル医師資格証」のアプリをタップして開
きます。最初に利用規約（図22）が表示され
ますので、お読みの上【同意する】をタップして
ください※27。

❸【初回登録の方はこちら】をタップしてください
（図23）※27。
※すでにセカンド電子証明書を登録している場
合は、【ログイン】をタップして生体認証にてロ
グインしてください。

❹カメラが起動しますので、初期登録用QRコー
ドを読み取ってください（図24）※27。
※QRコードの読み取りがうまくいかない、ま
たは読み取りを行っても画面に何も表示されな
い場合は、お手数ですが以下のマニュアルに記
載の登録手順で初期登録をお試しください。
https://www.jmaca.med.or.jp/service/
data/HPKI2nd_Browser.pdf

❺スマートフォンに、パスワード入力画面が表示
されるので、パスワードを入力し、【OK】をタッ
プします（図25）※27。初期登録用のパスワー
ドは、生年月日（西暦）8桁です。
※パスワードは入力を5回間違えると登録が
できなくなります。

❻正しいパスワードが入力されると、ログイン画
面が表示されます。
Username欄に、紙カード「初期登録用QR
コード」に記載された「本人ID」が自動で入力
されますので、正しいことを確認して【ログイ
ン】ボタンをタップします（図26）※27。

❼本人IDが正しく認証されたら、登録開始画面
（図27）が表示されるので、【登録】ボタンを
タップします※27。

❽スマートフォンによる生体認証の画面が表示さ
れ生体認証が実施されます。
※画面や生体認証の方法はスマートフォンに
よって異なります。右の画面はiPhoneによ
る指紋認証の場合の例です（図28）※27。

❾生体認証登録が完了したら、「ラベル登録画
面」（図29）が表示されます※27。作成した鍵
情報をスマートフォン側で識別するためのラベ
ル情報を設定する画面ですが、値はシステム
で自動設定されるため、特に何も入力せず、
【OK】をタップします※27。

スマートフォン側の処理が完了し、完了画面が
表示されます。

　詳細は「HPKIセカンド電子証明書」のご案内
（https://www.jmaca.med.or.jp/service
/data/HPKI2nd.pdf）を参照してください。

大阪医科大学医師会会報 第55号（2021（令
和3）年3月）においても、HPKIに関して、ホー
ムページの広場36：「医師免許証と健康保険証
のICカード化」※28で述べましたが、その当時は
今日ほども具体的なものではありませんでした。
この約3年でHPKIは電子処方箋の運用に関し
て重要な位置づけを持つようになっています。

　このHPKI取得ですが、料金体系が複雑です。
電子認証局は日本医師会電子認証センターと医
療情報システム開発センター HPKI認証局の2
か所あり、フローチャート（図9）にしました。
　また参考まで大阪医科薬科大学医師会の医師
会費一覧（表2）※16を転載いたしましたので、ご
確認ください。
　HPKI取得希望の方は、このフローチャートで
料金を確認してみてください。

「医療情報システムの安全管理に関するガイド
ライン」に則った形で医師・歯科医師が電子的
に署名を行う必要がありますが、現時点では、
HPKIの仕組みを用いた署名方式がそれに準拠
します。

第43回 「電子処方箋発行資格（HPKI）の取得…結局どれがお得？」

7. 物理的HPKIカードと
ソフトウェア的HPKIカード

令和 6 年４月１日
医 師 会 費 一 覧 

【日本医師会費 及び 大阪医科薬科大学医師会運営維持費】 

上段：日本医師会費 

下段（）内：大阪医科薬科大学医師会運営維持費 

区分 第１期 
(４～７月) 

第２期 
(８～１１月) 

第３期 
(１２～３月) 

年額 

医賠責保険 

あり 

A②B 

３１歳以上 
（卒後６年目以降） 

21,000 
（+1,000） 

22,000 
（+0） 

21,000 
（+1,000） 

64,000 
（+2,000） 

31 歳以上 
（卒後 5 年目まで） 

12,000 
（+1,000） 

12,000 
（+1,000） 

12,000 
（+0） 

36,000 
（+2,000） 

３０歳以下 
（卒後６年目以降） 

１３，０００ 
（+1,000） 

13,000 
（+1,000） 

13,000 
（+0） 

39,000 
（+2,000） 

30 歳以下 
（卒後 5 年目まで） 

5,000 
（+1,000） 

5,000
（+1,000） 

5,000 
（+0） 

15,000 
（+2,000） 

A②C 初期研修医 5,000 
（+0） 

5,000
（+0） 

5,000 
（+0） 

15,000 
（+0） 

医賠責保険 

なし 

B 

初期研修医以外 
（卒後６年目以降） 

9,000 
（+1,000） 

10,000 
（+0） 

9,000 
（+1,000） 

28,000 
（+2,000） 

初期研修医以外 
（卒後 5 年目まで） 

0 
（+1,000） 

０ 
（+1,000） 

0 
（+0） 

0 
（+2,000） 

C 初期研修医 0 
（+0） 

０ 
（+0） 

0 
（+0） 

0 
（+0） 

※大阪医科薬科大学医師会運営維持費は、日医 A②B 会員並びに B 会員より、年額 2,000 円をいただきます。

〔会費減免制度利用の場合〕 

区分 第１期 
(４～７月) 

第２期 
(８～１１月) 

第３期 
(１２～３月) 年額 

高齢の場合 
A②B 

２０年以上在籍 
満 83 歳以上 

16，000 
（+1,000） 

16，000 
（+1,000） 

16,000 
（+0） 

48,000 
（+2,000） 

B ０ 
（+0） 

0 
（+0） 

0 
（+0） 

0 
（+0） 

疾病の場合 

及び 

出産育児の

場合＊) 

A②B ３１歳以上 12,000 
（+1,000） 

12,000
（+1,000） 

12,000 
（+0） 

36,000 
（+2,000） 

A②B ３０歳以下 5,000 
（+1,000） 

5,000 
（+1,000） 

5,000 
（+0） 

15,000 
（+2,000） 

A②C 初期研修医 5,000 
（+0） 

5，０００ 
（+0） 

5,000 
（+0） 

15,000 
（+0） 

B 初期研修医以外 ０ 
（+0） 

０ 
（+0） 

０ 
（+0） 

０ 
（+0） 

C 初期研修医 ０ 
（+0） 

０ 
（+0） 

０ 
（+0） 

０ 
（+0） 

＊） 出産育児の場合は、出産日の属する年度の翌年度１年間が減免対象期間となります。 

【大阪府医師会費】 

区分 第１期 
(４～７月) 

第２期 
(８～１１月) 

第３期 
(１２～３月) 年額 

B C 会員以外の会員 12,000 12,000 12,000 36,000 

C 

レジデント、 
臨床業務に従事していない会員 6，０００ 6,000 6,000 18,000 

初期研修医 0 0 0 0 

結論としましては、医師会員も非会員もHPKI
取得料金がズバリ安いのは医師会経由です。
（図30）
　今回はHPKIについて記載いたしました。



電子処方箋とは、電子的に処方箋の運用を行
う仕組みであるほか、電子処方箋によって複数
の医療機関や薬局で直近に処方・調剤された情
報の参照、それらを活用した重複投薬等チェック
などを行えるようになります（図1）※1、2。
電子処方箋により、これまで紙でやりとりして

いた処方箋をオンラインで連携する仕組みが構築
されます。電子処方箋を使用するには、システム
上でオンライン資格確認がなされています。使用
するにはオンライン資格が必要です。
電子化によって医療機関と薬局患者との間で

の情報共有やコミュニケーションが促進されるこ
とにより、より良い医療の提供が行えるようにな
り、患者さんに関するこれまでの処方情報や錠

剤情報がデータとして蓄積され、来院時にマイナ
ンバーカードで患者本人の同意を得るとそれらの
情報を参照できるようになります。また、この情
報を活用し重複投薬等チェックの結果確認が行
えるようになります。より正確な情報を基に診察
を行えるようになります。
電子処方箋は医療機関と薬局の円滑な連携に

もつながります。医療機関から薬局へ電子化さ
れた処方箋の内容がスムーズに連携されると共
に、システム化によって医療機関と薬局の間で
処方医と調剤結果についても管理サービス経由
で共有する事ができ、医師と薬剤師のスムーズ
な連携が期待できます※3。
正式運用に先立って2022（令和4）年10月

31日から全国4地域の38施設（医療機関7施

設／薬局31施設）で電子処方箋モデル事業およ
び電子処方箋の運用が開始されました（図2）※4。
電子処方箋の正式運用開始日は2023（令和
5）年1月26日（木）でした※5。

開始以来、電子処方箋管理サービスは社会
保険診療報酬支払基金が行っていましたが※6、
2023（令和5）年1月からは国民健康保険中央
会が加わりました※7、8。

現在、システムの導入に当たっては補助金の
適用も予定されています。まだ電子カルテシステ
ムを利用しておらず、レセプトコンピューターに
て処方箋発行を行っている医療機関に対しても
電子処方箋の導入が可能になるよう準備が進め
られています。
電子処方箋を導入するにはオンライン資格確

認を導入していることが前提となります。勤務医
師のオンライン資格確認取得が必要となります。
また補助金は、2025（令和7）年3月31日

までに電子処方箋管理サービスの導入を完了し
た上で、2025（令和7）年9月30日までに申
請を行う必要があると記載されています（図3）。

電子処方箋の導入率（月次推移）は2024（令
和6）年7月28日時点で13%と報告されてい
ます（図 4）※9。また、電子処方箋対応の医療機
関を見てみますと、近畿地方（大阪府・京都府・
兵庫県・奈良県・和歌山県・滋賀県・三重県）
では総計623医療機関が電子処方箋に対応し
ています（表1）※9。さらに大学病院では杏林大
学医学部付属杉並病院、国立大学法人三重大学
医学部附属病院、国立大学法人富山大学附属病
院、秋田大学医学部附属病院の4病院が電子処
方箋に対応しています※9。

電子処方箋のしくみで必要となるICカードであ
るHPKI（Healthcare Public Key Infrastructure
：保健医療福祉分野公開鍵基盤）カードについて
解説します。
まずは処方箋の署名について、医師法施行規

則や薬剤師法・薬剤師法施行規則でどのように
定められているかを確認しましょう。
医師法施行規則第21条では、患者に交付す

る処方箋には記名押印または署名が必要となる
旨が記載されています。また、薬剤師法第26
条および薬剤師法施行規則第15条では、医師
の処方箋にもとづき調剤した際には、その処方
箋に調剤済みの旨を記載し、記名押印または署
名が必要との記載があります。
電子処方箋の場合、医師が電子処方箋管理サー
ビスに処方箋を登録することが、従来の紙処方
箋の交付にあたると考えられます。また薬剤師
は、医師・歯科医師によって電子処方箋管理
サービスに登録された電子処方箋にもとづき調
剤を行ったあと、処方箋を調剤済みとして登録
します。ここで医師・歯科医師および薬剤師は
「記名押印または署名」を行う必要があります。
電子処方箋の場合、ICカード（HPKIカード含
む）を使って資格認証と電子署名を行うことで、
この要件に対応する必要があるのです。
すなわち、電子処方箋にはこのICカード

（HPKIカード含む）による医師、歯科医師、薬
剤師の署名が必要です。
HPKIは電子署名や電子認証を行う基盤であ

り、医療現場における公的資格の確認機能を
持っています。基盤の設置要件は厚生労働省に
より策定されており、要件を満たした認証局が
HPKI資格認証に使用するカードであるHPKI
カードを発行することができます（図5）※4。
　現時点では、HPKIカードを発行する認証局

は全3センターで、HPKIカードには日本医師会
（図6）※10、日本薬剤師会（図7）※11、医療情報
システム開発センター（Medical Information 
System Development Center：MEDIS）
（図8）※12発行の3種類があります。なお歯科
医師はMEDISに発行申請を行います※13。

日本医師会が発行する資格証には既にHPKI
電子証明機能が搭載されています※10、28。
また現在は電子処方箋で利用するICカードに

は物理的HPKIカード以外に物理的HPKI情報
と紐付けされたマイナンバーカード、スマートフォ
ン上のソフトウェア的HPKIカードがあります。

　河野太郎デジタル相は2023（令和5）年12
月26日の閣議後の記者会見で、医師がマイナ
ンバーカードを活用して電子処方箋に電子署名
ができるようにする手続きを12月27日から開
始すると発表しました。これまで必要だった専
用カード「HPKIカード」の代わりにマイナンバー
カードで電子処方箋に電子署名ができるように
なりました。

マイナンバーカードを使って電子処方箋に電子
署名をするには、マイナポータルでの手続きが必
要で、医師については2023（令和5）年12月
27日から可能となりました※14、15。

結果を先に記載しますと、医師会会員も非会
員もHPKI取得料金がズバリ安いのは医師会経
由です。
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　電子署名の方法は、

　のいずれかを選択できます。
全てHPKIの取得は必要です。
AとBとはHPKIの発行申請が必要です。
さらにAとB-1とは物理的HPKIカード発行が
必要です。B-2は物理的カードが不要なソフト
ウェア的HPKIカードが発行されます。
　Cはマイナポータルから利用申請が必要で、
物理的HPKIカード発行はされず、マイナンバー
カードが物理的HPKIカードの役目をはたします
（表3）※17。

電子署名方式について記載いたします。電子
処方箋の仕組みにおいては、医師・歯科医師が
電子処方箋を発行する際、および、薬剤師が電
子処方箋を調剤済とする際に、電子署名を付す
こととなります。
　その際の署名方式としては、大きく分けて以下
の2種類があります。
①ローカル署名：HPKIカードに格納される電子
証明書を用いて署名する方法
②リモート署名：クラウドのシステム上で管理さ
れている電子証明書（HPKIセカンド電子証明書）
※①ローカル署名では、常にHPKIカードが手
元にあることが必要となる一方、②リモート署
名では、原則として、1日1回、（ⅰ）HPKI
カード、（ⅱ）マイナンバーカード、（ⅲ）スマー
トフォンのいずれかで本人認証を行うことで電
子署名が可能です（図10）※18。

日本医師会、日本薬剤師会、医療情報システ
ム開発センター（MEDIS）は、厚生労働省が施策
として普及を進めているHPKI認証局を運営し
ています。
各HPKI認証局は、電子的な身分証明書であ

る「HPKI電子証明書」を発行し、そのHPKI電
子証明書を格納したICカード（以下、HPKIカー
ド）を、それぞれ『医師資格証』、『薬剤師資格証』、
『HPKI資格証』という名称で提供しています。
これらのHPKIカードを用いることで、医師や

薬剤師等の医療分野国家資格を電子的に証明で
きる「HPKI電子署名」を行うことができます。し
かし、カードという物理媒体を用いることから、
HPKI電子署名を実施しようとする全ての端末
（電子カルテ等）にカードリーダーが必要なことや
破損・紛失時に業務が滞ることなどが指摘され
ていました。
これらの指摘に対して、HPKI認証局の運営

団体として検討を重ねた結果、HPKI電子証明
書をHPKIカードだけでなく、セキュアなクラ
ウド上にも格納することで、HPKIカードを用
いなくてもHPKI電子署名を行うことができる
「HPKI電子証明書管理サービス」を3団体共同
で開発し、2022（令和4）年12月から運用を

開始することとしました※19。
セカンド電子証明書は、HPKIカード発行対象

者に対して追加で発行される2番目の電子証明
書です。これを、「HPKI電子証明書管理サービ
ス」のクラウドサーバ上に格納し、事前に利用者
が登録を行った生体認証機能付きスマートフォン
等（モバイルデバイス）やマイナンバーカードで認
証を行うことにより、手元に医師・歯科医師・
薬剤師資格証がなくてもHPKI電子署名を行う
ことが可能となります（図11）※20。
このクラウド（cloud）とは英語で「雲」を表す

単語のことですが、IT業界においてはインター

ネット経由で利用するアプリケーション（または
サービス）」を指す言葉です。「クラウドサービス」
や「クラウドコンピューティング」と呼ばれることも
あります。クラウドの大きな特徴として、インター
ネット環境があれば「いつでもどこでも利用でき
る」ということ、その利便性から個人や企業を問
わず幅広く使用されています。世界的な動画共
有サービスとして馴染み深い「YouTube」や、文
書や写真などのデータをオンライン上で管理でき
る「Microsoft OneDrive」など、著名なクラウ
ドサービスも少なくありません※21。

　2024（令和6）年6月時点では、世界的な半
導体不足により、HPKIカードの在庫が不足して
いる関係で、物理的HPKIカードを用いたロー
カル署名方式（図10①）、と物理的HPKIカード
を用いたリモート署名方式（図10②（ⅰ））では、
HPKIカードの方式をすぐに利用できない場合
があります。このため、HPKIカードを物理的に
保有せずとも、マイナンバーカードやスマートフォ
ンを用いて、すぐに電子署名を行うことができ
るリモート署名方式が推奨されています。
日本医師会認証局において、2024（令和6）年

8月18日時点では、カードレス先行発行（最初に
マイナンバーカード、スマートフォンが使える状態
となり、HPKI物理カードが後追いで発行される
形式）となっていますので注意が必要です※ 22。

ここでは日本医師会認証局への申請を例とし
て説明します。
詳細はホームページ 1.医師資格証の申

請にあたって│医師資格証（HPKIカード）新
規お申込み│日本医師会電子認証センター
（https://www.jmaca.med.or.jp/application/）

を参照してください。
　概略を記載します。

そして、揃った申請書類を送付します。
日医会員は発行費用無料ですが、日医非会員

は発行費用を支払います。
医師資格証（HPKI）が発行されます。日医非

会員は入金確認後に発行開始となります。
医師資格証発行完了通知（ハガキ）が連絡先住

所に到着します。

12-A：医師資格証（HPKI）を
 既に所持している場合

申請手順を示します。
HPKIセカンド電子証明書申請サービス｜日本医
師会電子認証センター（https://webapply.jmaca.
med.or.jp/Jma2ndApply/G100_Accept/Accept
.aspx）にアクセスします。
「既に医師資格証をお持ちですか？」と尋ねて
きているので「はい」をクリックします。
HPKIセカンド電子証明書発行申請のログイン

認証に画面が変わります。
　医師資格証（HPKI）券面に印字されている「医
籍登録番号」と「カードID」を入力し、「認証」ボ
タンを押します（図12）※23。
ここから先は、個人情報保護のため、正確な

URLが記載できませんでしたので、URLはログ
イン認証に続く画面であるので、ログイン認証と
同じとして記載いたします。また掲載画面は著
者の申請時の記録で記載いたします。
認証が成功しますと「利用規約等の確認と同

意」の画面になります。
同意するなら「上記、『CPS』及び『利用規約』に
同意します。」をクリックします（図13）※23。
次に申請者情報入力の画面になりますので、

必要事項を入力します（図14、図15）※23。
主な入力箇所は上記です。
これで後は、本人限定受取郵便（特例型）で

QRコードが印刷された「HPKIセカンド電子証
明書初期登録QR（通知カード）」が郵送されま
す。「到着通知書」が先に届き、必要な物を用意
します。配達で受け取る場合は①氏名、住所お
よび生年月日の記載がある本人確認書類（運転
免許証、マイナンバーカード等）、②印鑑（サイン
でもOK）が必要で、郵便局で受け取る場合はさ
らに到着通知書が必要です※24。郵便局担当者
は、本人確認書類を複写するか、証明資料の種
類と記号番号を控えます（図16）※25。
このようにしてHPKIセカンド電子証明書初期

登録QR（通知カード）（図17）※26が届きます。

12-B：HPKIをまだ持っていない場合
新規に医師資格証（HPKI）を申請すれば、同時
にセカンド電子証明書も発行されますので、医
師資格証の新規発行申請をします※23。特に半
導体不足のためセカンド電子証明書が先行して
届く場合もあります。

HPKIセカンド電子証明書と「デジタル医師資格
証」アプリ（図18）を使用したスマートフォンへ紐
づけについて説明します※27。
【用意するもの】
①生体認証（指紋認証、顔認証）が登録済みのス
マートフォンまたはタブレット　※iPadは除く

　・iPhone…iOSバージョン14以上
　・Android端末…OSバージョン7以上
②HPKIセカンド電子証明書「初期登録用QR
コード」医師資格証と一緒に発行・交付され
たQRコードの印刷されている紙のカードです
（図17）。

❶「デジタル医師資格証」のアプリをインストール
してください。アプリのiOS版のQRコードを
図19にAndroid用を図20に示します。ま
たアプリのアイコンを図21に示します※27。

❷「デジタル医師資格証」のアプリをタップして開
きます。最初に利用規約（図22）が表示され
ますので、お読みの上【同意する】をタップして
ください※27。

❸【初回登録の方はこちら】をタップしてください
（図23）※27。
※すでにセカンド電子証明書を登録している場
合は、【ログイン】をタップして生体認証にてロ
グインしてください。

❹カメラが起動しますので、初期登録用QRコー
ドを読み取ってください（図24）※27。
※QRコードの読み取りがうまくいかない、ま
たは読み取りを行っても画面に何も表示されな
い場合は、お手数ですが以下のマニュアルに記
載の登録手順で初期登録をお試しください。
https://www.jmaca.med.or.jp/service/
data/HPKI2nd_Browser.pdf

❺スマートフォンに、パスワード入力画面が表示
されるので、パスワードを入力し、【OK】をタッ
プします（図25）※27。初期登録用のパスワー
ドは、生年月日（西暦）8桁です。
※パスワードは入力を5回間違えると登録が
できなくなります。

❻正しいパスワードが入力されると、ログイン画
面が表示されます。
Username欄に、紙カード「初期登録用QR
コード」に記載された「本人ID」が自動で入力
されますので、正しいことを確認して【ログイ
ン】ボタンをタップします（図26）※27。

❼本人IDが正しく認証されたら、登録開始画面
（図27）が表示されるので、【登録】ボタンを
タップします※27。

❽スマートフォンによる生体認証の画面が表示さ
れ生体認証が実施されます。
※画面や生体認証の方法はスマートフォンに
よって異なります。右の画面はiPhoneによ
る指紋認証の場合の例です（図28）※27。

❾生体認証登録が完了したら、「ラベル登録画
面」（図29）が表示されます※27。作成した鍵
情報をスマートフォン側で識別するためのラベ
ル情報を設定する画面ですが、値はシステム
で自動設定されるため、特に何も入力せず、
【OK】をタップします※27。

スマートフォン側の処理が完了し、完了画面が
表示されます。

　詳細は「HPKIセカンド電子証明書」のご案内
（https://www.jmaca.med.or.jp/service
/data/HPKI2nd.pdf）を参照してください。

大阪医科大学医師会会報 第55号（2021（令
和3）年3月）においても、HPKIに関して、ホー
ムページの広場36：「医師免許証と健康保険証
のICカード化」※28で述べましたが、その当時は
今日ほども具体的なものではありませんでした。
この約3年でHPKIは電子処方箋の運用に関し
て重要な位置づけを持つようになっています。

このHPKI取得ですが、料金体系が複雑です。
電子認証局は日本医師会電子認証センターと医
療情報システム開発センター HPKI認証局の2
か所あり、フローチャート（図9）にしました。
また参考まで大阪医科薬科大学医師会の医師

会費一覧（表2）※16を転載いたしましたので、ご
確認ください。
　HPKI取得希望の方は、このフローチャートで
料金を確認してみてください。

「医療情報システムの安全管理に関するガイド
ライン」に則った形で医師・歯科医師が電子的
に署名を行う必要がありますが、現時点では、
HPKIの仕組みを用いた署名方式がそれに準拠
します。

第43回 「電子処方箋発行資格（HPKI）の取得…結局どれがお得？」

8. 電子署名方式
A） 物理的HPKIカードの中の電子証明書
を用いる方法

B） クラウド上の電子証明書を用いる方法
B-1） 物理的HPKIカードを用いる方法
B-2） スマートフォンを用いる方法

C） HPKIと紐付けたマイナンバーカードで
電子証明書を用いる方法

A

物理的HPKIカードの
中の電子証明書を

用いる方法 物理的HPKI
カードを用いる方法

スマートフォンを
用いる方法

クラウド上の電子証明書を用いる方法
HPKIと紐付けた
マイナンバーカードで

電子証明書を
用いる方法

B

B-1 B-2

C

HPKI の取得 必要 必要 必要 必要

 物理的HPKIカードの発行 必要 必要 不要 不要†

電子署名の方式 ローカル署名 ローカル署名とリモート署名?＊ リモート署名 リモート署名

 マイナンバーカードの所有 不要 不要 不要 必要†

必要なカード枚数 1 1 0 1

表3： 電子証明書の種類と電子署名※17

＊：物理的HPKIカードでクラウド上の電子証明書を用いる方法を行った場合、物理的HPKIカード上の電子署名が消去
されると明示されていないため、おそらくローカル署名とリモート署名の両方が可能と思われるが本稿作成時には、
確認しえなかった。

†：HPKIに紐づけされたマイナンバーカードがクラウド上の電子証明書を用いる方法における物理的HPKIカードと同
等の働きをする。

結論としましては、医師会員も非会員もHPKI
取得料金がズバリ安いのは医師会経由です。
（図30）
　今回はHPKIについて記載いたしました。



電子処方箋とは、電子的に処方箋の運用を行
う仕組みであるほか、電子処方箋によって複数
の医療機関や薬局で直近に処方・調剤された情
報の参照、それらを活用した重複投薬等チェック
などを行えるようになります（図1）※1、2。
電子処方箋により、これまで紙でやりとりして

いた処方箋をオンラインで連携する仕組みが構築
されます。電子処方箋を使用するには、システム
上でオンライン資格確認がなされています。使用
するにはオンライン資格が必要です。
電子化によって医療機関と薬局患者との間で

の情報共有やコミュニケーションが促進されるこ
とにより、より良い医療の提供が行えるようにな
り、患者さんに関するこれまでの処方情報や錠

剤情報がデータとして蓄積され、来院時にマイナ
ンバーカードで患者本人の同意を得るとそれらの
情報を参照できるようになります。また、この情
報を活用し重複投薬等チェックの結果確認が行
えるようになります。より正確な情報を基に診察
を行えるようになります。
電子処方箋は医療機関と薬局の円滑な連携に

もつながります。医療機関から薬局へ電子化さ
れた処方箋の内容がスムーズに連携されると共
に、システム化によって医療機関と薬局の間で
処方医と調剤結果についても管理サービス経由
で共有する事ができ、医師と薬剤師のスムーズ
な連携が期待できます※3。
正式運用に先立って2022（令和4）年10月

31日から全国4地域の38施設（医療機関7施

設／薬局31施設）で電子処方箋モデル事業およ
び電子処方箋の運用が開始されました（図2）※4。
電子処方箋の正式運用開始日は2023（令和
5）年1月26日（木）でした※5。

開始以来、電子処方箋管理サービスは社会
保険診療報酬支払基金が行っていましたが※6、
2023（令和5）年1月からは国民健康保険中央
会が加わりました※7、8。

現在、システムの導入に当たっては補助金の
適用も予定されています。まだ電子カルテシステ
ムを利用しておらず、レセプトコンピューターに
て処方箋発行を行っている医療機関に対しても
電子処方箋の導入が可能になるよう準備が進め
られています。
電子処方箋を導入するにはオンライン資格確

認を導入していることが前提となります。勤務医
師のオンライン資格確認取得が必要となります。
また補助金は、2025（令和7）年3月31日

までに電子処方箋管理サービスの導入を完了し
た上で、2025（令和7）年9月30日までに申
請を行う必要があると記載されています（図3）。

電子処方箋の導入率（月次推移）は2024（令
和6）年7月28日時点で13%と報告されてい
ます（図 4）※9。また、電子処方箋対応の医療機
関を見てみますと、近畿地方（大阪府・京都府・
兵庫県・奈良県・和歌山県・滋賀県・三重県）
では総計623医療機関が電子処方箋に対応し
ています（表1）※9。さらに大学病院では杏林大
学医学部付属杉並病院、国立大学法人三重大学
医学部附属病院、国立大学法人富山大学附属病
院、秋田大学医学部附属病院の4病院が電子処
方箋に対応しています※9。

電子処方箋のしくみで必要となるICカードであ
るHPKI（Healthcare Public Key Infrastructure
：保健医療福祉分野公開鍵基盤）カードについて
解説します。
まずは処方箋の署名について、医師法施行規

則や薬剤師法・薬剤師法施行規則でどのように
定められているかを確認しましょう。
医師法施行規則第21条では、患者に交付す

る処方箋には記名押印または署名が必要となる
旨が記載されています。また、薬剤師法第26
条および薬剤師法施行規則第15条では、医師
の処方箋にもとづき調剤した際には、その処方
箋に調剤済みの旨を記載し、記名押印または署
名が必要との記載があります。
電子処方箋の場合、医師が電子処方箋管理サー
ビスに処方箋を登録することが、従来の紙処方
箋の交付にあたると考えられます。また薬剤師
は、医師・歯科医師によって電子処方箋管理
サービスに登録された電子処方箋にもとづき調
剤を行ったあと、処方箋を調剤済みとして登録
します。ここで医師・歯科医師および薬剤師は
「記名押印または署名」を行う必要があります。
電子処方箋の場合、ICカード（HPKIカード含
む）を使って資格認証と電子署名を行うことで、
この要件に対応する必要があるのです。
すなわち、電子処方箋にはこのICカード

（HPKIカード含む）による医師、歯科医師、薬
剤師の署名が必要です。
HPKIは電子署名や電子認証を行う基盤であ

り、医療現場における公的資格の確認機能を
持っています。基盤の設置要件は厚生労働省に
より策定されており、要件を満たした認証局が
HPKI資格認証に使用するカードであるHPKI
カードを発行することができます（図5）※4。
　現時点では、HPKIカードを発行する認証局

は全3センターで、HPKIカードには日本医師会
（図6）※10、日本薬剤師会（図7）※11、医療情報
システム開発センター（Medical Information 
System Development Center：MEDIS）
（図8）※12発行の3種類があります。なお歯科
医師はMEDISに発行申請を行います※13。

日本医師会が発行する資格証には既にHPKI
電子証明機能が搭載されています※10、28。
また現在は電子処方箋で利用するICカードに

は物理的HPKIカード以外に物理的HPKI情報
と紐付けされたマイナンバーカード、スマートフォ
ン上のソフトウェア的HPKIカードがあります。

　河野太郎デジタル相は2023（令和5）年12
月26日の閣議後の記者会見で、医師がマイナ
ンバーカードを活用して電子処方箋に電子署名
ができるようにする手続きを12月27日から開
始すると発表しました。これまで必要だった専
用カード「HPKIカード」の代わりにマイナンバー
カードで電子処方箋に電子署名ができるように
なりました。

マイナンバーカードを使って電子処方箋に電子
署名をするには、マイナポータルでの手続きが必
要で、医師については2023（令和5）年12月
27日から可能となりました※14、15。

結果を先に記載しますと、医師会会員も非会
員もHPKI取得料金がズバリ安いのは医師会経
由です。
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　電子署名の方法は、

のいずれかを選択できます。
全てHPKIの取得は必要です。
AとBとはHPKIの発行申請が必要です。
さらにAとB-1とは物理的HPKIカード発行が
必要です。B-2は物理的カードが不要なソフト
ウェア的HPKIカードが発行されます。
Cはマイナポータルから利用申請が必要で、

物理的HPKIカード発行はされず、マイナンバー
カードが物理的HPKIカードの役目をはたします
（表3）※17。

電子署名方式について記載いたします。電子
処方箋の仕組みにおいては、医師・歯科医師が
電子処方箋を発行する際、および、薬剤師が電
子処方箋を調剤済とする際に、電子署名を付す
こととなります。
その際の署名方式としては、大きく分けて以下

の2種類があります。
①ローカル署名：HPKIカードに格納される電子
証明書を用いて署名する方法
②リモート署名：クラウドのシステム上で管理さ
れている電子証明書（HPKIセカンド電子証明書）
※①ローカル署名では、常にHPKIカードが手
元にあることが必要となる一方、②リモート署
名では、原則として、1日1回、（ⅰ）HPKI
カード、（ⅱ）マイナンバーカード、（ⅲ）スマー
トフォンのいずれかで本人認証を行うことで電
子署名が可能です（図10）※18。

日本医師会、日本薬剤師会、医療情報システ
ム開発センター（MEDIS）は、厚生労働省が施策
として普及を進めているHPKI認証局を運営し
ています。
　各HPKI認証局は、電子的な身分証明書であ
る「HPKI電子証明書」を発行し、そのHPKI電
子証明書を格納したICカード（以下、HPKIカー
ド）を、それぞれ『医師資格証』、『薬剤師資格証』、
『HPKI資格証』という名称で提供しています。
　これらのHPKIカードを用いることで、医師や
薬剤師等の医療分野国家資格を電子的に証明で
きる「HPKI電子署名」を行うことができます。し
かし、カードという物理媒体を用いることから、
HPKI電子署名を実施しようとする全ての端末
（電子カルテ等）にカードリーダーが必要なことや
破損・紛失時に業務が滞ることなどが指摘され
ていました。
　これらの指摘に対して、HPKI認証局の運営
団体として検討を重ねた結果、HPKI電子証明
書をHPKIカードだけでなく、セキュアなクラ
ウド上にも格納することで、HPKIカードを用
いなくてもHPKI電子署名を行うことができる
「HPKI電子証明書管理サービス」を3団体共同
で開発し、2022（令和4）年12月から運用を

開始することとしました※19。
　セカンド電子証明書は、HPKIカード発行対象
者に対して追加で発行される2番目の電子証明
書です。これを、「HPKI電子証明書管理サービ
ス」のクラウドサーバ上に格納し、事前に利用者
が登録を行った生体認証機能付きスマートフォン
等（モバイルデバイス）やマイナンバーカードで認
証を行うことにより、手元に医師・歯科医師・
薬剤師資格証がなくてもHPKI電子署名を行う
ことが可能となります（図11）※20。
　このクラウド（cloud）とは英語で「雲」を表す
単語のことですが、IT業界においてはインター

ネット経由で利用するアプリケーション（または
サービス）」を指す言葉です。「クラウドサービス」
や「クラウドコンピューティング」と呼ばれることも
あります。クラウドの大きな特徴として、インター
ネット環境があれば「いつでもどこでも利用でき
る」ということ、その利便性から個人や企業を問
わず幅広く使用されています。世界的な動画共
有サービスとして馴染み深い「YouTube」や、文
書や写真などのデータをオンライン上で管理でき
る「Microsoft OneDrive」など、著名なクラウ
ドサービスも少なくありません※21。

　2024（令和6）年6月時点では、世界的な半
導体不足により、HPKIカードの在庫が不足して
いる関係で、物理的HPKIカードを用いたロー
カル署名方式（図10①）、と物理的HPKIカード
を用いたリモート署名方式（図10②（ⅰ））では、
HPKIカードの方式をすぐに利用できない場合
があります。このため、HPKIカードを物理的に
保有せずとも、マイナンバーカードやスマートフォ
ンを用いて、すぐに電子署名を行うことができ
るリモート署名方式が推奨されています。
日本医師会認証局において、2024（令和6）年

8月18日時点では、カードレス先行発行（最初に
マイナンバーカード、スマートフォンが使える状態
となり、HPKI物理カードが後追いで発行される
形式）となっていますので注意が必要です※ 22。

ここでは日本医師会認証局への申請を例とし
て説明します。
詳細はホームページ 1.医師資格証の申

請にあたって│医師資格証（HPKIカード）新
規お申込み│日本医師会電子認証センター
（https://www.jmaca.med.or.jp/application/）

を参照してください。
　概略を記載します。

そして、揃った申請書類を送付します。
日医会員は発行費用無料ですが、日医非会員

は発行費用を支払います。
医師資格証（HPKI）が発行されます。日医非

会員は入金確認後に発行開始となります。
医師資格証発行完了通知（ハガキ）が連絡先住

所に到着します。

12-A：医師資格証（HPKI）を
 既に所持している場合

申請手順を示します。
HPKIセカンド電子証明書申請サービス｜日本医
師会電子認証センター（https://webapply.jmaca.
med.or.jp/Jma2ndApply/G100_Accept/Accept
.aspx）にアクセスします。
「既に医師資格証をお持ちですか？」と尋ねて
きているので「はい」をクリックします。
HPKIセカンド電子証明書発行申請のログイン

認証に画面が変わります。
　医師資格証（HPKI）券面に印字されている「医
籍登録番号」と「カードID」を入力し、「認証」ボ
タンを押します（図12）※23。
ここから先は、個人情報保護のため、正確な

URLが記載できませんでしたので、URLはログ
イン認証に続く画面であるので、ログイン認証と
同じとして記載いたします。また掲載画面は著
者の申請時の記録で記載いたします。
認証が成功しますと「利用規約等の確認と同

意」の画面になります。
同意するなら「上記、『CPS』及び『利用規約』に
同意します。」をクリックします（図13）※23。
次に申請者情報入力の画面になりますので、

必要事項を入力します（図14、図15）※23。
主な入力箇所は上記です。
これで後は、本人限定受取郵便（特例型）で

QRコードが印刷された「HPKIセカンド電子証
明書初期登録QR（通知カード）」が郵送されま
す。「到着通知書」が先に届き、必要な物を用意
します。配達で受け取る場合は①氏名、住所お
よび生年月日の記載がある本人確認書類（運転
免許証、マイナンバーカード等）、②印鑑（サイン
でもOK）が必要で、郵便局で受け取る場合はさ
らに到着通知書が必要です※24。郵便局担当者
は、本人確認書類を複写するか、証明資料の種
類と記号番号を控えます（図16）※25。
このようにしてHPKIセカンド電子証明書初期

登録QR（通知カード）（図17）※26が届きます。

12-B：HPKIをまだ持っていない場合
新規に医師資格証（HPKI）を申請すれば、同時
にセカンド電子証明書も発行されますので、医
師資格証の新規発行申請をします※23。特に半
導体不足のためセカンド電子証明書が先行して
届く場合もあります。

HPKIセカンド電子証明書と「デジタル医師資格
証」アプリ（図18）を使用したスマートフォンへ紐
づけについて説明します※27。
【用意するもの】
①生体認証（指紋認証、顔認証）が登録済みのス
マートフォンまたはタブレット　※iPadは除く

　・iPhone…iOSバージョン14以上
　・Android端末…OSバージョン7以上
②HPKIセカンド電子証明書「初期登録用QR
コード」医師資格証と一緒に発行・交付され
たQRコードの印刷されている紙のカードです
（図17）。

❶「デジタル医師資格証」のアプリをインストール
してください。アプリのiOS版のQRコードを
図19にAndroid用を図20に示します。ま
たアプリのアイコンを図21に示します※27。

❷「デジタル医師資格証」のアプリをタップして開
きます。最初に利用規約（図22）が表示され
ますので、お読みの上【同意する】をタップして
ください※27。

❸【初回登録の方はこちら】をタップしてください
（図23）※27。
※すでにセカンド電子証明書を登録している場
合は、【ログイン】をタップして生体認証にてロ
グインしてください。

❹カメラが起動しますので、初期登録用QRコー
ドを読み取ってください（図24）※27。
※QRコードの読み取りがうまくいかない、ま
たは読み取りを行っても画面に何も表示されな
い場合は、お手数ですが以下のマニュアルに記
載の登録手順で初期登録をお試しください。
https://www.jmaca.med.or.jp/service/
data/HPKI2nd_Browser.pdf

❺スマートフォンに、パスワード入力画面が表示
されるので、パスワードを入力し、【OK】をタッ
プします（図25）※27。初期登録用のパスワー
ドは、生年月日（西暦）8桁です。
※パスワードは入力を5回間違えると登録が
できなくなります。

❻正しいパスワードが入力されると、ログイン画
面が表示されます。
Username欄に、紙カード「初期登録用QR
コード」に記載された「本人ID」が自動で入力
されますので、正しいことを確認して【ログイ
ン】ボタンをタップします（図26）※27。

❼本人IDが正しく認証されたら、登録開始画面
（図27）が表示されるので、【登録】ボタンを
タップします※27。

❽スマートフォンによる生体認証の画面が表示さ
れ生体認証が実施されます。
※画面や生体認証の方法はスマートフォンに
よって異なります。右の画面はiPhoneによ
る指紋認証の場合の例です（図28）※27。

❾生体認証登録が完了したら、「ラベル登録画
面」（図29）が表示されます※27。作成した鍵
情報をスマートフォン側で識別するためのラベ
ル情報を設定する画面ですが、値はシステム
で自動設定されるため、特に何も入力せず、
【OK】をタップします※27。

スマートフォン側の処理が完了し、完了画面が
表示されます。

　詳細は「HPKIセカンド電子証明書」のご案内
（https://www.jmaca.med.or.jp/service
/data/HPKI2nd.pdf）を参照してください。

大阪医科大学医師会会報 第55号（2021（令
和3）年3月）においても、HPKIに関して、ホー
ムページの広場36：「医師免許証と健康保険証
のICカード化」※28で述べましたが、その当時は
今日ほども具体的なものではありませんでした。
この約3年でHPKIは電子処方箋の運用に関し
て重要な位置づけを持つようになっています。

このHPKI取得ですが、料金体系が複雑です。
電子認証局は日本医師会電子認証センターと医
療情報システム開発センター HPKI認証局の2
か所あり、フローチャート（図9）にしました。
また参考まで大阪医科薬科大学医師会の医師

会費一覧（表2）※16を転載いたしましたので、ご
確認ください。
　HPKI取得希望の方は、このフローチャートで
料金を確認してみてください。

「医療情報システムの安全管理に関するガイド
ライン」に則った形で医師・歯科医師が電子的
に署名を行う必要がありますが、現時点では、
HPKIの仕組みを用いた署名方式がそれに準拠
します。

9. HPKIセカンド電子証明書

第43回 「電子処方箋発行資格（HPKI）の取得…結局どれがお得？」

図10：ローカル署名とリモート署名

図11：2つの電子証明書の利用方法※20

引用20を改変

結論としましては、医師会員も非会員もHPKI
取得料金がズバリ安いのは医師会経由です。
（図30）
　今回はHPKIについて記載いたしました。



電子処方箋とは、電子的に処方箋の運用を行
う仕組みであるほか、電子処方箋によって複数
の医療機関や薬局で直近に処方・調剤された情
報の参照、それらを活用した重複投薬等チェック
などを行えるようになります（図1）※1、2。
電子処方箋により、これまで紙でやりとりして

いた処方箋をオンラインで連携する仕組みが構築
されます。電子処方箋を使用するには、システム
上でオンライン資格確認がなされています。使用
するにはオンライン資格が必要です。
電子化によって医療機関と薬局患者との間で

の情報共有やコミュニケーションが促進されるこ
とにより、より良い医療の提供が行えるようにな
り、患者さんに関するこれまでの処方情報や錠

剤情報がデータとして蓄積され、来院時にマイナ
ンバーカードで患者本人の同意を得るとそれらの
情報を参照できるようになります。また、この情
報を活用し重複投薬等チェックの結果確認が行
えるようになります。より正確な情報を基に診察
を行えるようになります。
電子処方箋は医療機関と薬局の円滑な連携に

もつながります。医療機関から薬局へ電子化さ
れた処方箋の内容がスムーズに連携されると共
に、システム化によって医療機関と薬局の間で
処方医と調剤結果についても管理サービス経由
で共有する事ができ、医師と薬剤師のスムーズ
な連携が期待できます※3。
正式運用に先立って2022（令和4）年10月

31日から全国4地域の38施設（医療機関7施

設／薬局31施設）で電子処方箋モデル事業およ
び電子処方箋の運用が開始されました（図2）※4。
電子処方箋の正式運用開始日は2023（令和
5）年1月26日（木）でした※5。

開始以来、電子処方箋管理サービスは社会
保険診療報酬支払基金が行っていましたが※6、
2023（令和5）年1月からは国民健康保険中央
会が加わりました※7、8。

現在、システムの導入に当たっては補助金の
適用も予定されています。まだ電子カルテシステ
ムを利用しておらず、レセプトコンピューターに
て処方箋発行を行っている医療機関に対しても
電子処方箋の導入が可能になるよう準備が進め
られています。
電子処方箋を導入するにはオンライン資格確

認を導入していることが前提となります。勤務医
師のオンライン資格確認取得が必要となります。
また補助金は、2025（令和7）年3月31日

までに電子処方箋管理サービスの導入を完了し
た上で、2025（令和7）年9月30日までに申
請を行う必要があると記載されています（図3）。

電子処方箋の導入率（月次推移）は2024（令
和6）年7月28日時点で13%と報告されてい
ます（図 4）※9。また、電子処方箋対応の医療機
関を見てみますと、近畿地方（大阪府・京都府・
兵庫県・奈良県・和歌山県・滋賀県・三重県）
では総計623医療機関が電子処方箋に対応し
ています（表1）※9。さらに大学病院では杏林大
学医学部付属杉並病院、国立大学法人三重大学
医学部附属病院、国立大学法人富山大学附属病
院、秋田大学医学部附属病院の4病院が電子処
方箋に対応しています※9。

電子処方箋のしくみで必要となるICカードであ
るHPKI（Healthcare Public Key Infrastructure
：保健医療福祉分野公開鍵基盤）カードについて
解説します。
まずは処方箋の署名について、医師法施行規

則や薬剤師法・薬剤師法施行規則でどのように
定められているかを確認しましょう。
医師法施行規則第21条では、患者に交付す

る処方箋には記名押印または署名が必要となる
旨が記載されています。また、薬剤師法第26
条および薬剤師法施行規則第15条では、医師
の処方箋にもとづき調剤した際には、その処方
箋に調剤済みの旨を記載し、記名押印または署
名が必要との記載があります。
電子処方箋の場合、医師が電子処方箋管理サー
ビスに処方箋を登録することが、従来の紙処方
箋の交付にあたると考えられます。また薬剤師
は、医師・歯科医師によって電子処方箋管理
サービスに登録された電子処方箋にもとづき調
剤を行ったあと、処方箋を調剤済みとして登録
します。ここで医師・歯科医師および薬剤師は
「記名押印または署名」を行う必要があります。
電子処方箋の場合、ICカード（HPKIカード含
む）を使って資格認証と電子署名を行うことで、
この要件に対応する必要があるのです。
すなわち、電子処方箋にはこのICカード

（HPKIカード含む）による医師、歯科医師、薬
剤師の署名が必要です。
HPKIは電子署名や電子認証を行う基盤であ

り、医療現場における公的資格の確認機能を
持っています。基盤の設置要件は厚生労働省に
より策定されており、要件を満たした認証局が
HPKI資格認証に使用するカードであるHPKI
カードを発行することができます（図5）※4。
　現時点では、HPKIカードを発行する認証局

は全3センターで、HPKIカードには日本医師会
（図6）※10、日本薬剤師会（図7）※11、医療情報
システム開発センター（Medical Information 
System Development Center：MEDIS）
（図8）※12発行の3種類があります。なお歯科
医師はMEDISに発行申請を行います※13。

日本医師会が発行する資格証には既にHPKI
電子証明機能が搭載されています※10、28。
また現在は電子処方箋で利用するICカードに

は物理的HPKIカード以外に物理的HPKI情報
と紐付けされたマイナンバーカード、スマートフォ
ン上のソフトウェア的HPKIカードがあります。

　河野太郎デジタル相は2023（令和5）年12
月26日の閣議後の記者会見で、医師がマイナ
ンバーカードを活用して電子処方箋に電子署名
ができるようにする手続きを12月27日から開
始すると発表しました。これまで必要だった専
用カード「HPKIカード」の代わりにマイナンバー
カードで電子処方箋に電子署名ができるように
なりました。

マイナンバーカードを使って電子処方箋に電子
署名をするには、マイナポータルでの手続きが必
要で、医師については2023（令和5）年12月
27日から可能となりました※14、15。

結果を先に記載しますと、医師会会員も非会
員もHPKI取得料金がズバリ安いのは医師会経
由です。

ー 44 ー

ホームページの広場

　電子署名の方法は、

のいずれかを選択できます。
全てHPKIの取得は必要です。
AとBとはHPKIの発行申請が必要です。
さらにAとB-1とは物理的HPKIカード発行が
必要です。B-2は物理的カードが不要なソフト
ウェア的HPKIカードが発行されます。
Cはマイナポータルから利用申請が必要で、

物理的HPKIカード発行はされず、マイナンバー
カードが物理的HPKIカードの役目をはたします
（表3）※17。

電子署名方式について記載いたします。電子
処方箋の仕組みにおいては、医師・歯科医師が
電子処方箋を発行する際、および、薬剤師が電
子処方箋を調剤済とする際に、電子署名を付す
こととなります。
その際の署名方式としては、大きく分けて以下

の2種類があります。
①ローカル署名：HPKIカードに格納される電子
証明書を用いて署名する方法
②リモート署名：クラウドのシステム上で管理さ
れている電子証明書（HPKIセカンド電子証明書）
※①ローカル署名では、常にHPKIカードが手
元にあることが必要となる一方、②リモート署
名では、原則として、1日1回、（ⅰ）HPKI
カード、（ⅱ）マイナンバーカード、（ⅲ）スマー
トフォンのいずれかで本人認証を行うことで電
子署名が可能です（図10）※18。

日本医師会、日本薬剤師会、医療情報システ
ム開発センター（MEDIS）は、厚生労働省が施策
として普及を進めているHPKI認証局を運営し
ています。
各HPKI認証局は、電子的な身分証明書であ

る「HPKI電子証明書」を発行し、そのHPKI電
子証明書を格納したICカード（以下、HPKIカー
ド）を、それぞれ『医師資格証』、『薬剤師資格証』、
『HPKI資格証』という名称で提供しています。
これらのHPKIカードを用いることで、医師や

薬剤師等の医療分野国家資格を電子的に証明で
きる「HPKI電子署名」を行うことができます。し
かし、カードという物理媒体を用いることから、
HPKI電子署名を実施しようとする全ての端末
（電子カルテ等）にカードリーダーが必要なことや
破損・紛失時に業務が滞ることなどが指摘され
ていました。
これらの指摘に対して、HPKI認証局の運営

団体として検討を重ねた結果、HPKI電子証明
書をHPKIカードだけでなく、セキュアなクラ
ウド上にも格納することで、HPKIカードを用
いなくてもHPKI電子署名を行うことができる
「HPKI電子証明書管理サービス」を3団体共同
で開発し、2022（令和4）年12月から運用を

開始することとしました※19。
セカンド電子証明書は、HPKIカード発行対象

者に対して追加で発行される2番目の電子証明
書です。これを、「HPKI電子証明書管理サービ
ス」のクラウドサーバ上に格納し、事前に利用者
が登録を行った生体認証機能付きスマートフォン
等（モバイルデバイス）やマイナンバーカードで認
証を行うことにより、手元に医師・歯科医師・
薬剤師資格証がなくてもHPKI電子署名を行う
ことが可能となります（図11）※20。
このクラウド（cloud）とは英語で「雲」を表す

単語のことですが、IT業界においてはインター

ネット経由で利用するアプリケーション（または
サービス）」を指す言葉です。「クラウドサービス」
や「クラウドコンピューティング」と呼ばれることも
あります。クラウドの大きな特徴として、インター
ネット環境があれば「いつでもどこでも利用でき
る」ということ、その利便性から個人や企業を問
わず幅広く使用されています。世界的な動画共
有サービスとして馴染み深い「YouTube」や、文
書や写真などのデータをオンライン上で管理でき
る「Microsoft OneDrive」など、著名なクラウ
ドサービスも少なくありません※21。

　2024（令和6）年6月時点では、世界的な半
導体不足により、HPKIカードの在庫が不足して
いる関係で、物理的HPKIカードを用いたロー
カル署名方式（図10①）、と物理的HPKIカード
を用いたリモート署名方式（図10②（ⅰ））では、
HPKIカードの方式をすぐに利用できない場合
があります。このため、HPKIカードを物理的に
保有せずとも、マイナンバーカードやスマートフォ
ンを用いて、すぐに電子署名を行うことができ
るリモート署名方式が推奨されています。
　日本医師会認証局において、2024（令和6）年
8月18日時点では、カードレス先行発行（最初に
マイナンバーカード、スマートフォンが使える状態
となり、HPKI物理カードが後追いで発行される
形式）となっていますので注意が必要です※ 22。

　ここでは日本医師会認証局への申請を例とし
て説明します。
　詳細はホームページ　1.医師資格証の申
請にあたって│医師資格証（HPKIカード）新
規お申込み│日本医師会電子認証センター
（https://www.jmaca.med.or.jp/application/）

を参照してください。
　概略を記載します。

　そして、揃った申請書類を送付します。
　日医会員は発行費用無料ですが、日医非会員
は発行費用を支払います。
　医師資格証（HPKI）が発行されます。日医非
会員は入金確認後に発行開始となります。
　医師資格証発行完了通知（ハガキ）が連絡先住
所に到着します。

12-A：医師資格証（HPKI）を
 既に所持している場合

申請手順を示します。
HPKIセカンド電子証明書申請サービス｜日本医
師会電子認証センター（https://webapply.jmaca.
med.or.jp/Jma2ndApply/G100_Accept/Accept
.aspx）にアクセスします。
「既に医師資格証をお持ちですか？」と尋ねて
きているので「はい」をクリックします。
HPKIセカンド電子証明書発行申請のログイン

認証に画面が変わります。
　医師資格証（HPKI）券面に印字されている「医
籍登録番号」と「カードID」を入力し、「認証」ボ
タンを押します（図12）※23。
ここから先は、個人情報保護のため、正確な

URLが記載できませんでしたので、URLはログ
イン認証に続く画面であるので、ログイン認証と
同じとして記載いたします。また掲載画面は著
者の申請時の記録で記載いたします。
認証が成功しますと「利用規約等の確認と同

意」の画面になります。
同意するなら「上記、『CPS』及び『利用規約』に
同意します。」をクリックします（図13）※23。
次に申請者情報入力の画面になりますので、

必要事項を入力します（図14、図15）※23。
主な入力箇所は上記です。
これで後は、本人限定受取郵便（特例型）で

QRコードが印刷された「HPKIセカンド電子証
明書初期登録QR（通知カード）」が郵送されま
す。「到着通知書」が先に届き、必要な物を用意
します。配達で受け取る場合は①氏名、住所お
よび生年月日の記載がある本人確認書類（運転
免許証、マイナンバーカード等）、②印鑑（サイン
でもOK）が必要で、郵便局で受け取る場合はさ
らに到着通知書が必要です※24。郵便局担当者
は、本人確認書類を複写するか、証明資料の種
類と記号番号を控えます（図16）※25。
このようにしてHPKIセカンド電子証明書初期

登録QR（通知カード）（図17）※26が届きます。

12-B：HPKIをまだ持っていない場合
新規に医師資格証（HPKI）を申請すれば、同時
にセカンド電子証明書も発行されますので、医
師資格証の新規発行申請をします※23。特に半
導体不足のためセカンド電子証明書が先行して
届く場合もあります。

HPKIセカンド電子証明書と「デジタル医師資格
証」アプリ（図18）を使用したスマートフォンへ紐
づけについて説明します※27。
【用意するもの】
①生体認証（指紋認証、顔認証）が登録済みのス
マートフォンまたはタブレット　※iPadは除く

　・iPhone…iOSバージョン14以上
　・Android端末…OSバージョン7以上
②HPKIセカンド電子証明書「初期登録用QR
コード」医師資格証と一緒に発行・交付され
たQRコードの印刷されている紙のカードです
（図17）。

11. HPKI申請方法

10. 半導体不足と
HPKIセカンド電子証明書

❶「デジタル医師資格証」のアプリをインストール
してください。アプリのiOS版のQRコードを
図19にAndroid用を図20に示します。ま
たアプリのアイコンを図21に示します※27。

❷「デジタル医師資格証」のアプリをタップして開
きます。最初に利用規約（図22）が表示され
ますので、お読みの上【同意する】をタップして
ください※27。

❸【初回登録の方はこちら】をタップしてください
（図23）※27。
※すでにセカンド電子証明書を登録している場
合は、【ログイン】をタップして生体認証にてロ
グインしてください。

❹カメラが起動しますので、初期登録用QRコー
ドを読み取ってください（図24）※27。
※QRコードの読み取りがうまくいかない、ま
たは読み取りを行っても画面に何も表示されな
い場合は、お手数ですが以下のマニュアルに記
載の登録手順で初期登録をお試しください。
https://www.jmaca.med.or.jp/service/
data/HPKI2nd_Browser.pdf

❺スマートフォンに、パスワード入力画面が表示
されるので、パスワードを入力し、【OK】をタッ
プします（図25）※27。初期登録用のパスワー
ドは、生年月日（西暦）8桁です。
※パスワードは入力を5回間違えると登録が
できなくなります。

❻正しいパスワードが入力されると、ログイン画
面が表示されます。
Username欄に、紙カード「初期登録用QR
コード」に記載された「本人ID」が自動で入力
されますので、正しいことを確認して【ログイ
ン】ボタンをタップします（図26）※27。

❼本人IDが正しく認証されたら、登録開始画面
（図27）が表示されるので、【登録】ボタンを
タップします※27。

❽スマートフォンによる生体認証の画面が表示さ
れ生体認証が実施されます。
※画面や生体認証の方法はスマートフォンに
よって異なります。右の画面はiPhoneによ
る指紋認証の場合の例です（図28）※27。

❾生体認証登録が完了したら、「ラベル登録画
面」（図29）が表示されます※27。作成した鍵
情報をスマートフォン側で識別するためのラベ
ル情報を設定する画面ですが、値はシステム
で自動設定されるため、特に何も入力せず、
【OK】をタップします※27。

スマートフォン側の処理が完了し、完了画面が
表示されます。

　詳細は「HPKIセカンド電子証明書」のご案内
（https://www.jmaca.med.or.jp/service
/data/HPKI2nd.pdf）を参照してください。

大阪医科大学医師会会報 第55号（2021（令
和3）年3月）においても、HPKIに関して、ホー
ムページの広場36：「医師免許証と健康保険証
のICカード化」※28で述べましたが、その当時は
今日ほども具体的なものではありませんでした。
この約3年でHPKIは電子処方箋の運用に関し
て重要な位置づけを持つようになっています。

このHPKI取得ですが、料金体系が複雑です。
電子認証局は日本医師会電子認証センターと医
療情報システム開発センター HPKI認証局の2
か所あり、フローチャート（図9）にしました。
また参考まで大阪医科薬科大学医師会の医師

会費一覧（表2）※16を転載いたしましたので、ご
確認ください。
　HPKI取得希望の方は、このフローチャートで
料金を確認してみてください。

「医療情報システムの安全管理に関するガイド
ライン」に則った形で医師・歯科医師が電子的
に署名を行う必要がありますが、現時点では、
HPKIの仕組みを用いた署名方式がそれに準拠
します。

第43回 「電子処方箋発行資格（HPKI）の取得…結局どれがお得？」

申請書類
11-1：医師資格証発行申請書
上記ホームページからダウンロード出来ます。
撮影から6ヶ月以内の証明写真が必要です。

11-2：医師免許証コピー
（裏書がある場合、裏面コピーも必要です。）

11-3：住民票
発行から6か月以内・コピー不可　個人番
号、住民票コードは載せない。

11-4：身分証のコピー
（下記のいずれか1点）（有効期間内のもの）
・日本国旅券
・運転免許証 もしくは 運転経歴証明書
 （平成24年4月1日以降発行のもの）
・マイナンバーカード
※表面のみ　※通知カード不可

・住民基本台帳カード
・官公庁発行職員身分証明書

※医師資格証（HPKI）に旧姓・通称を併記する、
または、旧姓等により、申請書の姓と一部書
類の姓が異なって記載されている場合などは、
6か月以内の旧姓または通称がわかる公的書
類の原本（戸籍（抄）本または旧姓も記載された
住民票）もあわせて提出します。

受取
申請者本人が
『対面受取時の書類』（下記）を持参し、発行
完了通知に記載された医師会で医師資格証
を受け取ります。※代理人不可

結論としましては、医師会員も非会員もHPKI
取得料金がズバリ安いのは医師会経由です。
（図30）
　今回はHPKIについて記載いたしました。

https://www.jmaca.med.or.jp/application/


電子処方箋とは、電子的に処方箋の運用を行
う仕組みであるほか、電子処方箋によって複数
の医療機関や薬局で直近に処方・調剤された情
報の参照、それらを活用した重複投薬等チェック
などを行えるようになります（図1）※1、2。
電子処方箋により、これまで紙でやりとりして

いた処方箋をオンラインで連携する仕組みが構築
されます。電子処方箋を使用するには、システム
上でオンライン資格確認がなされています。使用
するにはオンライン資格が必要です。
電子化によって医療機関と薬局患者との間で

の情報共有やコミュニケーションが促進されるこ
とにより、より良い医療の提供が行えるようにな
り、患者さんに関するこれまでの処方情報や錠

剤情報がデータとして蓄積され、来院時にマイナ
ンバーカードで患者本人の同意を得るとそれらの
情報を参照できるようになります。また、この情
報を活用し重複投薬等チェックの結果確認が行
えるようになります。より正確な情報を基に診察
を行えるようになります。
電子処方箋は医療機関と薬局の円滑な連携に

もつながります。医療機関から薬局へ電子化さ
れた処方箋の内容がスムーズに連携されると共
に、システム化によって医療機関と薬局の間で
処方医と調剤結果についても管理サービス経由
で共有する事ができ、医師と薬剤師のスムーズ
な連携が期待できます※3。
正式運用に先立って2022（令和4）年10月

31日から全国4地域の38施設（医療機関7施

設／薬局31施設）で電子処方箋モデル事業およ
び電子処方箋の運用が開始されました（図2）※4。
電子処方箋の正式運用開始日は2023（令和
5）年1月26日（木）でした※5。

開始以来、電子処方箋管理サービスは社会
保険診療報酬支払基金が行っていましたが※6、
2023（令和5）年1月からは国民健康保険中央
会が加わりました※7、8。

現在、システムの導入に当たっては補助金の
適用も予定されています。まだ電子カルテシステ
ムを利用しておらず、レセプトコンピューターに
て処方箋発行を行っている医療機関に対しても
電子処方箋の導入が可能になるよう準備が進め
られています。
電子処方箋を導入するにはオンライン資格確

認を導入していることが前提となります。勤務医
師のオンライン資格確認取得が必要となります。
また補助金は、2025（令和7）年3月31日

までに電子処方箋管理サービスの導入を完了し
た上で、2025（令和7）年9月30日までに申
請を行う必要があると記載されています（図3）。

電子処方箋の導入率（月次推移）は2024（令
和6）年7月28日時点で13%と報告されてい
ます（図 4）※9。また、電子処方箋対応の医療機
関を見てみますと、近畿地方（大阪府・京都府・
兵庫県・奈良県・和歌山県・滋賀県・三重県）
では総計623医療機関が電子処方箋に対応し
ています（表1）※9。さらに大学病院では杏林大
学医学部付属杉並病院、国立大学法人三重大学
医学部附属病院、国立大学法人富山大学附属病
院、秋田大学医学部附属病院の4病院が電子処
方箋に対応しています※9。

電子処方箋のしくみで必要となるICカードであ
るHPKI（Healthcare Public Key Infrastructure
：保健医療福祉分野公開鍵基盤）カードについて
解説します。
まずは処方箋の署名について、医師法施行規

則や薬剤師法・薬剤師法施行規則でどのように
定められているかを確認しましょう。
医師法施行規則第21条では、患者に交付す

る処方箋には記名押印または署名が必要となる
旨が記載されています。また、薬剤師法第26
条および薬剤師法施行規則第15条では、医師
の処方箋にもとづき調剤した際には、その処方
箋に調剤済みの旨を記載し、記名押印または署
名が必要との記載があります。
電子処方箋の場合、医師が電子処方箋管理サー
ビスに処方箋を登録することが、従来の紙処方
箋の交付にあたると考えられます。また薬剤師
は、医師・歯科医師によって電子処方箋管理
サービスに登録された電子処方箋にもとづき調
剤を行ったあと、処方箋を調剤済みとして登録
します。ここで医師・歯科医師および薬剤師は
「記名押印または署名」を行う必要があります。
電子処方箋の場合、ICカード（HPKIカード含
む）を使って資格認証と電子署名を行うことで、
この要件に対応する必要があるのです。
すなわち、電子処方箋にはこのICカード

（HPKIカード含む）による医師、歯科医師、薬
剤師の署名が必要です。
HPKIは電子署名や電子認証を行う基盤であ

り、医療現場における公的資格の確認機能を
持っています。基盤の設置要件は厚生労働省に
より策定されており、要件を満たした認証局が
HPKI資格認証に使用するカードであるHPKI
カードを発行することができます（図5）※4。
　現時点では、HPKIカードを発行する認証局

は全3センターで、HPKIカードには日本医師会
（図6）※10、日本薬剤師会（図7）※11、医療情報
システム開発センター（Medical Information 
System Development Center：MEDIS）
（図8）※12発行の3種類があります。なお歯科
医師はMEDISに発行申請を行います※13。

日本医師会が発行する資格証には既にHPKI
電子証明機能が搭載されています※10、28。
また現在は電子処方箋で利用するICカードに

は物理的HPKIカード以外に物理的HPKI情報
と紐付けされたマイナンバーカード、スマートフォ
ン上のソフトウェア的HPKIカードがあります。

　河野太郎デジタル相は2023（令和5）年12
月26日の閣議後の記者会見で、医師がマイナ
ンバーカードを活用して電子処方箋に電子署名
ができるようにする手続きを12月27日から開
始すると発表しました。これまで必要だった専
用カード「HPKIカード」の代わりにマイナンバー
カードで電子処方箋に電子署名ができるように
なりました。

マイナンバーカードを使って電子処方箋に電子
署名をするには、マイナポータルでの手続きが必
要で、医師については2023（令和5）年12月
27日から可能となりました※14、15。

結果を先に記載しますと、医師会会員も非会
員もHPKI取得料金がズバリ安いのは医師会経
由です。

図12：ログイン認証※23

図13：利用規約等の確認と同意※23

　電子署名の方法は、

のいずれかを選択できます。
全てHPKIの取得は必要です。
AとBとはHPKIの発行申請が必要です。
さらにAとB-1とは物理的HPKIカード発行が
必要です。B-2は物理的カードが不要なソフト
ウェア的HPKIカードが発行されます。
Cはマイナポータルから利用申請が必要で、

物理的HPKIカード発行はされず、マイナンバー
カードが物理的HPKIカードの役目をはたします
（表3）※17。

電子署名方式について記載いたします。電子
処方箋の仕組みにおいては、医師・歯科医師が
電子処方箋を発行する際、および、薬剤師が電
子処方箋を調剤済とする際に、電子署名を付す
こととなります。
その際の署名方式としては、大きく分けて以下

の2種類があります。
①ローカル署名：HPKIカードに格納される電子
証明書を用いて署名する方法
②リモート署名：クラウドのシステム上で管理さ
れている電子証明書（HPKIセカンド電子証明書）
※①ローカル署名では、常にHPKIカードが手
元にあることが必要となる一方、②リモート署
名では、原則として、1日1回、（ⅰ）HPKI
カード、（ⅱ）マイナンバーカード、（ⅲ）スマー
トフォンのいずれかで本人認証を行うことで電
子署名が可能です（図10）※18。

日本医師会、日本薬剤師会、医療情報システ
ム開発センター（MEDIS）は、厚生労働省が施策
として普及を進めているHPKI認証局を運営し
ています。
各HPKI認証局は、電子的な身分証明書であ

る「HPKI電子証明書」を発行し、そのHPKI電
子証明書を格納したICカード（以下、HPKIカー
ド）を、それぞれ『医師資格証』、『薬剤師資格証』、
『HPKI資格証』という名称で提供しています。
これらのHPKIカードを用いることで、医師や

薬剤師等の医療分野国家資格を電子的に証明で
きる「HPKI電子署名」を行うことができます。し
かし、カードという物理媒体を用いることから、
HPKI電子署名を実施しようとする全ての端末
（電子カルテ等）にカードリーダーが必要なことや
破損・紛失時に業務が滞ることなどが指摘され
ていました。
これらの指摘に対して、HPKI認証局の運営

団体として検討を重ねた結果、HPKI電子証明
書をHPKIカードだけでなく、セキュアなクラ
ウド上にも格納することで、HPKIカードを用
いなくてもHPKI電子署名を行うことができる
「HPKI電子証明書管理サービス」を3団体共同
で開発し、2022（令和4）年12月から運用を

開始することとしました※19。
セカンド電子証明書は、HPKIカード発行対象

者に対して追加で発行される2番目の電子証明
書です。これを、「HPKI電子証明書管理サービ
ス」のクラウドサーバ上に格納し、事前に利用者
が登録を行った生体認証機能付きスマートフォン
等（モバイルデバイス）やマイナンバーカードで認
証を行うことにより、手元に医師・歯科医師・
薬剤師資格証がなくてもHPKI電子署名を行う
ことが可能となります（図11）※20。
このクラウド（cloud）とは英語で「雲」を表す

単語のことですが、IT業界においてはインター

ネット経由で利用するアプリケーション（または
サービス）」を指す言葉です。「クラウドサービス」
や「クラウドコンピューティング」と呼ばれることも
あります。クラウドの大きな特徴として、インター
ネット環境があれば「いつでもどこでも利用でき
る」ということ、その利便性から個人や企業を問
わず幅広く使用されています。世界的な動画共
有サービスとして馴染み深い「YouTube」や、文
書や写真などのデータをオンライン上で管理でき
る「Microsoft OneDrive」など、著名なクラウ
ドサービスも少なくありません※21。

　2024（令和6）年6月時点では、世界的な半
導体不足により、HPKIカードの在庫が不足して
いる関係で、物理的HPKIカードを用いたロー
カル署名方式（図10①）、と物理的HPKIカード
を用いたリモート署名方式（図10②（ⅰ））では、
HPKIカードの方式をすぐに利用できない場合
があります。このため、HPKIカードを物理的に
保有せずとも、マイナンバーカードやスマートフォ
ンを用いて、すぐに電子署名を行うことができ
るリモート署名方式が推奨されています。
日本医師会認証局において、2024（令和6）年

8月18日時点では、カードレス先行発行（最初に
マイナンバーカード、スマートフォンが使える状態
となり、HPKI物理カードが後追いで発行される
形式）となっていますので注意が必要です※ 22。

ここでは日本医師会認証局への申請を例とし
て説明します。
詳細はホームページ 1.医師資格証の申

請にあたって│医師資格証（HPKIカード）新
規お申込み│日本医師会電子認証センター
（https://www.jmaca.med.or.jp/application/）

を参照してください。
　概略を記載します。

そして、揃った申請書類を送付します。
日医会員は発行費用無料ですが、日医非会員

は発行費用を支払います。
医師資格証（HPKI）が発行されます。日医非

会員は入金確認後に発行開始となります。
医師資格証発行完了通知（ハガキ）が連絡先住

所に到着します。

12-A：医師資格証（HPKI）を
 既に所持している場合

申請手順を示します。
HPKIセカンド電子証明書申請サービス｜日本医
師会電子認証センター（https://webapply.jmaca.
med.or.jp/Jma2ndApply/G100_Accept/Accept
.aspx）にアクセスします。
　「既に医師資格証をお持ちですか？」と尋ねて
きているので「はい」をクリックします。
　HPKIセカンド電子証明書発行申請のログイン
認証に画面が変わります。
　医師資格証（HPKI）券面に印字されている「医
籍登録番号」と「カードID」を入力し、「認証」ボ
タンを押します（図12）※23。
　ここから先は、個人情報保護のため、正確な
URLが記載できませんでしたので、URLはログ
イン認証に続く画面であるので、ログイン認証と
同じとして記載いたします。また掲載画面は著
者の申請時の記録で記載いたします。
　認証が成功しますと「利用規約等の確認と同
意」の画面になります。
同意するなら「上記、『CPS』及び『利用規約』に
同意します。」をクリックします（図13）※23。
　次に申請者情報入力の画面になりますので、

必要事項を入力します（図14、図15）※23。
主な入力箇所は上記です。
これで後は、本人限定受取郵便（特例型）で

QRコードが印刷された「HPKIセカンド電子証
明書初期登録QR（通知カード）」が郵送されま
す。「到着通知書」が先に届き、必要な物を用意
します。配達で受け取る場合は①氏名、住所お
よび生年月日の記載がある本人確認書類（運転
免許証、マイナンバーカード等）、②印鑑（サイン
でもOK）が必要で、郵便局で受け取る場合はさ
らに到着通知書が必要です※24。郵便局担当者
は、本人確認書類を複写するか、証明資料の種
類と記号番号を控えます（図16）※25。
このようにしてHPKIセカンド電子証明書初期

登録QR（通知カード）（図17）※26が届きます。

12-B：HPKIをまだ持っていない場合
新規に医師資格証（HPKI）を申請すれば、同時
にセカンド電子証明書も発行されますので、医
師資格証の新規発行申請をします※23。特に半
導体不足のためセカンド電子証明書が先行して
届く場合もあります。

HPKIセカンド電子証明書と「デジタル医師資格
証」アプリ（図18）を使用したスマートフォンへ紐
づけについて説明します※27。
【用意するもの】
①生体認証（指紋認証、顔認証）が登録済みのス
マートフォンまたはタブレット　※iPadは除く

　・iPhone…iOSバージョン14以上
　・Android端末…OSバージョン7以上
②HPKIセカンド電子証明書「初期登録用QR
コード」医師資格証と一緒に発行・交付され
たQRコードの印刷されている紙のカードです
（図17）。

12. HPKIセカンド電子証明書
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❶「デジタル医師資格証」のアプリをインストール
してください。アプリのiOS版のQRコードを
図19にAndroid用を図20に示します。ま
たアプリのアイコンを図21に示します※27。

❷「デジタル医師資格証」のアプリをタップして開
きます。最初に利用規約（図22）が表示され
ますので、お読みの上【同意する】をタップして
ください※27。

❸【初回登録の方はこちら】をタップしてください
（図23）※27。
※すでにセカンド電子証明書を登録している場
合は、【ログイン】をタップして生体認証にてロ
グインしてください。

❹カメラが起動しますので、初期登録用QRコー
ドを読み取ってください（図24）※27。
※QRコードの読み取りがうまくいかない、ま
たは読み取りを行っても画面に何も表示されな
い場合は、お手数ですが以下のマニュアルに記
載の登録手順で初期登録をお試しください。
https://www.jmaca.med.or.jp/service/
data/HPKI2nd_Browser.pdf

❺スマートフォンに、パスワード入力画面が表示
されるので、パスワードを入力し、【OK】をタッ
プします（図25）※27。初期登録用のパスワー
ドは、生年月日（西暦）8桁です。
※パスワードは入力を5回間違えると登録が
できなくなります。

❻正しいパスワードが入力されると、ログイン画
面が表示されます。
Username欄に、紙カード「初期登録用QR
コード」に記載された「本人ID」が自動で入力
されますので、正しいことを確認して【ログイ
ン】ボタンをタップします（図26）※27。

❼本人IDが正しく認証されたら、登録開始画面
（図27）が表示されるので、【登録】ボタンを
タップします※27。

❽スマートフォンによる生体認証の画面が表示さ
れ生体認証が実施されます。
※画面や生体認証の方法はスマートフォンに
よって異なります。右の画面はiPhoneによ
る指紋認証の場合の例です（図28）※27。

❾生体認証登録が完了したら、「ラベル登録画
面」（図29）が表示されます※27。作成した鍵
情報をスマートフォン側で識別するためのラベ
ル情報を設定する画面ですが、値はシステム
で自動設定されるため、特に何も入力せず、
【OK】をタップします※27。

スマートフォン側の処理が完了し、完了画面が
表示されます。

　詳細は「HPKIセカンド電子証明書」のご案内
（https://www.jmaca.med.or.jp/service
/data/HPKI2nd.pdf）を参照してください。

大阪医科大学医師会会報 第55号（2021（令
和3）年3月）においても、HPKIに関して、ホー
ムページの広場36：「医師免許証と健康保険証
のICカード化」※28で述べましたが、その当時は
今日ほども具体的なものではありませんでした。
この約3年でHPKIは電子処方箋の運用に関し
て重要な位置づけを持つようになっています。

このHPKI取得ですが、料金体系が複雑です。
電子認証局は日本医師会電子認証センターと医
療情報システム開発センター HPKI認証局の2
か所あり、フローチャート（図9）にしました。
また参考まで大阪医科薬科大学医師会の医師

会費一覧（表2）※16を転載いたしましたので、ご
確認ください。
　HPKI取得希望の方は、このフローチャートで
料金を確認してみてください。

「医療情報システムの安全管理に関するガイド
ライン」に則った形で医師・歯科医師が電子的
に署名を行う必要がありますが、現時点では、
HPKIの仕組みを用いた署名方式がそれに準拠
します。

第43回 「電子処方箋発行資格（HPKI）の取得…結局どれがお得？」

対面受取時の書類
※あらかじめ受取場所の医師会に電話確認

1.医師資格証発行完了通知（ハガキ）

2.身分証の提示（下記のいずれか1点）
 （有効期間内のもの）
・日本国旅券
・運転免許証もしくは運転経歴証明書（平
成24年4月1日以降発行のもの）

・マイナンバーカード　※通知カード不可
・住民基本台帳カード
・官公庁発行職員身分証明書

図14：申請者情報入力の画面の上半分※23

結論としましては、医師会員も非会員もHPKI
取得料金がズバリ安いのは医師会経由です。
（図30）
　今回はHPKIについて記載いたしました。

https://webapply.jmaca.med.or.jp/Jma2ndApply/G100_Accept/Accept.aspx


電子処方箋とは、電子的に処方箋の運用を行
う仕組みであるほか、電子処方箋によって複数
の医療機関や薬局で直近に処方・調剤された情
報の参照、それらを活用した重複投薬等チェック
などを行えるようになります（図1）※1、2。
電子処方箋により、これまで紙でやりとりして

いた処方箋をオンラインで連携する仕組みが構築
されます。電子処方箋を使用するには、システム
上でオンライン資格確認がなされています。使用
するにはオンライン資格が必要です。
電子化によって医療機関と薬局患者との間で

の情報共有やコミュニケーションが促進されるこ
とにより、より良い医療の提供が行えるようにな
り、患者さんに関するこれまでの処方情報や錠

剤情報がデータとして蓄積され、来院時にマイナ
ンバーカードで患者本人の同意を得るとそれらの
情報を参照できるようになります。また、この情
報を活用し重複投薬等チェックの結果確認が行
えるようになります。より正確な情報を基に診察
を行えるようになります。
電子処方箋は医療機関と薬局の円滑な連携に

もつながります。医療機関から薬局へ電子化さ
れた処方箋の内容がスムーズに連携されると共
に、システム化によって医療機関と薬局の間で
処方医と調剤結果についても管理サービス経由
で共有する事ができ、医師と薬剤師のスムーズ
な連携が期待できます※3。
正式運用に先立って2022（令和4）年10月

31日から全国4地域の38施設（医療機関7施

設／薬局31施設）で電子処方箋モデル事業およ
び電子処方箋の運用が開始されました（図2）※4。
電子処方箋の正式運用開始日は2023（令和
5）年1月26日（木）でした※5。

開始以来、電子処方箋管理サービスは社会
保険診療報酬支払基金が行っていましたが※6、
2023（令和5）年1月からは国民健康保険中央
会が加わりました※7、8。

現在、システムの導入に当たっては補助金の
適用も予定されています。まだ電子カルテシステ
ムを利用しておらず、レセプトコンピューターに
て処方箋発行を行っている医療機関に対しても
電子処方箋の導入が可能になるよう準備が進め
られています。
電子処方箋を導入するにはオンライン資格確

認を導入していることが前提となります。勤務医
師のオンライン資格確認取得が必要となります。
また補助金は、2025（令和7）年3月31日

までに電子処方箋管理サービスの導入を完了し
た上で、2025（令和7）年9月30日までに申
請を行う必要があると記載されています（図3）。

電子処方箋の導入率（月次推移）は2024（令
和6）年7月28日時点で13%と報告されてい
ます（図 4）※9。また、電子処方箋対応の医療機
関を見てみますと、近畿地方（大阪府・京都府・
兵庫県・奈良県・和歌山県・滋賀県・三重県）
では総計623医療機関が電子処方箋に対応し
ています（表1）※9。さらに大学病院では杏林大
学医学部付属杉並病院、国立大学法人三重大学
医学部附属病院、国立大学法人富山大学附属病
院、秋田大学医学部附属病院の4病院が電子処
方箋に対応しています※9。

電子処方箋のしくみで必要となるICカードであ
るHPKI（Healthcare Public Key Infrastructure
：保健医療福祉分野公開鍵基盤）カードについて
解説します。
まずは処方箋の署名について、医師法施行規

則や薬剤師法・薬剤師法施行規則でどのように
定められているかを確認しましょう。
医師法施行規則第21条では、患者に交付す

る処方箋には記名押印または署名が必要となる
旨が記載されています。また、薬剤師法第26
条および薬剤師法施行規則第15条では、医師
の処方箋にもとづき調剤した際には、その処方
箋に調剤済みの旨を記載し、記名押印または署
名が必要との記載があります。
電子処方箋の場合、医師が電子処方箋管理サー
ビスに処方箋を登録することが、従来の紙処方
箋の交付にあたると考えられます。また薬剤師
は、医師・歯科医師によって電子処方箋管理
サービスに登録された電子処方箋にもとづき調
剤を行ったあと、処方箋を調剤済みとして登録
します。ここで医師・歯科医師および薬剤師は
「記名押印または署名」を行う必要があります。
電子処方箋の場合、ICカード（HPKIカード含
む）を使って資格認証と電子署名を行うことで、
この要件に対応する必要があるのです。
すなわち、電子処方箋にはこのICカード

（HPKIカード含む）による医師、歯科医師、薬
剤師の署名が必要です。
HPKIは電子署名や電子認証を行う基盤であ

り、医療現場における公的資格の確認機能を
持っています。基盤の設置要件は厚生労働省に
より策定されており、要件を満たした認証局が
HPKI資格認証に使用するカードであるHPKI
カードを発行することができます（図5）※4。
　現時点では、HPKIカードを発行する認証局

は全3センターで、HPKIカードには日本医師会
（図6）※10、日本薬剤師会（図7）※11、医療情報
システム開発センター（Medical Information 
System Development Center：MEDIS）
（図8）※12発行の3種類があります。なお歯科
医師はMEDISに発行申請を行います※13。

日本医師会が発行する資格証には既にHPKI
電子証明機能が搭載されています※10、28。
また現在は電子処方箋で利用するICカードに

は物理的HPKIカード以外に物理的HPKI情報
と紐付けされたマイナンバーカード、スマートフォ
ン上のソフトウェア的HPKIカードがあります。

　河野太郎デジタル相は2023（令和5）年12
月26日の閣議後の記者会見で、医師がマイナ
ンバーカードを活用して電子処方箋に電子署名
ができるようにする手続きを12月27日から開
始すると発表しました。これまで必要だった専
用カード「HPKIカード」の代わりにマイナンバー
カードで電子処方箋に電子署名ができるように
なりました。

マイナンバーカードを使って電子処方箋に電子
署名をするには、マイナポータルでの手続きが必
要で、医師については2023（令和5）年12月
27日から可能となりました※14、15。

結果を先に記載しますと、医師会会員も非会
員もHPKI取得料金がズバリ安いのは医師会経
由です。

　電子署名の方法は、

のいずれかを選択できます。
全てHPKIの取得は必要です。
AとBとはHPKIの発行申請が必要です。
さらにAとB-1とは物理的HPKIカード発行が
必要です。B-2は物理的カードが不要なソフト
ウェア的HPKIカードが発行されます。
Cはマイナポータルから利用申請が必要で、

物理的HPKIカード発行はされず、マイナンバー
カードが物理的HPKIカードの役目をはたします
（表3）※17。

電子署名方式について記載いたします。電子
処方箋の仕組みにおいては、医師・歯科医師が
電子処方箋を発行する際、および、薬剤師が電
子処方箋を調剤済とする際に、電子署名を付す
こととなります。
その際の署名方式としては、大きく分けて以下

の2種類があります。
①ローカル署名：HPKIカードに格納される電子
証明書を用いて署名する方法
②リモート署名：クラウドのシステム上で管理さ
れている電子証明書（HPKIセカンド電子証明書）
※①ローカル署名では、常にHPKIカードが手
元にあることが必要となる一方、②リモート署
名では、原則として、1日1回、（ⅰ）HPKI
カード、（ⅱ）マイナンバーカード、（ⅲ）スマー
トフォンのいずれかで本人認証を行うことで電
子署名が可能です（図10）※18。

日本医師会、日本薬剤師会、医療情報システ
ム開発センター（MEDIS）は、厚生労働省が施策
として普及を進めているHPKI認証局を運営し
ています。
各HPKI認証局は、電子的な身分証明書であ

る「HPKI電子証明書」を発行し、そのHPKI電
子証明書を格納したICカード（以下、HPKIカー
ド）を、それぞれ『医師資格証』、『薬剤師資格証』、
『HPKI資格証』という名称で提供しています。
これらのHPKIカードを用いることで、医師や

薬剤師等の医療分野国家資格を電子的に証明で
きる「HPKI電子署名」を行うことができます。し
かし、カードという物理媒体を用いることから、
HPKI電子署名を実施しようとする全ての端末
（電子カルテ等）にカードリーダーが必要なことや
破損・紛失時に業務が滞ることなどが指摘され
ていました。
これらの指摘に対して、HPKI認証局の運営

団体として検討を重ねた結果、HPKI電子証明
書をHPKIカードだけでなく、セキュアなクラ
ウド上にも格納することで、HPKIカードを用
いなくてもHPKI電子署名を行うことができる
「HPKI電子証明書管理サービス」を3団体共同
で開発し、2022（令和4）年12月から運用を

開始することとしました※19。
セカンド電子証明書は、HPKIカード発行対象

者に対して追加で発行される2番目の電子証明
書です。これを、「HPKI電子証明書管理サービ
ス」のクラウドサーバ上に格納し、事前に利用者
が登録を行った生体認証機能付きスマートフォン
等（モバイルデバイス）やマイナンバーカードで認
証を行うことにより、手元に医師・歯科医師・
薬剤師資格証がなくてもHPKI電子署名を行う
ことが可能となります（図11）※20。
このクラウド（cloud）とは英語で「雲」を表す

単語のことですが、IT業界においてはインター

ネット経由で利用するアプリケーション（または
サービス）」を指す言葉です。「クラウドサービス」
や「クラウドコンピューティング」と呼ばれることも
あります。クラウドの大きな特徴として、インター
ネット環境があれば「いつでもどこでも利用でき
る」ということ、その利便性から個人や企業を問
わず幅広く使用されています。世界的な動画共
有サービスとして馴染み深い「YouTube」や、文
書や写真などのデータをオンライン上で管理でき
る「Microsoft OneDrive」など、著名なクラウ
ドサービスも少なくありません※21。

　2024（令和6）年6月時点では、世界的な半
導体不足により、HPKIカードの在庫が不足して
いる関係で、物理的HPKIカードを用いたロー
カル署名方式（図10①）、と物理的HPKIカード
を用いたリモート署名方式（図10②（ⅰ））では、
HPKIカードの方式をすぐに利用できない場合
があります。このため、HPKIカードを物理的に
保有せずとも、マイナンバーカードやスマートフォ
ンを用いて、すぐに電子署名を行うことができ
るリモート署名方式が推奨されています。
日本医師会認証局において、2024（令和6）年

8月18日時点では、カードレス先行発行（最初に
マイナンバーカード、スマートフォンが使える状態
となり、HPKI物理カードが後追いで発行される
形式）となっていますので注意が必要です※ 22。

ここでは日本医師会認証局への申請を例とし
て説明します。
詳細はホームページ 1.医師資格証の申

請にあたって│医師資格証（HPKIカード）新
規お申込み│日本医師会電子認証センター
（https://www.jmaca.med.or.jp/application/）

を参照してください。
　概略を記載します。

そして、揃った申請書類を送付します。
日医会員は発行費用無料ですが、日医非会員

は発行費用を支払います。
医師資格証（HPKI）が発行されます。日医非

会員は入金確認後に発行開始となります。
医師資格証発行完了通知（ハガキ）が連絡先住

所に到着します。

12-A：医師資格証（HPKI）を
 既に所持している場合

申請手順を示します。
HPKIセカンド電子証明書申請サービス｜日本医
師会電子認証センター（https://webapply.jmaca.
med.or.jp/Jma2ndApply/G100_Accept/Accept
.aspx）にアクセスします。
「既に医師資格証をお持ちですか？」と尋ねて
きているので「はい」をクリックします。
HPKIセカンド電子証明書発行申請のログイン

認証に画面が変わります。
　医師資格証（HPKI）券面に印字されている「医
籍登録番号」と「カードID」を入力し、「認証」ボ
タンを押します（図12）※23。
ここから先は、個人情報保護のため、正確な

URLが記載できませんでしたので、URLはログ
イン認証に続く画面であるので、ログイン認証と
同じとして記載いたします。また掲載画面は著
者の申請時の記録で記載いたします。
認証が成功しますと「利用規約等の確認と同

意」の画面になります。
同意するなら「上記、『CPS』及び『利用規約』に
同意します。」をクリックします（図13）※23。
次に申請者情報入力の画面になりますので、

必要事項を入力します（図14、図15）※23。
主な入力箇所は上記です。
　これで後は、本人限定受取郵便（特例型）で
QRコードが印刷された「HPKIセカンド電子証
明書初期登録QR（通知カード）」が郵送されま
す。「到着通知書」が先に届き、必要な物を用意
します。配達で受け取る場合は①氏名、住所お
よび生年月日の記載がある本人確認書類（運転
免許証、マイナンバーカード等）、②印鑑（サイン
でもOK）が必要で、郵便局で受け取る場合はさ
らに到着通知書が必要です※24。郵便局担当者
は、本人確認書類を複写するか、証明資料の種
類と記号番号を控えます（図16）※25。
　このようにしてHPKIセカンド電子証明書初期
登録QR（通知カード）（図17）※26が届きます。

12-B：HPKIをまだ持っていない場合
新規に医師資格証（HPKI）を申請すれば、同時
にセカンド電子証明書も発行されますので、医
師資格証の新規発行申請をします※23。特に半
導体不足のためセカンド電子証明書が先行して
届く場合もあります。

HPKIセカンド電子証明書と「デジタル医師資格
証」アプリ（図18）を使用したスマートフォンへ紐
づけについて説明します※27。
【用意するもの】
①生体認証（指紋認証、顔認証）が登録済みのス
マートフォンまたはタブレット　※iPadは除く
・iPhone…iOSバージョン14以上
・Android端末…OSバージョン7以上

②HPKIセカンド電子証明書「初期登録用QR
コード」医師資格証と一緒に発行・交付され
たQRコードの印刷されている紙のカードです
（図17）。

13. HPKIセカンド電子証明書と
「デジタル医師資格証」アプリに
よるスマートフォンへ紐づけ
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ホームページの広場

❶「デジタル医師資格証」のアプリをインストール
してください。アプリのiOS版のQRコードを
図19にAndroid用を図20に示します。ま
たアプリのアイコンを図21に示します※27。

❷「デジタル医師資格証」のアプリをタップして開
きます。最初に利用規約（図22）が表示され
ますので、お読みの上【同意する】をタップして
ください※27。

❸【初回登録の方はこちら】をタップしてください
（図23）※27。
※すでにセカンド電子証明書を登録している場
合は、【ログイン】をタップして生体認証にてロ
グインしてください。

❹カメラが起動しますので、初期登録用QRコー
ドを読み取ってください（図24）※27。
※QRコードの読み取りがうまくいかない、ま
たは読み取りを行っても画面に何も表示されな
い場合は、お手数ですが以下のマニュアルに記
載の登録手順で初期登録をお試しください。
https://www.jmaca.med.or.jp/service/
data/HPKI2nd_Browser.pdf

❺スマートフォンに、パスワード入力画面が表示
されるので、パスワードを入力し、【OK】をタッ
プします（図25）※27。初期登録用のパスワー
ドは、生年月日（西暦）8桁です。
※パスワードは入力を5回間違えると登録が
できなくなります。

❻正しいパスワードが入力されると、ログイン画
面が表示されます。
Username欄に、紙カード「初期登録用QR
コード」に記載された「本人ID」が自動で入力
されますので、正しいことを確認して【ログイ
ン】ボタンをタップします（図26）※27。

❼本人IDが正しく認証されたら、登録開始画面
（図27）が表示されるので、【登録】ボタンを
タップします※27。

❽スマートフォンによる生体認証の画面が表示さ
れ生体認証が実施されます。
※画面や生体認証の方法はスマートフォンに
よって異なります。右の画面はiPhoneによ
る指紋認証の場合の例です（図28）※27。

❾生体認証登録が完了したら、「ラベル登録画
面」（図29）が表示されます※27。作成した鍵
情報をスマートフォン側で識別するためのラベ
ル情報を設定する画面ですが、値はシステム
で自動設定されるため、特に何も入力せず、
【OK】をタップします※27。

スマートフォン側の処理が完了し、完了画面が
表示されます。

　詳細は「HPKIセカンド電子証明書」のご案内
（https://www.jmaca.med.or.jp/service
/data/HPKI2nd.pdf）を参照してください。

大阪医科大学医師会会報 第55号（2021（令
和3）年3月）においても、HPKIに関して、ホー
ムページの広場36：「医師免許証と健康保険証
のICカード化」※28で述べましたが、その当時は
今日ほども具体的なものではありませんでした。
この約3年でHPKIは電子処方箋の運用に関し
て重要な位置づけを持つようになっています。

このHPKI取得ですが、料金体系が複雑です。
電子認証局は日本医師会電子認証センターと医
療情報システム開発センター HPKI認証局の2
か所あり、フローチャート（図9）にしました。
また参考まで大阪医科薬科大学医師会の医師

会費一覧（表2）※16を転載いたしましたので、ご
確認ください。
　HPKI取得希望の方は、このフローチャートで
料金を確認してみてください。

「医療情報システムの安全管理に関するガイド
ライン」に則った形で医師・歯科医師が電子的
に署名を行う必要がありますが、現時点では、
HPKIの仕組みを用いた署名方式がそれに準拠
します。

第43回 「電子処方箋発行資格（HPKI）の取得…結局どれがお得？」

図15：申請者情報入力の画面の下半分※23

図18：「デジタル医師資格証」アプリ※27

図16：日本医師会電子認証センターからの
本人限定受取郵便（特例型）の封筒※24

図17： HPKIセカンド電子証明書
初期登録QR（通知カード）※26

結論としましては、医師会員も非会員もHPKI
取得料金がズバリ安いのは医師会経由です。
（図30）
　今回はHPKIについて記載いたしました。



　電子処方箋とは、電子的に処方箋の運用を行
う仕組みであるほか、電子処方箋によって複数
の医療機関や薬局で直近に処方・調剤された情
報の参照、それらを活用した重複投薬等チェック
などを行えるようになります（図1）※1、2。
　電子処方箋により、これまで紙でやりとりして
いた処方箋をオンラインで連携する仕組みが構築
されます。電子処方箋を使用するには、システム
上でオンライン資格確認がなされています。使用
するにはオンライン資格が必要です。
　電子化によって医療機関と薬局患者との間で
の情報共有やコミュニケーションが促進されるこ
とにより、より良い医療の提供が行えるようにな
り、患者さんに関するこれまでの処方情報や錠

剤情報がデータとして蓄積され、来院時にマイナ
ンバーカードで患者本人の同意を得るとそれらの
情報を参照できるようになります。また、この情
報を活用し重複投薬等チェックの結果確認が行
えるようになります。より正確な情報を基に診察
を行えるようになります。
　電子処方箋は医療機関と薬局の円滑な連携に
もつながります。医療機関から薬局へ電子化さ
れた処方箋の内容がスムーズに連携されると共
に、システム化によって医療機関と薬局の間で
処方医と調剤結果についても管理サービス経由
で共有する事ができ、医師と薬剤師のスムーズ
な連携が期待できます※3。
　正式運用に先立って2022（令和4）年10月
31日から全国4地域の38施設（医療機関7施

設／薬局31施設）で電子処方箋モデル事業およ
び電子処方箋の運用が開始されました（図2）※4。
電子処方箋の正式運用開始日は2023（令和
5）年1月26日（木）でした※5。

　開始以来、電子処方箋管理サービスは社会
保険診療報酬支払基金が行っていましたが※6、
2023（令和5）年1月からは国民健康保険中央
会が加わりました※7、8。

　現在、システムの導入に当たっては補助金の
適用も予定されています。まだ電子カルテシステ
ムを利用しておらず、レセプトコンピューターに
て処方箋発行を行っている医療機関に対しても
電子処方箋の導入が可能になるよう準備が進め
られています。
　電子処方箋を導入するにはオンライン資格確
認を導入していることが前提となります。勤務医
師のオンライン資格確認取得が必要となります。
　また補助金は、2025（令和7）年3月31日
までに電子処方箋管理サービスの導入を完了し
た上で、2025（令和7）年9月30日までに申
請を行う必要があると記載されています（図3）。
　

　電子処方箋の導入率（月次推移）は2024（令
和6）年7月28日時点で13%と報告されてい
ます（図 4）※9。また、電子処方箋対応の医療機
関を見てみますと、近畿地方（大阪府・京都府・
兵庫県・奈良県・和歌山県・滋賀県・三重県）
では総計623医療機関が電子処方箋に対応し
ています（表1）※9。さらに大学病院では杏林大
学医学部付属杉並病院、国立大学法人三重大学
医学部附属病院、国立大学法人富山大学附属病
院、秋田大学医学部附属病院の4病院が電子処
方箋に対応しています※9。

　

　電子処方箋のしくみで必要となるICカードであ
るHPKI（Healthcare Public Key Infrastructure
：保健医療福祉分野公開鍵基盤）カードについて
解説します。
　まずは処方箋の署名について、医師法施行規
則や薬剤師法・薬剤師法施行規則でどのように
定められているかを確認しましょう。
　医師法施行規則第21条では、患者に交付す
る処方箋には記名押印または署名が必要となる
旨が記載されています。また、薬剤師法第26
条および薬剤師法施行規則第15条では、医師
の処方箋にもとづき調剤した際には、その処方
箋に調剤済みの旨を記載し、記名押印または署
名が必要との記載があります。
電子処方箋の場合、医師が電子処方箋管理サー
ビスに処方箋を登録することが、従来の紙処方
箋の交付にあたると考えられます。また薬剤師
は、医師・歯科医師によって電子処方箋管理
サービスに登録された電子処方箋にもとづき調
剤を行ったあと、処方箋を調剤済みとして登録
します。ここで医師・歯科医師および薬剤師は
「記名押印または署名」を行う必要があります。
電子処方箋の場合、ICカード（HPKIカード含
む）を使って資格認証と電子署名を行うことで、
この要件に対応する必要があるのです。
　すなわち、電子処方箋にはこのICカード
（HPKIカード含む）による医師、歯科医師、薬
剤師の署名が必要です。
　HPKIは電子署名や電子認証を行う基盤であ
り、医療現場における公的資格の確認機能を
持っています。基盤の設置要件は厚生労働省に
より策定されており、要件を満たした認証局が
HPKI資格認証に使用するカードであるHPKI
カードを発行することができます（図5）※4。
　現時点では、HPKIカードを発行する認証局

は全3センターで、HPKIカードには日本医師会
（図6）※10、日本薬剤師会（図7）※11、医療情報
システム開発センター（Medical Information 
System Development Center：MEDIS）
（図8）※12発行の3種類があります。なお歯科
医師はMEDISに発行申請を行います※13。

　日本医師会が発行する資格証には既にHPKI
電子証明機能が搭載されています※10、28。
　また現在は電子処方箋で利用するICカードに
は物理的HPKIカード以外に物理的HPKI情報
と紐付けされたマイナンバーカード、スマートフォ
ン上のソフトウェア的HPKIカードがあります。

　河野太郎デジタル相は2023（令和5）年12
月26日の閣議後の記者会見で、医師がマイナ
ンバーカードを活用して電子処方箋に電子署名
ができるようにする手続きを12月27日から開
始すると発表しました。これまで必要だった専
用カード「HPKIカード」の代わりにマイナンバー
カードで電子処方箋に電子署名ができるように
なりました。

　マイナンバーカードを使って電子処方箋に電子
署名をするには、マイナポータルでの手続きが必
要で、医師については2023（令和5）年12月
27日から可能となりました※14、15。

　結果を先に記載しますと、医師会会員も非会
員もHPKI取得料金がズバリ安いのは医師会経
由です。

　電子署名の方法は、

　のいずれかを選択できます。
全てHPKIの取得は必要です。
AとBとはHPKIの発行申請が必要です。
さらにAとB-1とは物理的HPKIカード発行が
必要です。B-2は物理的カードが不要なソフト
ウェア的HPKIカードが発行されます。
　Cはマイナポータルから利用申請が必要で、
物理的HPKIカード発行はされず、マイナンバー
カードが物理的HPKIカードの役目をはたします
（表3）※17。

　電子署名方式について記載いたします。電子
処方箋の仕組みにおいては、医師・歯科医師が
電子処方箋を発行する際、および、薬剤師が電
子処方箋を調剤済とする際に、電子署名を付す
こととなります。
　その際の署名方式としては、大きく分けて以下
の2種類があります。
①ローカル署名：HPKIカードに格納される電子
証明書を用いて署名する方法
②リモート署名：クラウドのシステム上で管理さ
れている電子証明書（HPKIセカンド電子証明書）
※①ローカル署名では、常にHPKIカードが手
元にあることが必要となる一方、②リモート署
名では、原則として、1日1回、（ⅰ）HPKI
カード、（ⅱ）マイナンバーカード、（ⅲ）スマー
トフォンのいずれかで本人認証を行うことで電
子署名が可能です（図10）※18。

　日本医師会、日本薬剤師会、医療情報システ
ム開発センター（MEDIS）は、厚生労働省が施策
として普及を進めているHPKI認証局を運営し
ています。
　各HPKI認証局は、電子的な身分証明書であ
る「HPKI電子証明書」を発行し、そのHPKI電
子証明書を格納したICカード（以下、HPKIカー
ド）を、それぞれ『医師資格証』、『薬剤師資格証』、
『HPKI資格証』という名称で提供しています。
　これらのHPKIカードを用いることで、医師や
薬剤師等の医療分野国家資格を電子的に証明で
きる「HPKI電子署名」を行うことができます。し
かし、カードという物理媒体を用いることから、
HPKI電子署名を実施しようとする全ての端末
（電子カルテ等）にカードリーダーが必要なことや
破損・紛失時に業務が滞ることなどが指摘され
ていました。
　これらの指摘に対して、HPKI認証局の運営
団体として検討を重ねた結果、HPKI電子証明
書をHPKIカードだけでなく、セキュアなクラ
ウド上にも格納することで、HPKIカードを用
いなくてもHPKI電子署名を行うことができる
「HPKI電子証明書管理サービス」を3団体共同
で開発し、2022（令和4）年12月から運用を

開始することとしました※19。
　セカンド電子証明書は、HPKIカード発行対象
者に対して追加で発行される2番目の電子証明
書です。これを、「HPKI電子証明書管理サービ
ス」のクラウドサーバ上に格納し、事前に利用者
が登録を行った生体認証機能付きスマートフォン
等（モバイルデバイス）やマイナンバーカードで認
証を行うことにより、手元に医師・歯科医師・
薬剤師資格証がなくてもHPKI電子署名を行う
ことが可能となります（図11）※20。
　このクラウド（cloud）とは英語で「雲」を表す
単語のことですが、IT業界においてはインター

ネット経由で利用するアプリケーション（または
サービス）」を指す言葉です。「クラウドサービス」
や「クラウドコンピューティング」と呼ばれることも
あります。クラウドの大きな特徴として、インター
ネット環境があれば「いつでもどこでも利用でき
る」ということ、その利便性から個人や企業を問
わず幅広く使用されています。世界的な動画共
有サービスとして馴染み深い「YouTube」や、文
書や写真などのデータをオンライン上で管理でき
る「Microsoft OneDrive」など、著名なクラウ
ドサービスも少なくありません※21。

　2024（令和6）年6月時点では、世界的な半
導体不足により、HPKIカードの在庫が不足して
いる関係で、物理的HPKIカードを用いたロー
カル署名方式（図10①）、と物理的HPKIカード
を用いたリモート署名方式（図10②（ⅰ））では、
HPKIカードの方式をすぐに利用できない場合
があります。このため、HPKIカードを物理的に
保有せずとも、マイナンバーカードやスマートフォ
ンを用いて、すぐに電子署名を行うことができ
るリモート署名方式が推奨されています。
　日本医師会認証局において、2024（令和6）年
8月18日時点では、カードレス先行発行（最初に
マイナンバーカード、スマートフォンが使える状態
となり、HPKI物理カードが後追いで発行される
形式）となっていますので注意が必要です※ 22。

　ここでは日本医師会認証局への申請を例とし
て説明します。
　詳細はホームページ　1.医師資格証の申
請にあたって│医師資格証（HPKIカード）新
規お申込み│日本医師会電子認証センター
（https://www.jmaca.med.or.jp/application/）

を参照してください。
　概略を記載します。

　そして、揃った申請書類を送付します。
　日医会員は発行費用無料ですが、日医非会員
は発行費用を支払います。
　医師資格証（HPKI）が発行されます。日医非
会員は入金確認後に発行開始となります。
　医師資格証発行完了通知（ハガキ）が連絡先住
所に到着します。

　

12-A：医師資格証（HPKI）を
  既に所持している場合
申請手順を示します。
HPKIセカンド電子証明書申請サービス｜日本医
師会電子認証センター（https://webapply.jmaca.
med.or.jp/Jma2ndApply/G100_Accept/Accept
.aspx）にアクセスします。
　「既に医師資格証をお持ちですか？」と尋ねて
きているので「はい」をクリックします。
　HPKIセカンド電子証明書発行申請のログイン
認証に画面が変わります。
　医師資格証（HPKI）券面に印字されている「医
籍登録番号」と「カードID」を入力し、「認証」ボ
タンを押します（図12）※23。
　ここから先は、個人情報保護のため、正確な
URLが記載できませんでしたので、URLはログ
イン認証に続く画面であるので、ログイン認証と
同じとして記載いたします。また掲載画面は著
者の申請時の記録で記載いたします。
　認証が成功しますと「利用規約等の確認と同
意」の画面になります。
同意するなら「上記、『CPS』及び『利用規約』に
同意します。」をクリックします（図13）※23。
　次に申請者情報入力の画面になりますので、

必要事項を入力します（図14、図15）※23。
主な入力箇所は上記です。
　これで後は、本人限定受取郵便（特例型）で
QRコードが印刷された「HPKIセカンド電子証
明書初期登録QR（通知カード）」が郵送されま
す。「到着通知書」が先に届き、必要な物を用意
します。配達で受け取る場合は①氏名、住所お
よび生年月日の記載がある本人確認書類（運転
免許証、マイナンバーカード等）、②印鑑（サイン
でもOK）が必要で、郵便局で受け取る場合はさ
らに到着通知書が必要です※24。郵便局担当者
は、本人確認書類を複写するか、証明資料の種
類と記号番号を控えます（図16）※25。
　このようにしてHPKIセカンド電子証明書初期
登録QR（通知カード）（図17）※26が届きます。

12-B：HPKIをまだ持っていない場合
新規に医師資格証（HPKI）を申請すれば、同時
にセカンド電子証明書も発行されますので、医
師資格証の新規発行申請をします※23。特に半
導体不足のためセカンド電子証明書が先行して
届く場合もあります。

HPKIセカンド電子証明書と「デジタル医師資格
証」アプリ（図18）を使用したスマートフォンへ紐
づけについて説明します※27。
【用意するもの】
①生体認証（指紋認証、顔認証）が登録済みのス
マートフォンまたはタブレット　※iPadは除く

　・iPhone…iOSバージョン14以上
　・Android端末…OSバージョン7以上
②HPKIセカンド電子証明書「初期登録用QR
コード」医師資格証と一緒に発行・交付され
たQRコードの印刷されている紙のカードです
（図17）。
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❶「デジタル医師資格証」のアプリをインストール
してください。アプリのiOS版のQRコードを
図19にAndroid用を図20に示します。ま
たアプリのアイコンを図21に示します※27。

❷「デジタル医師資格証」のアプリをタップして開
きます。最初に利用規約（図22）が表示され
ますので、お読みの上【同意する】をタップして
ください※27。

❸【初回登録の方はこちら】をタップしてください
（図23）※27。
※すでにセカンド電子証明書を登録している場
合は、【ログイン】をタップして生体認証にてロ
グインしてください。

❹カメラが起動しますので、初期登録用QRコー
ドを読み取ってください（図24）※27。
※QRコードの読み取りがうまくいかない、ま
たは読み取りを行っても画面に何も表示されな
い場合は、お手数ですが以下のマニュアルに記
載の登録手順で初期登録をお試しください。
https://www.jmaca.med.or.jp/service/
data/HPKI2nd_Browser.pdf

❺スマートフォンに、パスワード入力画面が表示
されるので、パスワードを入力し、【OK】をタッ
プします（図25）※27。初期登録用のパスワー
ドは、生年月日（西暦）8桁です。
※パスワードは入力を5回間違えると登録が
できなくなります。

❻正しいパスワードが入力されると、ログイン画
面が表示されます。
Username欄に、紙カード「初期登録用QR
コード」に記載された「本人ID」が自動で入力
されますので、正しいことを確認して【ログイ
ン】ボタンをタップします（図26）※27。

❼本人IDが正しく認証されたら、登録開始画面
（図27）が表示されるので、【登録】ボタンを
タップします※27。

❽スマートフォンによる生体認証の画面が表示さ
れ生体認証が実施されます。
※画面や生体認証の方法はスマートフォンに
よって異なります。右の画面はiPhoneによ
る指紋認証の場合の例です（図28）※27。

❾生体認証登録が完了したら、「ラベル登録画
面」（図29）が表示されます※27。作成した鍵
情報をスマートフォン側で識別するためのラベ
ル情報を設定する画面ですが、値はシステム
で自動設定されるため、特に何も入力せず、
【OK】をタップします※27。

　スマートフォン側の処理が完了し、完了画面が
表示されます。

　詳細は「HPKIセカンド電子証明書」のご案内
（https://www.jmaca.med.or.jp/service
/data/HPKI2nd.pdf）を参照してください。

　大阪医科大学医師会会報 第55号（2021（令
和3）年3月）においても、HPKIに関して、ホー
ムページの広場36：「医師免許証と健康保険証
のICカード化」※28で述べましたが、その当時は
今日ほども具体的なものではありませんでした。
この約3年でHPKIは電子処方箋の運用に関し
て重要な位置づけを持つようになっています。

　

　このHPKI取得ですが、料金体系が複雑です。
電子認証局は日本医師会電子認証センターと医
療情報システム開発センター HPKI認証局の2
か所あり、フローチャート（図9）にしました。
　また参考まで大阪医科薬科大学医師会の医師
会費一覧（表2）※16を転載いたしましたので、ご
確認ください。
　HPKI取得希望の方は、このフローチャートで
料金を確認してみてください。

　「医療情報システムの安全管理に関するガイド
ライン」に則った形で医師・歯科医師が電子的
に署名を行う必要がありますが、現時点では、
HPKIの仕組みを用いた署名方式がそれに準拠
します。

第43回 「電子処方箋発行資格（HPKI）の取得…結局どれがお得？」

図19：アプリQRコード
 （iOS）※27

図21： デジタル医師資格
 証アイコン※27

図22： 利用規約※27

図20：アプリQRコード
 （Android）※27

図23： 初回登録の方は
 こちら※27

図24： QR コードの読み
 取り※27

図25： パスワード入力
 画面※27

　結論としましては、医師会員も非会員もHPKI
取得料金がズバリ安いのは医師会経由です。
（図30）
　今回はHPKIについて記載いたしました。

https://www.jmaca.med.or.jp/service/data/HPKI2nd_Browser.pdf


　電子処方箋とは、電子的に処方箋の運用を行
う仕組みであるほか、電子処方箋によって複数
の医療機関や薬局で直近に処方・調剤された情
報の参照、それらを活用した重複投薬等チェック
などを行えるようになります（図1）※1、2。
　電子処方箋により、これまで紙でやりとりして
いた処方箋をオンラインで連携する仕組みが構築
されます。電子処方箋を使用するには、システム
上でオンライン資格確認がなされています。使用
するにはオンライン資格が必要です。
　電子化によって医療機関と薬局患者との間で
の情報共有やコミュニケーションが促進されるこ
とにより、より良い医療の提供が行えるようにな
り、患者さんに関するこれまでの処方情報や錠

剤情報がデータとして蓄積され、来院時にマイナ
ンバーカードで患者本人の同意を得るとそれらの
情報を参照できるようになります。また、この情
報を活用し重複投薬等チェックの結果確認が行
えるようになります。より正確な情報を基に診察
を行えるようになります。
　電子処方箋は医療機関と薬局の円滑な連携に
もつながります。医療機関から薬局へ電子化さ
れた処方箋の内容がスムーズに連携されると共
に、システム化によって医療機関と薬局の間で
処方医と調剤結果についても管理サービス経由
で共有する事ができ、医師と薬剤師のスムーズ
な連携が期待できます※3。
　正式運用に先立って2022（令和4）年10月
31日から全国4地域の38施設（医療機関7施

設／薬局31施設）で電子処方箋モデル事業およ
び電子処方箋の運用が開始されました（図2）※4。
電子処方箋の正式運用開始日は2023（令和
5）年1月26日（木）でした※5。

　開始以来、電子処方箋管理サービスは社会
保険診療報酬支払基金が行っていましたが※6、
2023（令和5）年1月からは国民健康保険中央
会が加わりました※7、8。

　現在、システムの導入に当たっては補助金の
適用も予定されています。まだ電子カルテシステ
ムを利用しておらず、レセプトコンピューターに
て処方箋発行を行っている医療機関に対しても
電子処方箋の導入が可能になるよう準備が進め
られています。
　電子処方箋を導入するにはオンライン資格確
認を導入していることが前提となります。勤務医
師のオンライン資格確認取得が必要となります。
　また補助金は、2025（令和7）年3月31日
までに電子処方箋管理サービスの導入を完了し
た上で、2025（令和7）年9月30日までに申
請を行う必要があると記載されています（図3）。
　

　電子処方箋の導入率（月次推移）は2024（令
和6）年7月28日時点で13%と報告されてい
ます（図 4）※9。また、電子処方箋対応の医療機
関を見てみますと、近畿地方（大阪府・京都府・
兵庫県・奈良県・和歌山県・滋賀県・三重県）
では総計623医療機関が電子処方箋に対応し
ています（表1）※9。さらに大学病院では杏林大
学医学部付属杉並病院、国立大学法人三重大学
医学部附属病院、国立大学法人富山大学附属病
院、秋田大学医学部附属病院の4病院が電子処
方箋に対応しています※9。

　

　電子処方箋のしくみで必要となるICカードであ
るHPKI（Healthcare Public Key Infrastructure
：保健医療福祉分野公開鍵基盤）カードについて
解説します。
　まずは処方箋の署名について、医師法施行規
則や薬剤師法・薬剤師法施行規則でどのように
定められているかを確認しましょう。
　医師法施行規則第21条では、患者に交付す
る処方箋には記名押印または署名が必要となる
旨が記載されています。また、薬剤師法第26
条および薬剤師法施行規則第15条では、医師
の処方箋にもとづき調剤した際には、その処方
箋に調剤済みの旨を記載し、記名押印または署
名が必要との記載があります。
電子処方箋の場合、医師が電子処方箋管理サー
ビスに処方箋を登録することが、従来の紙処方
箋の交付にあたると考えられます。また薬剤師
は、医師・歯科医師によって電子処方箋管理
サービスに登録された電子処方箋にもとづき調
剤を行ったあと、処方箋を調剤済みとして登録
します。ここで医師・歯科医師および薬剤師は
「記名押印または署名」を行う必要があります。
電子処方箋の場合、ICカード（HPKIカード含
む）を使って資格認証と電子署名を行うことで、
この要件に対応する必要があるのです。
　すなわち、電子処方箋にはこのICカード
（HPKIカード含む）による医師、歯科医師、薬
剤師の署名が必要です。
　HPKIは電子署名や電子認証を行う基盤であ
り、医療現場における公的資格の確認機能を
持っています。基盤の設置要件は厚生労働省に
より策定されており、要件を満たした認証局が
HPKI資格認証に使用するカードであるHPKI
カードを発行することができます（図5）※4。
　現時点では、HPKIカードを発行する認証局

は全3センターで、HPKIカードには日本医師会
（図6）※10、日本薬剤師会（図7）※11、医療情報
システム開発センター（Medical Information 
System Development Center：MEDIS）
（図8）※12発行の3種類があります。なお歯科
医師はMEDISに発行申請を行います※13。

　日本医師会が発行する資格証には既にHPKI
電子証明機能が搭載されています※10、28。
　また現在は電子処方箋で利用するICカードに
は物理的HPKIカード以外に物理的HPKI情報
と紐付けされたマイナンバーカード、スマートフォ
ン上のソフトウェア的HPKIカードがあります。

　河野太郎デジタル相は2023（令和5）年12
月26日の閣議後の記者会見で、医師がマイナ
ンバーカードを活用して電子処方箋に電子署名
ができるようにする手続きを12月27日から開
始すると発表しました。これまで必要だった専
用カード「HPKIカード」の代わりにマイナンバー
カードで電子処方箋に電子署名ができるように
なりました。

　マイナンバーカードを使って電子処方箋に電子
署名をするには、マイナポータルでの手続きが必
要で、医師については2023（令和5）年12月
27日から可能となりました※14、15。

　結果を先に記載しますと、医師会会員も非会
員もHPKI取得料金がズバリ安いのは医師会経
由です。

　電子署名の方法は、

　のいずれかを選択できます。
全てHPKIの取得は必要です。
AとBとはHPKIの発行申請が必要です。
さらにAとB-1とは物理的HPKIカード発行が
必要です。B-2は物理的カードが不要なソフト
ウェア的HPKIカードが発行されます。
　Cはマイナポータルから利用申請が必要で、
物理的HPKIカード発行はされず、マイナンバー
カードが物理的HPKIカードの役目をはたします
（表3）※17。

　電子署名方式について記載いたします。電子
処方箋の仕組みにおいては、医師・歯科医師が
電子処方箋を発行する際、および、薬剤師が電
子処方箋を調剤済とする際に、電子署名を付す
こととなります。
　その際の署名方式としては、大きく分けて以下
の2種類があります。
①ローカル署名：HPKIカードに格納される電子
証明書を用いて署名する方法
②リモート署名：クラウドのシステム上で管理さ
れている電子証明書（HPKIセカンド電子証明書）
※①ローカル署名では、常にHPKIカードが手
元にあることが必要となる一方、②リモート署
名では、原則として、1日1回、（ⅰ）HPKI
カード、（ⅱ）マイナンバーカード、（ⅲ）スマー
トフォンのいずれかで本人認証を行うことで電
子署名が可能です（図10）※18。

　日本医師会、日本薬剤師会、医療情報システ
ム開発センター（MEDIS）は、厚生労働省が施策
として普及を進めているHPKI認証局を運営し
ています。
　各HPKI認証局は、電子的な身分証明書であ
る「HPKI電子証明書」を発行し、そのHPKI電
子証明書を格納したICカード（以下、HPKIカー
ド）を、それぞれ『医師資格証』、『薬剤師資格証』、
『HPKI資格証』という名称で提供しています。
　これらのHPKIカードを用いることで、医師や
薬剤師等の医療分野国家資格を電子的に証明で
きる「HPKI電子署名」を行うことができます。し
かし、カードという物理媒体を用いることから、
HPKI電子署名を実施しようとする全ての端末
（電子カルテ等）にカードリーダーが必要なことや
破損・紛失時に業務が滞ることなどが指摘され
ていました。
　これらの指摘に対して、HPKI認証局の運営
団体として検討を重ねた結果、HPKI電子証明
書をHPKIカードだけでなく、セキュアなクラ
ウド上にも格納することで、HPKIカードを用
いなくてもHPKI電子署名を行うことができる
「HPKI電子証明書管理サービス」を3団体共同
で開発し、2022（令和4）年12月から運用を

開始することとしました※19。
　セカンド電子証明書は、HPKIカード発行対象
者に対して追加で発行される2番目の電子証明
書です。これを、「HPKI電子証明書管理サービ
ス」のクラウドサーバ上に格納し、事前に利用者
が登録を行った生体認証機能付きスマートフォン
等（モバイルデバイス）やマイナンバーカードで認
証を行うことにより、手元に医師・歯科医師・
薬剤師資格証がなくてもHPKI電子署名を行う
ことが可能となります（図11）※20。
　このクラウド（cloud）とは英語で「雲」を表す
単語のことですが、IT業界においてはインター

ネット経由で利用するアプリケーション（または
サービス）」を指す言葉です。「クラウドサービス」
や「クラウドコンピューティング」と呼ばれることも
あります。クラウドの大きな特徴として、インター
ネット環境があれば「いつでもどこでも利用でき
る」ということ、その利便性から個人や企業を問
わず幅広く使用されています。世界的な動画共
有サービスとして馴染み深い「YouTube」や、文
書や写真などのデータをオンライン上で管理でき
る「Microsoft OneDrive」など、著名なクラウ
ドサービスも少なくありません※21。

　2024（令和6）年6月時点では、世界的な半
導体不足により、HPKIカードの在庫が不足して
いる関係で、物理的HPKIカードを用いたロー
カル署名方式（図10①）、と物理的HPKIカード
を用いたリモート署名方式（図10②（ⅰ））では、
HPKIカードの方式をすぐに利用できない場合
があります。このため、HPKIカードを物理的に
保有せずとも、マイナンバーカードやスマートフォ
ンを用いて、すぐに電子署名を行うことができ
るリモート署名方式が推奨されています。
　日本医師会認証局において、2024（令和6）年
8月18日時点では、カードレス先行発行（最初に
マイナンバーカード、スマートフォンが使える状態
となり、HPKI物理カードが後追いで発行される
形式）となっていますので注意が必要です※ 22。

　ここでは日本医師会認証局への申請を例とし
て説明します。
　詳細はホームページ　1.医師資格証の申
請にあたって│医師資格証（HPKIカード）新
規お申込み│日本医師会電子認証センター
（https://www.jmaca.med.or.jp/application/）

を参照してください。
　概略を記載します。

　そして、揃った申請書類を送付します。
　日医会員は発行費用無料ですが、日医非会員
は発行費用を支払います。
　医師資格証（HPKI）が発行されます。日医非
会員は入金確認後に発行開始となります。
　医師資格証発行完了通知（ハガキ）が連絡先住
所に到着します。

　

12-A：医師資格証（HPKI）を
  既に所持している場合
申請手順を示します。
HPKIセカンド電子証明書申請サービス｜日本医
師会電子認証センター（https://webapply.jmaca.
med.or.jp/Jma2ndApply/G100_Accept/Accept
.aspx）にアクセスします。
　「既に医師資格証をお持ちですか？」と尋ねて
きているので「はい」をクリックします。
　HPKIセカンド電子証明書発行申請のログイン
認証に画面が変わります。
　医師資格証（HPKI）券面に印字されている「医
籍登録番号」と「カードID」を入力し、「認証」ボ
タンを押します（図12）※23。
　ここから先は、個人情報保護のため、正確な
URLが記載できませんでしたので、URLはログ
イン認証に続く画面であるので、ログイン認証と
同じとして記載いたします。また掲載画面は著
者の申請時の記録で記載いたします。
　認証が成功しますと「利用規約等の確認と同
意」の画面になります。
同意するなら「上記、『CPS』及び『利用規約』に
同意します。」をクリックします（図13）※23。
　次に申請者情報入力の画面になりますので、

必要事項を入力します（図14、図15）※23。
主な入力箇所は上記です。
　これで後は、本人限定受取郵便（特例型）で
QRコードが印刷された「HPKIセカンド電子証
明書初期登録QR（通知カード）」が郵送されま
す。「到着通知書」が先に届き、必要な物を用意
します。配達で受け取る場合は①氏名、住所お
よび生年月日の記載がある本人確認書類（運転
免許証、マイナンバーカード等）、②印鑑（サイン
でもOK）が必要で、郵便局で受け取る場合はさ
らに到着通知書が必要です※24。郵便局担当者
は、本人確認書類を複写するか、証明資料の種
類と記号番号を控えます（図16）※25。
　このようにしてHPKIセカンド電子証明書初期
登録QR（通知カード）（図17）※26が届きます。

12-B：HPKIをまだ持っていない場合
新規に医師資格証（HPKI）を申請すれば、同時
にセカンド電子証明書も発行されますので、医
師資格証の新規発行申請をします※23。特に半
導体不足のためセカンド電子証明書が先行して
届く場合もあります。

HPKIセカンド電子証明書と「デジタル医師資格
証」アプリ（図18）を使用したスマートフォンへ紐
づけについて説明します※27。
【用意するもの】
①生体認証（指紋認証、顔認証）が登録済みのス
マートフォンまたはタブレット　※iPadは除く

　・iPhone…iOSバージョン14以上
　・Android端末…OSバージョン7以上
②HPKIセカンド電子証明書「初期登録用QR
コード」医師資格証と一緒に発行・交付され
たQRコードの印刷されている紙のカードです
（図17）。
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❶「デジタル医師資格証」のアプリをインストール
してください。アプリのiOS版のQRコードを
図19にAndroid用を図20に示します。ま
たアプリのアイコンを図21に示します※27。

❷「デジタル医師資格証」のアプリをタップして開
きます。最初に利用規約（図22）が表示され
ますので、お読みの上【同意する】をタップして
ください※27。

❸【初回登録の方はこちら】をタップしてください
（図23）※27。
※すでにセカンド電子証明書を登録している場
合は、【ログイン】をタップして生体認証にてロ
グインしてください。

❹カメラが起動しますので、初期登録用QRコー
ドを読み取ってください（図24）※27。
※QRコードの読み取りがうまくいかない、ま
たは読み取りを行っても画面に何も表示されな
い場合は、お手数ですが以下のマニュアルに記
載の登録手順で初期登録をお試しください。
https://www.jmaca.med.or.jp/service/
data/HPKI2nd_Browser.pdf

❺スマートフォンに、パスワード入力画面が表示
されるので、パスワードを入力し、【OK】をタッ
プします（図25）※27。初期登録用のパスワー
ドは、生年月日（西暦）8桁です。
※パスワードは入力を5回間違えると登録が
できなくなります。

❻正しいパスワードが入力されると、ログイン画
面が表示されます。
Username欄に、紙カード「初期登録用QR
コード」に記載された「本人ID」が自動で入力
されますので、正しいことを確認して【ログイ
ン】ボタンをタップします（図26）※27。

❼本人IDが正しく認証されたら、登録開始画面
（図27）が表示されるので、【登録】ボタンを
タップします※27。

❽スマートフォンによる生体認証の画面が表示さ
れ生体認証が実施されます。
※画面や生体認証の方法はスマートフォンに
よって異なります。右の画面はiPhoneによ
る指紋認証の場合の例です（図28）※27。

❾生体認証登録が完了したら、「ラベル登録画
面」（図29）が表示されます※27。作成した鍵
情報をスマートフォン側で識別するためのラベ
ル情報を設定する画面ですが、値はシステム
で自動設定されるため、特に何も入力せず、
【OK】をタップします※27。

　スマートフォン側の処理が完了し、完了画面が
表示されます。

　詳細は「HPKIセカンド電子証明書」のご案内
（https://www.jmaca.med.or.jp/service
/data/HPKI2nd.pdf）を参照してください。

　大阪医科大学医師会会報 第55号（2021（令
和3）年3月）においても、HPKIに関して、ホー
ムページの広場36：「医師免許証と健康保険証
のICカード化」※28で述べましたが、その当時は
今日ほども具体的なものではありませんでした。
この約3年でHPKIは電子処方箋の運用に関し
て重要な位置づけを持つようになっています。

　

　このHPKI取得ですが、料金体系が複雑です。
電子認証局は日本医師会電子認証センターと医
療情報システム開発センター HPKI認証局の2
か所あり、フローチャート（図9）にしました。
　また参考まで大阪医科薬科大学医師会の医師
会費一覧（表2）※16を転載いたしましたので、ご
確認ください。
　HPKI取得希望の方は、このフローチャートで
料金を確認してみてください。

　「医療情報システムの安全管理に関するガイド
ライン」に則った形で医師・歯科医師が電子的
に署名を行う必要がありますが、現時点では、
HPKIの仕組みを用いた署名方式がそれに準拠
します。

第43回 「電子処方箋発行資格（HPKI）の取得…結局どれがお得？」

図26： ログイン画面※27 図27： 登録開始画面※27

図28： iPhoneによる
 指紋認証※27

図29： ラベル登録画面

図30： 取得料金
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14. 2021（令和3）年3月の
 HPKIの状況と比較して

15. 結論

●医師会員 無料
●非医師会員 医師会で医師資格証を作成　新規発行費用：5,500円　5年毎の更新費用：5,500円

 マイナンバーカードを利用して
 マイナポータルから申請
  

　結論としましては、医師会員も非会員もHPKI
取得料金がズバリ安いのは医師会経由です。
（図30）
　今回はHPKIについて記載いたしました。

電子認証を日本医師会電子認証センターで行う
　物理的HPKIカード：0円　
　マイナンバーカードを用いたリモート署名：0円

電子認証をMEDIS HPKI認証局で行う
　新規発行費用：26,950円　5年毎の更新費用：26,950円
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